


65歳超雇用推進助成金

障害者雇用助成金

65歳超雇用推進助成金に係る
説明動画はこちら

障害者雇用助成金に係る
説明動画はこちら

助成金のごあんない

　65歳以上への定年の引上げ、定年の定めの
廃止、希望者全員を対象とする66歳以上の継
続雇用制度の導入、他社による継続雇用制度
の導入のいずれかの措置を実施した事業主の
皆様を助成します。

65歳超継続雇用促進コース
措置（注1）の内容
① 高年齢者の能力開発、能力評価、賃金体系、労働時間等の雇用管理制度の見直しもしくは導入
② 法定の健康診断以外の健康管理制度（人間ドックまたは生活習慣病予防検診）の導入
（注1） 措置は、55歳以上の高年齢者を対象として労働協約または就業規則に規定し、1人以上の支給対象被保険者に実

施・適用することが必要。

支給額
支給対象経費（注2）の60%《75%》、ただし中小企業事業主以外は45%《60%》
（注2） 措置の実施に必要な専門家への委託費、コンサルタントとの相談経費、措置の実施に伴い必要となる機器、シス

テム及びソフトウェア等の導入に要した経費（経費の額に関わらず、初回の申請に限り50万円の費用を要したも
のとみなします。） 【《》内は生産性要件（※）を満たす場合】

　高年齢者の雇用管理制度を整備するための措置（高年齢者雇用管理整備措置）を実施した事
業主の皆様を助成します。

高年齢者評価制度等雇用管理改善コース

支給額
●   対象労働者１人につき48万円（中小企業以外は38万円）
●   生産性要件（※）を満たす場合には対象労働者1人につき
　60万円（中小企業事業主以外は48万円）

50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労働者を無期雇用労働者に転換した事業主の皆様を助成します。

高年齢者無期雇用転換コース

生産性 ＝ 営業利益+人件費+減価償却費+動産・不動産賃借料+租税公課雇用保険被保険者数

助成対象となる措置
①障害者用トイレを設置すること
②拡大読書器を購入すること
③就業場所に手すりを設置すること　等
助成額　支給対象費用の2/3

　障害を克服し、作業を容易にするために配慮さ
れた施設等の設置・整備を行う場合に、その費用
の一部を助成します。

障害者作業施設設置等助成金

助成対象となる措置
①休憩室・食堂等の施設を設置または整備すること
② ①の施設に附帯するトイレ・玄関等を設置または
整備すること

③①、②の付属設備を設置または整備すること　等
助成額　支給対象費用の1/3

　障害者の福祉の増進を図るうえで、障害特性に
よる課題に対する配慮をした福祉施設の設置・整
備を行う場合に、その費用の一部を助成します。

障害者福祉施設設置等助成金

助成対象となる措置
①職場介助者を配置または委嘱すること
②職場介助者の配置または委嘱を継続すること
③手話通訳・要約筆記等担当者を委嘱すること
④障害者相談窓口担当者を配置すること
⑤職場支援員を配置または委嘱すること
⑥職場復帰支援を行うこと
助成額
①③支給対象費用の3/4
②　支給対象費用の2/3
④　1人につき月額1万円　外
⑤　配置：月額3万円、委嘱：1回1万円
⑥　1人につき月額4万5千円　外

　障害の特性に応じた適切な雇用管理に必
要な介助者の配置等の措置を行う場合に、
その費用の一部を助成します。

障害者介助等助成金

助成対象となる措置
①訪問型職場適応援助者による支援を行うこと
② 企業在籍型職場適応援助者による支援を行う
こと
助成額
①1日1万6千円　外 ②月12万円　外

　職場適応に課題を抱える障害者に対して、
職場適応援助者による支援を行う場合に、
その費用の一部を助成します。

職場適応援助者助成金

助成対象となる措置
①住宅を賃借すること
②指導員を配置すること
③住宅手当を支払うこと
④通勤用バスを購入すること
⑤通勤用バス運転従事者を委嘱すること
⑥通勤援助者を委嘱すること
⑦駐車場を賃借すること
⑧通勤用自動車を購入すること
助成額　支給対象費用の3/4

　障害の特性に応じた通勤を容易にする
ための措置を行う場合に、その費用の一
部を助成します。

重度障害者等通勤対策助成金

助成対象となる措置
重度障害者等の雇用に適当な事業施設等（作
業施設、管理施設、福祉施設、設備）を設置・
整備すること
助成額　支給対象費用の2/3（特例3/4）

　重度障害者を多数継続して雇用するた
めに必要となる事業施設等の設置または
整備を行う事業主について、障害者を雇用
する事業所としてのモデル性が認められ
る場合に、その費用の一部を助成します。
※事前相談が必要です。

重度障害者多数雇用事業所
施設設置等助成金

※各助成金制度の要件等について、詳しくはホームページ（https://www.jeed.go.jp）をご覧ください。
※お問合せや申請は、都道府県支部高齢・障害者業務課（65頁参照　東京、大阪支部は高齢・障害者窓口サービス課）までお願いします。

多数の申請により予算の上限額に達したため、
新規申請書受付を停止しました。

主な支給要件
① 高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢者雇用管理に関する措置を実施し、
　無期雇用転換制度を就業規則等に規定していること
②無期雇用転換計画に基づき、無期雇用労働者に転換していること
③ 無期雇用に転換した労働者に転換後6ヶ月分の賃金を支給していること
④雇用保険被保険者を事業主都合で離職させていないこと

高年齢者の雇用の安定に資する措置を講じる事業
主の方に、国の予算の範囲において、以下の助成
金を支給しています。

   生産性要件（※）とは
『助成金の支給申請を行う直近の会計年度における「生産性」が、その3年度前に比べて
6％以上伸びていること（生産性要件の算定対象となった期間中に、事業主都合による
離職者を発生させていないこと）』が生産性要件を満たしている場合となります。
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Leaders Talk

1963（昭和38）年生まれ。保険会社勤務を経て、
2016年より人材育成支援サービスを行う株式会
社星和ビジネスリンクに出向。現在、同社常務
執行役員のほか、定年後研究所所長、キャリア
コンサルタントとして活躍している。

いけぐち・たけし

　
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
施

行
に
よ
り
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会

確
保
が
企
業
の
努
力
義
務
と
な
り
ま

し
た
。
60
歳
、
65
歳
を
超
え
て
、
活

き
活
き
と
働
け
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
シ

ニ
ア
自
身
に
も
社
会
の
変
化
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

一
般
社
団
法
人
定
年
後
研
究
所
所
長

の
池
口
武
志
さ
ん
に
、
高
齢
者
雇
用

を
取
り
巻
く
現
状
と
と
も
に
、
法
改

正
に
よ
る
企
業
、
そ
し
て
働
く
シ
ニ

ア
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
定
年
後
研
究
所 

所
長

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

池
口
武
志
さ
ん

〝
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
〞の
強
み
を
持
つ
シ
ニ
ア
人
材

そ
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
が
組
織
活
性
化
に
つ
な
が
る
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一般社団法人定年後研究所 所長／キャリアコンサルタント

池口武志さん

長
年
管
理
職
を
務
め
、
50
代
で
関
連
会
社
に
初
め
て

出
向
し
ま
し
た
。
出
向
先
の
会
社
は
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
や
社
員
研
修
な
ど
を
手
が
け
て
お
り
、
あ

る
意
味
そ
れ
ま
で
と
は
畑
違
い
の
仕
事
で
し
た
か

ら
、
私
も
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
や
キ
ャ
リ
ア
観
の
見
直

し
、
学
び
直
し
を
迫
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
当
研
究
所

は
こ
の
会
社
の
全
額
出
資
で
設
立
さ
れ
た
組
織
で

す
。
私
も
中
高
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
当
事
者
の
一
人

と
し
て
、
豊
か
な
シ
ニ
ア
人
生
の
創
出
に
役
立
つ
調

査
・
研
究
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
、
自

ら
も
夜
間
の
大
学
院
で
老
年
学
を
学
び
な
が
ら
調

査
・
研
究
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま
す
。

―
現
在
の
高
齢
者
雇
用
の
現
状
に
つ
い
て
の
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

池
口
　
日
本
の
高
齢
者
の
労
働
力
率
は
、
欧
米
諸
国

に
比
べ
て
高
い
と
い
え
ま
す
。
２
０
１
８
年
の
65
歳

以
上
の
男
性
の
労
働
力
率
は
、
日
本
で
は
34
％
で
す

が
、
米
国
は
24
％
、
フ
ラ
ン
ス
は
４
％
で
す
※
。
各

国
の
国
民
性
や
社
会
保
障
制
度
な
ど
の
違
い
も
背
景

に
あ
る
の
で
、
単
純
に
数
字
だ
け
の
比
較
は
意
味
が

―
は
じ
め
に
、
定
年
後
研
究
所
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

池
口
　
当
研
究
所
は
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
２

月
に
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
で
、
長
く
な
る
定

年
後
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
定
年
前
の
50

代
会
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
人
生
の
充
実
に
資
す
る
調

査
・
研
究
や
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
監
修
・
開
発
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
年
２
月
に
リ

リ
ー
ス
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム「
キ
ャ
リ
ア
羅
針
盤
」

は
、
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
（
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
課

題
に
取
り
組
み
な
が
ら
自
ら
学
び
、
気
づ
き
を
得
る

学
習
）
方
式
で
、
各
人
が
マ
イ
ペ
ー
ス
で
行
え
る
完

全
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
版
で
開
発
し
ま
し
た
。
単
独
、
あ

る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
集
合
研
修
と
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
、
幅
広
い
使
い
方
が
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し

て
、
数
多
く
の
引
合
い
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
池
口
さ
ん
ご
自
身
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

池
口
　
私
は
、新
卒
で
入
社
し
た
生
命
保
険
会
社
で
、

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
多
種
の
業
務
を
経
験
し
、

な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
日
本

の
高
齢
者
の
労
働
力
率
が
、
２
０
０
０
年
前
後
か
ら

さ
ら
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
す
。
日
本
の
高
齢

者
は
、い
ま
で
は
「
定
年
＝
引
退
」
で
は
な
く
、「
元

気
な
う
ち
は
い
つ
ま
で
も
働
き
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
生
涯
現
役
時
代
」
と
い
う
表

現
も
同
時
期
に
現
れ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
も
相

ま
っ
て
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
」
が
社
会
に
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
高
齢
者
を
雇
用
す
る
企
業

の
人
事
担
当
者
や
専
門
家
か
ら
は
、「
中
高
年
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
さ
」、「
周
囲
へ
の
マ
イ
ナ

ス
影
響
」、「
社
内
需
給
面
で
の
だ
ぶ
つ
き
」
を
指
摘

す
る
声
が
鳴
り
や
ま
ず
、「
働
か
な
い
お
じ
さ
ん
」

や
「
残
念
な
シ
ニ
ア
社
員
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
書
籍

は
一
つ
の
定
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
で
雇
用
さ

れ
る
シ
ニ
ア
人
材
が
、
働
く
意
欲
は
あ
る
は
ず
な
の

に
、
持
て
る
能
力
を
フ
ル
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
の

は
、労
働
力
人
口
減
少
時
代
で
は
大
き
な
損
失
で
す
。

―
そ
の
ち
ぐ
は
ぐ
さ
の
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
。

池
口
　
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
が
、
年
金
支
給

開
始
年
齢
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
い
う
側
面
が
強
か
っ
た

た
め
に
、
企
業
側
が
あ
る
種
の
「
福
祉
的
雇
用
」
と

い
う
意
識
の
も
と
で
、
接つ

ぎ
木
の
よ
う
な
制
度
を
つ

く
っ
て
し
ま
っ
た
、と
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

健
康
寿
命
が
延
び
、
働
く
シ
ニ
ア
は
増
え
た
が

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
さ
を
指
摘
す
る
声
も

※　JILPT『データブック国際労働比較2019』
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の
よ
う
な
受
け
と
め
方
を
し
て
い
ま
す
か
。

池
口
　
全
体
と
し
て
「
様
子
見
」
の
姿
勢
か
ら
出
て

い
な
い
企
業
が
多
い
も
の
の
、
先
駆
的
事
例
と
し
て

注
目
す
べ
き
取
組
み
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
た
の
は
、

調
査
の
大
き
な
成
果
で
し
た
。
例
え
ば
、
自
社
の
中

高
年
の
強
み
で
あ
る
中
長
期
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

や
重
要
顧
客
と
の
関
係
を
活
か
し
た
役
割
を
付
与
す

る
、
再
雇
用
後
も
人
事
評
価
を
き
ち
ん
と
行
い
、
メ

リ
ハ
リ
と
納
得
感
の
あ
る
処
遇
に
結
び
つ
け
る
、
若

手
・
中
堅
・
シ
ニ
ア
を
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
シ
ナ
ジ
ー

を
追
求
す
る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
、
退
職
者
へ
の
業
務
委
託
の
導
入
を
実
験
的
に
行

う
、
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
30
・
40
代
か
ら
始
め
る
、
な

ど
の
動
き
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

―
個
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
ど
の
よ
う
な
発
見

が
あ
り
ま
し
た
か
。

池
口
　
現
在
も
活
躍
し
て
い
る
20
人
以
上
の
シ
ニ
ア

に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
み
な
さ
ん
業
種
・
職
種
も

ま
っ
た
く
異
な
る
方
々
で
し
た
が
、
あ
る
種
の
共
通

点
が
見
い
だ
せ
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
、
キ
ャ
リ
ア

心
理
学
で
い
う
「
転
機
」
を
50
代
で
迎
え
、
乗
り
越

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
転
機
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
親
の
介
護
、
役
職
定
年
、
出
向
、
早
期
退
職

勧
奨
、
自
身
の
病
気
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
何
が
転
機
に
お
け
る
悩
み
・
苦
し
み
を
乗
り
越
え

る
力
と
な
っ
た
の
か
。
そ
の
共
通
項
は
、
そ
れ
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
人
生
で
つ
ち
か
わ
れ
た
「
仕
事
を
進
め

る
力
（
基
本
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
）」、「
相

手
目
線
に
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」、「
学
び

続
け
よ
う
と
す
る
前
向
き
さ
」、
そ
し
て
「
家
族
の

理
解
や
仲
間
の
応
援
」
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
60
代
後
半
か
ら
70
代
に
か
け
て
、
新

し
い
会
社
組
織
で
活
き
活
き
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

に
も
、
共
通
項
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
積
ん
で
獲
得
し
た
変
化
へ
の
対
応
力
や
レ
ジ
リ
エ

ン
ス（
困
難
な
状
況
か
ら
の
心
の
回
復
力
）の
強
さ
、

人
と
人
と
を
つ
な
い
で
新
し
い
付
加
価
値
を
つ
く
る

共
同
チ
ー
ム
の
編
成
力
、
他
者
や
社
会
的
弱
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
援
助
志
向
、
環
境
変
化
に
合

わ
せ
て
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
続
け
る
意
思

そ
れ
が
従
来
か
ら
の
年
齢
を
軸
に
し
た
人
事
管
理
と

相
ま
っ
て
、「
役
職
定
年
（
役
割
縮
小
で
処
遇
ダ
ウ

ン
）」↓
「
60
歳
定
年（
契
約
社
員
に
な
り
給
与
一
律

ダ
ウ
ン
）」↓「
65
歳
再
雇
用
満
了
」と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
定
着
し
て
い
ま
す
。
65
歳
に
な
っ
て
転
職
活
動
や

居
場
所
探
し
を
し
て
も
う
ま
く
い
か
ず
、
55
歳
か
ら

65
歳
の
間
は
、キ
ャ
リ
ア
の
面
で
は「
停
滞
の
10
年
間
」

に
陥

お
ち
い

っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

―
池
口
さ
ん
は
大
手
企
業
と
個
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
に
対
し
て
、
大
手
企
業
は
ど

「
伸
び
し
ろ
」の
大
き
い
貴
重
な
人
的
資
源
で
あ
る

シ
ニ
ア
人
材
の
活
躍
支
援
対
策
の
検
討
を
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や
行
動
、
そ
し
て
、
若
い
人
と
の
融
合
を
意
識
し
た

目
線
や
姿
勢
の
低
さ
―
―
と
い
っ
た
特
徴
で
す
。
希

少
資
格
や
際
立
っ
た
専
門
性
は
な
く
て
も
、
十
二
分

に
会
社
や
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見

を
ふ
ま
え
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
取
組
み
に
つ
い
て

の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

池
口
　
シ
ニ
ア
人
材
は
、
こ
れ
ま
で
持
っ
て
い
る
能

力
が
フ
ル
活
用
さ
れ
に
く
か
っ
た
と
い
う
経
緯
を
ふ

ま
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の「
伸
び
し
ろ
」が
大
き
い
貴

重
な
人
的
資
源
だ
と
い
え
ま
す
。
改
正
高
齢
法
を
追

い
風
と
と
ら
え
、
そ
の
活
躍
支
援
対
策
を
検
討
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
改
正
高
齢
法

は
、
一
律
的
な
70
歳
ま
で
の
自
社
内
雇
用
だ
け
を
求

め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
理
解
が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
会

社
ま
か
せ
に
せ
ず
、
自
分
で
考
え
築
こ
う
と
す
る

「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」の
風
土
を
推
進
す
る
。
こ
れ
が
す

べ
て
の
前
提
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
人
が
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
、

キ
ャ
リ
ア
研
修
や
本
人
・
上
司
・
人
事
の
三
者
に
よ

る
面
談
を
日
常
的
に
行
う
こ
と
で
す
。

　
第
二
に
、
シ
ニ
ア
社
員
の
強
み
を
活
か
す
職
務
開

発
を
、
事
業
部
門
を
巻
き
込
ん
で
推
進
す
る
。
福
祉

的
雇
用
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
シ
ニ

ア
を
戦
力
と
位
置
づ
け
、
経
験
を
活
か
せ
る
職
務
を

社
内
・
社
外
で
開
発
す
る
取
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
第
三
に
、
人
事
制
度
や
運
営
を
、
年
齢
軸
か
ら
役

割
軸
・
能
力
軸
へ
見
直
す
。
個
々
の
能
力
・
意
欲
に

基
づ
い
た
役
割
付
与
と
、
貢
献
に
応
じ
た
処
遇
を
実

現
す
れ
ば
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
改
善
、
生
産
性
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
10
月
に
発
行
し
た
「
調
査
報
告
書
」
で
も
紹

介
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
す
で
に
着
手
さ
れ

て
い
る
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

―
他
方
、
シ
ニ
ア
個
人
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。

池
口
　
何
よ
り
も
、
自
ら
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
・
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
・

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
（
何
が
で
き
る
か
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
、
何
を
し
た
い
か
）
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
出

発
点
で
す
。
自
分
の
知
識
や
人
脈
を
言
語
化
し
（
Ｃ

Ａ
Ｎ
）、
会
社
や
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
把

握
し
（
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）、そ
の
う
え
で
自
ら
の
意
思
（
Ｗ

Ｉ
Ｌ
Ｌ
）
で
キ
ャ
リ
ア
を
選
択
す
る
自
律
的
姿
勢
を

持
つ
こ
と
で
す
。

―
キ
ャ
リ
ア
設
計
で
は
、
自
分
の
強
み
を
見
極
め

て
活
か
す
思
考
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

池
口
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
、
シ
ニ
ア
に
は
、

そ
の
多
彩
な
経
験
や
人
脈
を
背
景
に
、「
異
質
な
も

の
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
新
た
な
付
加
価
値
を
創
造
す

る
リ
エ
ゾ
ン
の
力
」
が
、
共
通
因
子
と
し
て
内
在
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。「
リ
エ
ゾ
ン
」
と

は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
つ
な
が
り
・
連
携
・
橋
渡
し
」

の
こ
と
。
当
研
究
所
で
は
「
リ
エ
ゾ
ン
シ
ニ
ア
」
と

名
づ
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
シ
ニ
ア
の
強
み
で
す
。

　
シ
ニ
ア
社
員
が
た
ど
っ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
の
軌
跡

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
や
人

脈
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
も
の
ば
か
り
で
す
。
法
や
会

社
が
定
め
た
65
歳
や
70
歳
と
い
う
年
齢
軸
の
み
で

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
個
人
も
、
自
ら

の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
活
か
し
た
「
自
分
だ
け
の
リ
エ

ゾ
ン
シ
ニ
ア
」
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
で
、
企
業
や

社
会
に
貢
献
し
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

多
彩
な
経
験
や
人
脈
を
活
か
し
て
付
加
価
値
を

創
造
す
る
「
リ
エ
ゾ
ン
シ
ニ
ア
」
に
期
待

（
聞
き
手
・
文
／
労
働
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
鍋
田
周
一　

撮
影
／
中
岡
泰
博
）

一般社団法人定年後研究所 所長／キャリアコンサルタント

池口武志さん
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株式会社 仲本工業（沖縄県沖縄市）
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個別的な定年延長の実施、
労災認定基準の改定　　　家永 勲

52 生涯現役で働きたい人のための
NPO法人活動事例【最終回】
特定非営利活動法人 日本ＮＰＯセンター

54 いまさら聞けない人事用語辞典 第18回
「休日・休暇」　吉岡利之

56 BOOKS
58 ニュース ファイル
59 日本史にみる長寿食  vol.337
サケの赤い肉が長寿を呼ぶ　永山久夫

60 次号予告・編集後記
61 目ざせ生涯現役！ 健康づくり企業に注目！
【第4回】  株式会社浅野製版所（東京都中央区）

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第53回］ 立体図問題　篠原菊紀

1 リーダーズトーク   No.78
一般社団法人定年後研究所 所長
キャリアコンサルタント　　　　池口武志さん
“オンリーワン”の強みを持つシニア人材
その強みを活かすことが組織活性化につながる

32 短期連載  マンガで見る高齢者雇用《最終回》
エルダの70歳就業企業訪問記
社会福祉法人いろどり福祉会 
ケアハウス・在宅複合施設花紬

38 江戸から東京へ   第108回
異常時には年齢を忘れる　勝と大久保
作家　童門冬二

40 高齢者の職場探訪  北から、南から　第113回 
山梨県　山梨ジャパン・パトロール警備株式会社

44 高齢社員のための安全職場づくり 〔第11回〕
 墜落・転落災害の防止 ―高齢の熟練作業者の安全確保―
高木元也



特　集

70
歳
就
業
時
代
の
最
新
事
例
が
集
結
！

令
和
３
年
度 

高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト

〜
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　
理
事
長
表
彰
受
賞
企
業
事
例
か
ら
〜

※2020年までは「高年齢者雇用開発コンテスト」

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
の
共
催
で
、

「
高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト
」※
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

高
齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
生
涯
現
役
で
活
き
活
き
働
く
た
め
に
、

人
事
制
度
の
改
定
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
に
、

創
意
工
夫
を
し
て
取
り
組
む
企
業
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
受
賞
企
業
を
紹
介
し
た
前
号
に
続
き
、

今
号
で
は
、
当
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
の
模
様
と
と
も
に
、

「
当
機
構
理
事
長
表
彰
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
六
社
の
企
業
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
は
10
月
６
日（
水
）、厚
生
労
働
省
と
の
共
催
で
、「
令

和
３
年
度
高
年
齢
者
活
躍
企
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
活
き
活

き
と
働
け
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
、
高
齢
者
の
雇

用
促
進
に
か
か
る
取
組
み
の
一
環
と
し
て
開
催
。
会
場

に
は
例
年
、
企
業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
ら
が
多
数
参

加
す
る
が
、
令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
無
観
客
で
開
催
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
っ
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第
1
部
「
令
和
３
年
度
高
年
齢

者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
と
、第
２
部「
生

涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
主

催 

当
機
構
、
後
援 

厚
生
労
働
省
）
の
２
部
構
成
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
基
調
講
演
の
ほ
か
、
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
企
業
に
よ
る
事
例
発
表
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
坂
口
卓た

か
し

厚
生
労
働
審
議
官
と
当
機
構
の

湯
浅
善
樹
理
事
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
最

優
秀
賞
の
株
式
会
社
サ
サ
キ
を
は
じ
め
、
優
秀
賞
の
株

式
会
社
ア
ー
ル
ビ
ー
サ
ポ
ー
ト
、
イ
オ
ン
九
州
株
式
会

社
、特
別
賞
の
株
式
会
社
壮
健
、前
原
製
粉
株
式
会
社
、

株
式
会
社
美
装
管
理
の
６
社
に
、
坂
口
厚
生
労
働
審
議

官
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。
次
に
、

当
機
構
理
事
長
表
彰
優
秀
賞
の
株
式
会
社
ベ
ル
ジ
ョ
イ

ス
を
は
じ
め
と
す
る
６
社
に
、
湯
浅
理
事
長
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
で
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

第
２
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
二
つ
の
基
調
講
演
を

実
施
。
は
じ
め
に
厚
生
労
働
省
の
野
﨑
伸
一
職
業
安
定

局
高
齢
者
雇
用
対
策
課
長
が
登
壇
し
、「
高
年
齢
者
の

就
業
機
会
確
保
に
向
け
て
」
と
題
し
、
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
改
正
の
ね
ら
い
と
意
義
、
創
業
支
援
等
措
置
の

導
入
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。
続
い

て
、「
高
年
齢
者
雇
用
が
企
業
を
強
く
す
る
」
と
題
し
、

法
政
大
学
経
営
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
科
の
藤
村
博
之
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が
行

わ
れ
、
藤
村
氏
は
高
齢
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
や

高
齢
期
の
働
き
方
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を

交
え
て
紹
介
し
た
。

そ
の
後
の
事
例
発
表
で
は
、
会
場
と
発
表
企
業
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
企
業
か
ら
株
式

会
社
サ
サ
キ
（
佐
々
木
啓
二
代
表
取
締
役
社
長
）、
株

式
会
社
ア
ー
ル
ビ
ー
サ
ポ
ー
ト
（
服
部
量
治
管
理
者
兼

事
業
部
長
）、
イ
オ
ン
九
州
株
式
会
社
（
工
藤
洋
子
経

営
監
査
室
長
（
前
人
事
教
育
部
長
））
の
３
社
が
自
社

の
取
組
み
の
内
容
や
制
度
な
ど
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
藤
村

氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
事
例
発
表
を
行
っ

た
３
社
が
引
き
続
き
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
場
。
70
歳

ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
工
夫

し
た
点
や
、
65
歳
以
降
も
意
欲
を
持
っ
て
第
一
線
で
働

き
続
け
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維

持
・
向
上
に
向
け
た
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
各
パ
ネ
リ

ス
ト
が
思
い
の
こ
も
っ
た
言
葉
で
語
っ
た
。

な
お
、基
調
講
演
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
、

本
誌
２
０
２
２
年
１
月
号
で
掲
載
す
る
予
定
。

「
高
年
齢
者
活
躍
企
業

 
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 を
開
催

令和3年度

挨拶に立つ当機構の湯浅善樹理事長

高
齢
者
雇
用
先
進
企
業
12
社
を
表
彰

エルダー7



本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ株
式
会
社
ベ
ル
ジ
ョ
イ
ス
は
、
１
９
２
８（
昭
和
３
）

年
に
岩
手
県
盛
岡
市
に
お
い
て
、
精
肉
店
と
し
て
一
戸

商
店
を
創
業
し
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
９
５

１
年
に
株
式
会
社
に
組
織
変
更
し
、
１
９
５
８
年
に
精

肉
店
か
ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
転
業
。
そ
の
後
商

号
を
株
式
会
社
い
ち
の
へ
、
株
式
会
社
ジ
ョ
イ
ス
へ
変

更
し
な
が
ら
事
業
を
拡
大
し
、
１
９
９
４
年
に
株
式
を

上
場
し
た（
現
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
市
場
）。現
在
は
北
海
道・

北
東
北
に
展
開
す
る
地
域
密
着
型
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
・
ア
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し

て
、
北
東
北
の
中
核
拠
点
と
な
る
一
方
、
株
式
会
社
ベ

ル
プ
ラ
ス
と
合
併
し
、
商
号
を
株
式
会
社
ベ
ル
ジ
ョ
イ

ス
と
変
更
。
基
本
理
念
に
も
掲
げ
て
い
る
「
そ
こ
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
存
在
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い

る
。

P‌

O‌

I‌

N‌

T

1�

各
店
舗
に
お
い
て
65
歳
を
超
え
る
高
齢
従
業
員
が

相
当
数
在
籍
し
て
お
り
、
店
舗
運
営
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
３
月
に

定
年
年
齢
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
た
。
原

則
は
定
年
65
歳
だ
が
、
本
人
の
意
思
に
よ
り
定
年

年
齢
を
選
択
で
き
る
選
択
定
年
制
を
導
入
し
た
。

2�

60
歳
以
降
の
高
齢
従
業
員
は
、
若
手
従
業
員
へ
の

技
術
継
承
と
教
育
係
を
担
当
。
指
導
役
と
し
て
の

役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
を
防
ぎ
、
意
欲
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

3�

高
齢
従
業
員
全
員
が
Ｉ
Ｔ
機
器
を
使
用
で
き
る
よ

う
シ
ス
テ
ム
を
簡
略
化
し
た
。
Ｉ
Ｔ
機
器
の
扱
い

が
苦
手
な
高
齢
従
業
員
に
操
作
に
慣
れ
る
ま
で
指

導
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

4�

高
齢
化
に
と
も
な
う
労
働
災
害
の
発
生
が
多
い
こ

と
か
ら
、
注
意
喚
起
を
徹
底
。
事
故
予
防
の
備
品

株
式
会
社 

ベ
ル
ジ
ョ
イ
ス
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

部
門
指
導
か
ら
Ｉ
Ｔ
機
器
に
よ
る
発
注
ま
で

高
齢
従
業
員
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長表彰

優秀賞

高年齢者活躍企業コンテスト
令和3年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

株式会社 ベルジョイス
（岩手県盛岡市）

 創業　1951（昭和26）年
 業種　スーパーマーケット

（飲食料品小売業）
 従業員数　4,628人
（ 内　 訳 ）	 60～64歳	 643人	（13.9％）
	 65～69歳	 418人	 （9.0％）
	 70歳以上	 267人	 （5.8％）

 定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員を年齢の上限なく再雇用。現在の最高
年齢者は正社員74歳、パート社員77歳
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特集 令和３年度  高年齢者活躍企業コンテスト

を
拡
充
し
、
腰
痛
予
防
の
体
操
動
画
を
配
信
す
る

な
ど
事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ株
式
会
社
ベ
ル
ジ
ョ
イ
ス
は
、
岩
手
県
を
中
心
に
宮

城
県
、
青
森
県
に
展
開
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

チ
ェ
ー
ン
。
株
式
会
社
ジ
ョ
イ
ス（
１
９
５
１
年
設
立
）

と
株
式
会
社
ベ
ル
プ
ラ
ス
（
２
０
０
７
年
設
立
）
が
、

２
０
１
６
年
３
月
に
合
併
し
、「
株
式
会
社
ベ
ル
ジ
ョ

イ
ス
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
岩
手
県
で

シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
。“
新
鮮
さ
”
と
“
安
さ
”、

そ
し
て
“
安
全
・
安
心
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
食
品
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
「
ジ
ョ
イ
ス
」、「
ベ
ル
プ
ラ
ス
」、

「
ロ
ッ
キ
ー
」、
食
品
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ビ
ッ
グ
ハ
ウ
ス
」、
会
員
制
ホ
ー

ル
セ
ー
ル
ク
ラ
ブ
「
ビ
ッ
グ
プ
ロ
」
の
５
ブ
ラ
ン
ド
を

展
開
。
岩
手
県
に
50
店
舗
、
宮
城
県
に
7
店
舗
、
青
森

県
に
１
店
舗
の
計
58
店
舗
を
運
営
し
て
い
る
。

基
本
理
念
に
あ
る
「
そ
こ
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

存
在
と
な
る
た
め
に
、
ベ
テ
ラ
ン
従
業
員
が
率
先
し
て

中
堅
か
ら
若
手
従
業
員
を
指
導
し
、
相
互
研
鑽
に
よ
り

全
員
が
魅
力
あ
る
人
材
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
日
々

の
食
生
活
の
経
済
性
向
上
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
店

づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ従
業
員
数
４
６
２
８
人（
２
０
２
１
年
８
月
末
時
点
）

の
う
ち
、
60
歳
以
上
が
１
３
２
８
人
お
り
、
全
従
業
員

の
約
３
割
を
占
め
て
い
る
。
従
業
員
の
高
齢
化
は
以
前

か
ら
進
ん
で
い
た
が
、
定
年
年
齢
の
60
歳
は
ま
だ
ま
だ

若
く
、働
く
体
力
も
気
力
も
衰
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

従
業
員
、
そ
し
て
労
働
組
合
か
ら
も
定
年
延
長
に
つ
い

て
要
望
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
各
店
舗
で
長
年
働
い
て
い
る
高
齢
従
業
員

た
ち
は
、
ス
キ
ル
が
高
く
、
店
舗
に
つ
い
て
も
熟
知
し

て
お
り
、
お
の
ず
と
新
入
社
員
や
パ
ー
ト
従
業
員
の
教

育
を
行
っ
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。
新
入
社
員
の
指
導
は

主
に
20
～
30
代
の
若
手
チ
ー
フ
が
行
っ
て
い
た
が
、
高

齢
従
業
員
の
教
え
方
は
て
い
ね
い
で
わ
か
り
や
す
く
、

新
人
の
指
導
役
と
し
て
適
任
と
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
実
態
を
受
け
、
２
０
１
９
年
３
月
に
定
年

年
齢
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
た
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
延
長
・
選
択
定
年
制
を
導
入

２
０
１
９
年
に
、
定
年
を
原
則
65
歳
と
す
る
選
択
定

年
制
を
導
入
し
た
。
本
人
の
意
思
で
満
60
歳
、満
61
歳
、

満
62
歳
、
満
63
歳
、
満
64
歳
の
五
つ
の
年
齢
か
ら
定
年

年
齢
を
選
択
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

正
社
員
は
60
歳
到
達
時
に
会
社
と
面
談
を
行
い
、
定

年
年
齢
を
選
択
す
る
。
本
人
が
希
望
す
れ
ば
役
職
を
継

続
し
、
処
遇
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
。
店
舗

所
属
の
パ
ー
ト
従
業
員
は
、
各
店
舗
の
店
長
と
の
面
談

に
よ
り
、
定
年
年
齢
を
選
択
。
原
則
、
従
来
の
条
件
の

ま
ま
と
す
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
大
半
の
従
業
員
が
65

歳
定
年
を
選
択
し
て
い
る
。
定
年
後
は
、
希
望
者
全
員

を
年
齢
の
上
限
な
く
再
雇
用
し
、毎
年
契
約
更
新
す
る
。

最
高
年
齢
者
は
、
本
社
勤
務
の
商
品
部
商
品
調
達
責
任

者
、ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
74
歳
と
な
っ
て
い
る
。

▼
退
職
金
制
度
を
65
歳
支
給
に
変
更

定
年
制
改
定
時
に
退
職
金
制
度
は
変
更
な
く
、
60
歳

で
退
職
金
を
支
給
し
て
い
た
状
況
を
見
直
し
、２
０
２
２

年
３
月
か
ら
支
給
時
期
を
延
長
し
、
65
歳
ま
で
積
み
立

て
る
運
用
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
あ
る
。
企
業
年
金

も
あ
わ
せ
て
新
規
で
導
入
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

（
２
）
高
齢
従
業
員
を
戦
力
化
す
る
た
め
の
工
夫

▼
指
導
役
と
し
て
役
割
を
課
す

エルダー9
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従
来
は
現
場
で
の
新
人
研
修
は
店
舗
の
チ
ー
フ
、
ま

た
は
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
に
よ
り
本
社
か
ら
出
向
い
て
指

導
し
て
き
た
が
、
店
舗
の
高
齢
従
業
員
が
中
心
に
な
っ

て
新
人
教
育
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
指
導
役
の
高
齢
従

業
員
は
、
会
社
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
プ
ラ
ス
し
て
自
ら
の

経
験
か
ら
得
た
ポ
イ
ン
ト
を
若
手
に
伝
授
し
て
い
る
。

高
齢
従
業
員
に
と
っ
て
後
進
の
指
導
は
や
り
が
い
と
な

り
、「
若
い
世
代
と
の
接
点
が
で
き
て
楽
し
く
仕
事
が

で
き
て
い
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い
る
。

▼
「
リ
リ
ー
バ
ー
制
度
」
の
導
入

各
店
舗
に
教
育
係
で
あ
る
高
齢
従
業
員
を
配
置
し
て

い
る
も
の
の
、
す
べ
て
の
店
舗
に
配
属
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
た
め
、
本
社
所
属
の
高
齢
従
業
員
が
「
リ

リ
ー
バ
ー
」と
し
て
近
隣
の
店
舗
に
出
向
き
、各
担
当
部

門
で
指
導
を
行
う「
リ
リ
ー
バ
ー
制
度
」を
新
設
し
た
。

水
産
、
惣
菜
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
、
食
肉
の
各
部
門
の
ベ
テ

ラ
ン
40
人
が「
リ
リ
ー
バ
ー
」と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
感

染
者
の
濃
厚
接
触
者
が
出
勤
停
止
に
な
っ
た
際
に
、
リ

リ
ー
バ
ー
が
応
援
に
入
る
な
ど
、
制
度
の
有
効
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

▼
Ｉ
Ｔ
機
器
を
扱
え
る
よ
う
徹
底
指
導

シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
で
Ｉ
Ｔ
機
器
操
作
が
必
要
に

な
っ
た
従
業
員
に
対
し
、
各
部
門
ト
レ
ー
ナ
ー
や
、
リ

リ
ー
バ
ー
が
随
時
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
機
器
操
作

を
苦
手
と
す
る
高
齢
従
業
員
に
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

時
間
を
か
け
て
、
一
緒
に
機
器
を
操
作
し
な
が
ら
、
く

り
返
し
わ
か
る
ま
で
指
導
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
高
齢

従
業
員
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３
年
前
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
在
庫
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
そ
の
場
で
発
注
を
行
う
仕
組
み
を
導
入
し
た
。
従

来
か
ら
パ
ー
ト
従
業
員
が
各
部
門
の
商
品
発
注
を
行
っ

て
い
た
が
、
新
し
い
発
注
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
際

の
、
高
齢
従
業
員
の
拒
否
反
応
は
た
い
へ
ん
な
も
の

だ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
こ
で
全
店
舗
で
説
明
会
を
開
き
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
た
う
え
で
、
一
人
ひ
と
り
に
時

間
を
か
け
て
教
え
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
。

特
に
店
舗
所
属
の
女
性
の
高
齢
従
業
員
は
、
季
節
の

天
候
の
特
徴
や
、
学
校
・
地
域
行
事
を
熟
知
し
て
い
る

た
め
、
発
注
精
度
が
高
い
。
品
切
れ
を
起
こ
さ
ず
、
発

注
ロ
ス
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
高
齢
従
業
員
が
Ｉ
Ｔ

機
器
を
操
作
し
て
発
注
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
効
率
性

と
生
産
性
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
た
。

今
後
は
、
給
与
明
細
、
年
末
調
整
な
ど
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
近
年
中
に
電
子
化
に

よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
、
経
費
削
減
に
つ
な
げ

る
予
定
で
あ
る
。

▼
年
齢
制
限
を
設
け
な
い
昇
格
制
度

昇
格
要
件
は
主
に
資
格
取
得
で
あ
り
、
一
切
年
齢
制

限
を
設
け
て
い
な
い
。
チ
ー
フ
職
の
昇
格
要
件
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
検
定
２
級
取
得
、店
長
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

職
の
昇
格
要
件
は
第
２
種
衛
生
管
理
者
取
得
と
な
っ
て

お
り
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
昇
格
を
目
ざ
せ
る
環
境
で

あ
る
。
60
歳
以
上
の
店
長
職
も
多
い
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
連
続
休
暇
制
度
の
導
入

２
０
１
９
年
か
ら
従
業
員
の
働
き
方
と
休
み
方
の
改

善
の
た
め
に
、
４
〜
９
月
の
上
期
、
10
〜
３
月
の
下
期

に
そ
れ
ぞ
れ
有
休
を
含
む
３
連
休
を
取
得
す
る
取
組
み

を
始
め
た
。
以
前
、
現
場
で
は
有
休
が
取
り
づ
ら
い
雰

囲
気
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、

格
段
に
取
得
し
や
す
い
環
境
に
な
り
、
連
休
取
得
率

１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
る
。
有
給
休
暇
取
得
に
よ
り

従
業
員
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率

化
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
従
業
員
か
ら
は
「
連
休
が

も
っ
と
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
２
０
２
１
年

か
ら
上
期
、
下
期
と
も
に
５
連
休
に
期
間
を
延
長
し

た
。
店
舗
で
働
く
全
員
が
５
連
休
を
取
得
で
き
る
よ
う

シ
フ
ト
を
調
整
し
、
シ
フ
ト
の
穴
は
リ
リ
ー
バ
ー
が
応

援
に
入
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

▼
労
働
災
害
防
止
の
取
組
み

安
全
衛
生
面
で
は
、
60
歳
超
の
高
齢
従
業
員
の
転
倒

事
故
が
多
く
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
高
齢
従

業
員
は
少
し
の
段
差
で
つ
ま
ず
き
や
す
く
、
転
倒
し
て

打
撲
や
捻
挫
を
負
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
事
故
防
止
の
た
め
に
月
１
回
の
店
長
会
議
で
危
険

箇
所
の
注
意
喚
起
の
た
め
の
掲
示
を
す
る
よ
う
求
め
る

な
ど
の
対
策
を
実
施
。
し
か
し
、
注
意
し
た
内
容
が

パ
ー
ト
従
業
員
ま
で
行
き
渡
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
裾

野
を
広
げ
て
チ
ー
フ
会
議
で
も
注
意
喚
起
す
る
よ
う
に

し
た
。

労
働
災
害
は
、
特
に
惣
菜
部
門
の
転
倒
と
切せ

っ

創そ
う

事
故

が
目
立
っ
て
い
た
。
厨
房
で
は
大
量
の
揚
げ
物
や
焼
き
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▼
連
続
休
暇
制
度
の
導
入

２
０
１
９
年
か
ら
従
業
員
の
働
き
方
と
休
み
方
の
改

善
の
た
め
に
、
４
〜
９
月
の
上
期
、
10
〜
３
月
の
下
期

に
そ
れ
ぞ
れ
有
休
を
含
む
３
連
休
を
取
得
す
る
取
組
み

を
始
め
た
。
以
前
、
現
場
で
は
有
休
が
取
り
づ
ら
い
雰

囲
気
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、

格
段
に
取
得
し
や
す
い
環
境
に
な
り
、
連
休
取
得
率

１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
る
。
有
給
休
暇
取
得
に
よ
り

従
業
員
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率

化
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
従
業
員
か
ら
は
「
連
休
が

も
っ
と
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
２
０
２
１
年

か
ら
上
期
、
下
期
と
も
に
５
連
休
に
期
間
を
延
長
し

た
。
店
舗
で
働
く
全
員
が
５
連
休
を
取
得
で
き
る
よ
う

シ
フ
ト
を
調
整
し
、
シ
フ
ト
の
穴
は
リ
リ
ー
バ
ー
が
応

援
に
入
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

▼
労
働
災
害
防
止
の
取
組
み

安
全
衛
生
面
で
は
、
60
歳
超
の
高
齢
従
業
員
の
転
倒

事
故
が
多
く
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
高
齢
従

業
員
は
少
し
の
段
差
で
つ
ま
ず
き
や
す
く
、
転
倒
し
て

打
撲
や
捻
挫
を
負
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
事
故
防
止
の
た
め
に
月
１
回
の
店
長
会
議
で
危
険

箇
所
の
注
意
喚
起
の
た
め
の
掲
示
を
す
る
よ
う
求
め
る

な
ど
の
対
策
を
実
施
。
し
か
し
、
注
意
し
た
内
容
が

パ
ー
ト
従
業
員
ま
で
行
き
渡
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
裾

野
を
広
げ
て
チ
ー
フ
会
議
で
も
注
意
喚
起
す
る
よ
う
に

し
た
。

労
働
災
害
は
、
特
に
惣
菜
部
門
の
転
倒
と
切せ

っ

創そ
う

事
故

が
目
立
っ
て
い
た
。
厨
房
で
は
大
量
の
揚
げ
物
や
焼
き

物
を
調
理
す
る
た
め
床
が
油
で
滑
り
や
す
く
転
倒
を
起

こ
し
て
い
た
の
で
、
滑
り
に
く
い
ラ
バ
ー
ソ
ー
ル
の

シ
ュ
ー
ズ
を
配
付
し
、
転
倒
防
止
策
を
と
っ
た
。
手
の

切
創
事
故
に
つ
い
て
は
、
食
品
調
理
用
の
切
創
防
止
手

袋
の
着
用
を
義
務
づ
け
、
備
品
と
し
て
欠
品
し
な
い
よ

う
に
し
て
切
創
事
故
防
止
に
努
め
た
。

そ
の
ほ
か
、
全
部
門
的
に
腰
痛
を
訴
え
る
高
齢
従
業

員
は
多
く
、腰
痛
防
止
の
体
操
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、

衛
生
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
動
画
を
配
信
す
る
取
組

み
を
始
め
た
。
所
要
時
間
6
～
７
分
の
動
画
は
、
店
舗

に
設
置
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
で
だ
れ
で
も
視
聴
で
き

る
。
さ
ら
に
、
腰
痛
ベ
ル
ト
を
試
験
的
に
導
入
し
て
お

り
、
今
後
効
果
が
見
ら
れ
れ
ば
全
店
舗
に
拡
大
す
る
予

定
だ
。

こ
う
し
た
取
組
み
の
結
果
、
２
０
２
１
年
３
〜
８
月

の
労
働
災
害
件
数
は
前
年
比
の
半
分
に
ま
で
減
少
し

た
。

（
４
）
高
齢
従
業
員
の
声

椎し
い

野の

正ま
さ

明あ
き

さ
ん
（
68
歳
）
は
、
勤
続
年
数
48
年
を
数

え
る
店
舗
管
理
の
ベ
テ
ラ
ン
。
商
品
補
充
、生
鮮
食
品
、

惣
菜
、
ベ
ー
カ
リ
ー
の
最
終
値
引
き
、
閉
店
時
の
戸
締

り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。「
長
い
実
務
経
験
を
活
か
せ

る
仕
事
な
の
で
、
無
理
を
し
な
く
て
よ
い
と
こ
ろ
が
い

い
で
す
ね
。
品
切
れ
の
な
い
整
理
さ
れ
た
売
り
場
づ
く

り
、
季
節
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
た
商
品
展
開

を
心
が
け
、
全
力
で
各
担
当
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

茶ち
ゃ

畑ば
た

東あ
ず
ま

さ
ん
（
72
歳
）
は
、
18
歳
で
入
社
し
、
54
年

間
、
同
社
で
働
い
て
い
る
。
食
肉
部
門
に
所
属
し
、
生

肉
の
商
品
化
、
売
り
場
づ
く
り
を
担
当
。
商
品
化
の
手

順
、
商
品
陳
列
の
技
術
を
若
手
従
業
員
へ
指
導
し
て
い

る
。
定
年
後
に
働
く
心
構
え
に
つ
い
て
、「
過
去
の
肩

書
き
、
実
績
、
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
な
く
て
は
後
輩
や
若

い
人
た
ち
と
は
働
け
ま
せ
ん
。
自
分
が
何
を
持
っ
て
い

る
か
よ
り
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
後
輩
た
ち
に

ど
う
伝
え
る
か
が
大
事
で
す
」
と
力
を
込
め
る
。

國こ
く

分ぶ
ん

禮れ
い

子こ

さ
ん
（
71
歳
）
は
、
18
歳
で
入
社
し
、
長

年
同
社
に
貢
献
し
て
い
る
。
惣
菜
部
門
で
主
に
弁
当
、

丼
物
づ
く
り
、
商
品
の
陳
列
を
担
当
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
で

見
た
目
が
よ
い
商
品
の
つ
く
り
方
や
、
臨
機
応
変
に
手

法
を
変
え
る
と
い
っ
た
、
長
い
経
験
か
ら
得
た
手
順
、

技
術
を
若
手
従
業
員
に
伝
授
し
て
い
る
。「
ミ
ス
な
く
、

時
間
内
に
目
標
の
個
数
を
作
成
し
、
売
れ
行
き
が
好
調

だ
と
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
歳
を
重
ね
る
と
ス
ピ
ー
ド

が
落
ち
て
い
く
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
こ
を
意
識
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
て
い
る
。

（
５
）
今
後
の
課
題

高
齢
従
業
員
は
み
な
、
若
々
し
く
活
き
活
き
と
働
い

て
い
る
が
、
将
来
的
に
加
齢
に
よ
る
体
力
の
衰
え
は
避

け
ら
れ
な
い
。
65
歳
以
降
に
つ
い
て
は
一
年
ご
と
の
契

約
更
新
の
際
、
体
力
検
査
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
の
70
歳
定
年
を
見
据
え
て
、
高
齢
従
業
員
が
長
く

活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
一
層
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整

備
し
て
い
く
。
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本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ株
式
会
社
ミ
フ
ネ
は
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
、
自

動
車
部
品
を
製
造
す
る
個
人
会
社
「
御み

船ふ
ね

鉄
工
」
と
し

て
創
業
。
１
９
８
１
年
に
法
人
会
社
と
な
り
、
１
９
９

０（
平
成
２
）年
に
株
式
会
社
ミ
フ
ネ
を
設
立
。
ト
ヨ
タ

生
産
方
式
を
取
り
入
れ
て
そ
の
後
も
飛
躍
し
、
現
在
、

豊
田
市
内
に
二
つ
の
工
場
を
構
え
る
。
自
動
車
部
品
を

中
心
に
手
が
け
、
型
設
計
・
製
作
か
ら
配
送
ま
で
自
社

で
行
う
体
制
を
整
え
、
毎
日
約
２
０
０
０
種
類
の
製
品

を
出
荷
し
て
い
る
。

高
齢
者
雇
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
障
害
者
、
外

国
人
も
積
極
的
に
雇
用
し
、
多
様
な
人
材
を
活
か
し
て

事
業
を
推
進
す
る
職
場
環
境
を
実
現
し
て
い
る
。

P‌

O‌

I‌

N‌

T

1�

２
０
１
１
年
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
体
力
が
維
持

で
き
て
働
く
意
欲
が
あ
る
人
に
は
長
く
働
い
て
も

ら
い
た
い
と
の
考
え
の
も
と
、
そ
れ
ま
で
60
歳
と

し
て
い
た
定
年
年
齢
を
70
歳
に
引
き
上
げ
た
。

2�

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
は
、
定
年
後
の
再
雇
用

の
契
約
更
新
方
法
に
つ
い
て
、
就
業
規
則
上
明
文

化
し
た
。

3�

再
雇
用
で
は
、
役
割
や
働
き
方
に
つ
い
て
本
人
と

会
社
の
双
方
の
納
得
性
を
高
め
る
た
め
、
３
カ
月

ご
と
の
契
約
更
新
時
に
社
長
と
直
接
面
談
し
、
体

調
や
通
勤
、
担
当
業
務
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
契

約
の
延
長
や
退
職
を
決
め
て
い
る
。

4�

70
歳
超
の
社
員
に
は
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
仕
事
な

ど
安
全
性
を
重
視
し
た
仕
事
を
切
り
出
し
て
、
無

理
な
く
長
く
働
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

5�

他
社
を
定
年
退
職
し
た
高
齢
者
を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
る
。
ま
た
、社
員
全
員
が
「
チ
ー
ム
ミ
フ
ネ
」

の
一
員
と
し
て
、
経
営
方
針
や
受
注
情
報
な
ど
を

共
有
し
、
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意
識
と
意
欲
を
持
つ

株
式
会
社 

ミ
フ
ネ
（
愛
知
県
豊
田
市
）

多
様
性
を
受
け
入
れ
、
人
を
大
事
に
す
る
経
営
で

だ
れ
も
が
活
き
活
き
と
長
く
働
け
る
職
場
に

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長表彰

優秀賞

高年齢者活躍企業コンテスト
令和3年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

株式会社 ミフネ
（愛知県豊田市）

 創業　1978（昭和53）年
 業種　自動車部品製造

（金属製品製造業）
 社員数　188人
（ 内　 訳 ）	 60～64歳	 3人	 （1.6％）
	 65～69歳	 2人	 （1.1％）
	 70歳以上	 7人	 （3.7％）

 定年・継続雇用制度
定年70歳。希望者全員年齢の上限なく再雇用（3カ月間の有期
契約・更新あり）。現在の最高年齢者は80歳
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こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ同
社
の
前
身
で
あ
る
御
船
鉄
工
は
、
ト
ヨ
タ
関
連
企

業
に
勤
務
し
て
い
た
梅う

め

村む
ら

敏
代
表
取
締
役
会
長
が
１
９

７
８
年
に
創
業
し
た
。
夫
婦
２
人
で
始
め
た
が
、
二
宮

尊
徳
の
「
積せ

き

小し
ょ
う

為い

大だ
い

」（「
小
さ
な
努
力
を
積
め
ば
、
い

ず
れ
大
き
な
も
の
に
な
る
」
と
い
う
意
味
）
を
理
念
に

掲
げ
、
小
さ
な
改
善
を
積
み
重
ね
る
な
か
で
技
術
力
、

生
産
力
を
高
め
て
取
引
先
の
信
頼
を
獲
得
し
、
事
業
を

拡
大
。
自
動
車
部
品
プ
レ
ス
、
溶
接
、
金
型
製
作
を
手

が
け
て
成
長
を
続
け
て
い
る
。
常
に
、
よ
り
効
率
的
な

生
産
体
制
の
整
備
に
励
み
、
２
０
１
８
年
に
は
、
株
式

会
社
ミ
フ
ネ
と
な
っ
て
か
ら
2
棟
目
と
な
る
工
場
を
建

設
し
た
。

大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
自
動
車

業
界
に
あ
っ
て
、「
良
質
廉
価
な
一
気
通
貫
の
も
の
づ

く
り
」
を
特
徴
と
し
、
多
品
種
少
量
生
産
に
対
応
す
る

技
術
力
・
生
産
力
と
、
製
造
か
ら
配
送
ま
で
一
貫
し
て

自
社
で
行
う
体
制
、
そ
し
て
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ

て
活
か
し
、年
間
約
3
０
０
０
種
類
の
製
品
を
つ
く
り
、

自
動
車
生
産
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ全
社
員
１
８
８
人
の
う
ち
、
60
歳
以
上
は
12
人
（
男

性
8
人
、
女
性
4
人
）
で
、
高
齢
社
員
の
割
合
は
６
・

４
％
。
70
歳
以
上
は
７
人
で
あ
る
。
社
員
の
平
均
年
齢

は
38
歳
。

梅
村
和
弘
代
表
取
締
役
社
長
は
２
０
１
３
年
に
二
代

目
の
社
長
に
就
任
し
た
当
時
、「
人
を
大
事
に
す
る
会

社
で
あ
り
た
い
」
と
決
意
。「
モ
ノ
づ
く
り
に
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
員

一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
思
い

を
語
る
。

そ
れ
か
ら
８
年
。
こ
の
間
に
70
歳
の
定
年
を
迎
え
た

社
員
は
２
人
だ
が
、
他
社
を
定
年
退
職
し
た
高
齢
者
も

積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
。
一
方
、
新
卒
者
の
採
用
に

も
取
り
組
み
、
社
員
の
年
齢
は
19
歳
か
ら
80
歳
ま
で
と

幅
広
い
。
新
卒
の
障
害
者
の
採
用
も
毎
年
継
続
し
て
お

り
、
現
在
７
人
の
障
害
者
が
働
い
て
い
る
。
ま
た
、
外

国
人
を
直
接
雇
用
し
て
い
る
ほ
か
、
技
能
実
習
生
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
国
籍
、
年
齢
、
障
害
の
有
無
、
性
別

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
能
力
を
活
か

す
こ
と
で
企
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
を
推
進
し
て
い
る
。

「
高
齢
者
に
と
っ
て
安
全
な
仕
事
の
仕
方
や
障
害
者

に
と
っ
て
や
り
や
す
い
方
法
は
、
ほ
か
の
人
に
と
っ
て

も
同
じ
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
員
が
一
緒
に
働
く
こ

と
で
日
々
学
び
が
あ
り
ま
す
」（
梅
村
社
長
）

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
年
齢
の
引
上
げ

２
０
１
１
年
に
、
そ
れ
ま
で
60
歳
と
し
て
い
た
定
年

年
齢
を
70
歳
に
引
き
上
げ
た
。
年
齢
に
関
係
な
く
体
力

が
維
持
で
き
、
働
く
意
欲
が
あ
る
人
に
は
長
く
働
い
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
る
一
方
で
、少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

エルダー13
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定
年
年
齢
は
い
ず
れ
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
見
据
え
て

実
施
し
た
。
当
時
、50
代
の
社
員
は
わ
ず
か
で
、社
員
に

と
っ
て
は
実
感
の
持
て
な
い
定
年
年
齢
の
引
上
げ
だ
っ

た
そ
う
だ
が
、
現
在
で
は
、「
安
定
し
た
給
与
を
も
ら

い
な
が
ら
70
歳
ま
で
働
け
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
社
員
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ま
た
、
定
年
を
70
歳
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ほ
か
の

企
業
を
定
年
退
職
し
た
人
を
採
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

大
企
業
に
勤
め
て
い
た
人
や
、
モ
ノ
づ
く
り
と
は
異
な

る
仕
事
を
し
て
い
た
人
な
ど
も
採
用
し
て
い
る
。
会
社

と
社
員
双
方
の
納
得
性
を
重
視
し
た
雇
用
契
約
を
交
わ

す
こ
と
に
よ
り
、
だ
れ
も
が
前
職
を
引
き
ず
る
こ
と
な

く
、「
チ
ー
ム
ミ
フ
ネ
」の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

▼
再
雇
用
制
度
の
明
文
化

70
歳
超
の
高
齢
社
員
を
、
一
定
条
件
の
も
と
有
期
契

約
の
嘱
託
社
員
や
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
再
雇
用
し
て
い

る
。
以
前
は
定
年
後
の
再
雇
用
に
つ
い
て
就
業
規
則
な

ど
に
明
文
化
す
る
こ
と
な
く
、
事
務
的
な
面
談
の
う

え
、
再
雇
用
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
２
０
２
０
年
に

改
め
、
定
年
後
再
雇
用
の
契
約
更
新
方
法
を
就
業
規
則

に
明
記
し
た
。
な
お
、
再
雇
用
の
上
限
年
齢
は
定
め
て

い
な
い
。

ま
た
、
役
割
や
働
き
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
と
会
社

の
双
方
の
納
得
性
を
高
め
る
た
め
、
契
約
期
間
を
３
カ

月
間
と
し
、
更
新
時
に
社
長
と
直
接
面
談
し
、
本
人
の

健
康
状
態
や
勤
務
形
態
の
希
望
、
通
勤
や
仕
事
上
の
問

題
点
を
話
し
合
い
、
双
方
が
納
得
し
て
契
約
の
延
長
や

退
職
を
決
め
て
い
る
。
契
約
期
間
を
３
カ
月
間
と
し
た

理
由
に
つ
い
て
、
梅
村
社
長
は
「
健
康
へ
の
配
慮
も
あ

り
ま
す
が
、
社
員
は
通
勤
に
車
を
使
用
し
て
お
り
、
朝

夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
と
重
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
20
～
30

分
の
運
転
を
社
員
が
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
家
族
が
心
配
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ

ん
な
こ
と
を
３
カ
月
ご
と
の
面
談
で
話
す
こ
と
に
よ

り
、
ふ
だ
ん
か
ら
話
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
」
と
話
す
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼
３
カ
月
ご
と
の
面
談

契
約
更
新
時
の
面
談
は
事
務
的
な
も
の
で
は
な
く
、

仕
事
に
対
す
る
思
い
な
ど
も
含
め
て
梅
村
社
長
が
高
齢

社
員
の
話
を
傾
聴
し
、
時
に
は
悩
み
に
寄
り
添
い
、
高

齢
社
員
の
働
く
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
る
。
希
望
す
る

勤
務
時
間
な
ど
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
る
こ
と

も
、長
く
働
き
た
い
と
い
う
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

▼
道
具
を
工
夫
し
て
仕
事
を
継
続

社
員
の
声
を
聞
き
、
道
具
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
安

全
の
確
保
、
生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
む
改
善
チ
ー
ム

を
設
置
し
て
い
る
。
高
齢
社
員
の
た
め
の
工
夫
で
は
、

例
え
ば
検
査
業
務
は
視
力
が
低
下
す
る
と
む
ず
か
し
く

な
る
が
、
一
目
で
個
数
が
確
認
で
き
、
製
品
が
見
や
す

く
な
る
箱
を
つ
く
り
、
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

▼「
チ
ー
ム
ミ
フ
ネ
」
の
一
員
と
し
て
情
報
を
共
有

高
齢
社
員
を
含
め
て
社
員
全
員
に
常
に
、
経
営
方
針

や
受
注
情
報
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
で
、
全
員
が
「
チ
ー

ム
ミ
フ
ネ
」
の
一
員
と
し
て
会
社
経
営
の
一
端
を
に
な

う
と
い
う
意
識
と
、
意
欲
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め

る
風
土
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
。

朝
礼
な
ど
に
は
全
員
が
参
加
し
、品
質
、納
期
、会
社

の
経
営
状
態
な
ど
何
も
隠
す
こ
と
な
く
伝
え
て
い
る
。

▼
良
好
な
職
場
の
雰
囲
気
を
醸
成

社
員
が
親
睦
を
図
る
機
会
を
随
時
設
け
て
お
り
、
高

齢
社
員
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、
梅
村
社
長

は
毎
朝
７
時
に
出
社
し
て
二
つ
の
工
場
を
ま
わ
り
、
全

社
員
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
時
に
は
声
を
か
け
て
体

調
な
ど
を
気
遣
い
、
話
を
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
高
齢
に
な
っ
て
も
働
け
る
仕
事
の
創
出

従
来
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
そ
れ
ま
で
と
同
じ
仕
事

を
継
続
し
て
い
た
。
し
か
し
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能

の
低
下
な
ど
か
ら
、
体
力
や
仕
事
能
力
の
低
下
が
見
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
な
る
。
そ
こ
で
、
安
全
を
考
慮
し
、

65
歳
以
降
は
メ
イ
ン
の
ラ
イ
ン
を
外
れ
て
、
主
に
改
善

チ
ー
ム
と
し
て
社
内
の
声
を
聞
き
、
道
具
の
改
善
や
仕

事
の
や
り
方
を
工
夫
す
る
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
。
70

歳
を
超
え
る
と
主
に
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
仕
事
を
に
な

い
、
例
え
ば
、
製
品
を
収
納
す
る
箱
の
整
理
や
運
搬
な

ど
オ
フ
ラ
イ
ン
の
仕
事
を
切
り
出
し
て
、
高
齢
社
員
が

安
全
に
長
く
働
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

▼
個
人
の
事
情
に
配
慮
し
た
柔
軟
な
勤
務
体
制

３
カ
月
ご
と
の
更
新
時
の
面
談
で
は
、
勤
務
日
数
や
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勤
務
時
間
短
縮
な
ど
の
希
望
が
あ
れ
ば
聞
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
に
配
慮
し
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
短
時
間
勤
務
で
早
く
帰
宅
す
る
こ
と
が
で

き
、
農
業
を
し
た
り
、
孫
を
迎
え
に
行
け
る
な
ど
、
仕

事
を
続
け
な
が
ら
自
分
に
合
っ
た
生
活
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
好
評
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
社
員
は
60
歳
を
迎
え
た
時
点
で
働
き
方
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
、
短
時
間
の
パ
ー
ト
勤
務
に
変
わ
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
勤
務
体
制
は
他
社
を
定
年
退
職

し
た
人
た
ち
か
ら
も
喜
ば
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
採
用

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
４
）
高
齢
社
員
の
声

最
高
年
齢
社
員
の
田た

井い

中な
か

政せ
い

二じ

さ
ん
（
80
歳
）
は
、

他
社
を
定
年
退
職
後
に
68
歳
で
入
社
し
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
週
5
日
、
製
品
を
出
荷
す
る
た
め
に
収
納
す
る
箱
の

整
理
・
整
と
ん
、
各
出
荷
場
所
へ
の
運
搬
な
ど
の
作
業

に
従
事
し
て
い
る
。「
会
社
の
発
展
の
た
め
に
自
分
の

力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
や
り

が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
箱
を
必
要
な
と
き
に

必
要
な
量
を
供
給
で
き
る
よ
う
、
表
示
を
明
確
に
す
る

こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
仕
事
を
す
る
こ
と
が
健

康
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
い

つ
も
Ａ
評
価
で
す
」
と
語
る
。

田
井
中
さ
ん
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
佐さ

野の

勇ゆ
う

次じ

さ

ん
（
77
歳
）
も
他
社
を
定
年
退
職
し
、
さ
ら
に
も
う
1

社
で
雇
用
上
限
年
齢
ま
で
勤
め
た
後
、
70
歳
で
入
社
し

た
。
短
時
間
勤
務
制
度
を
利
用
し
て
、
９
時
か
ら
15
時

ま
で
週
５
日
の
ペ
ー
ス
で
働
い
て
い
る
。「
仕
事
が
ス

ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
、
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
工
場
の

『
５
S
』を
心
が
け
て
い
ま
す
」と
仕
事
を
語
り
、「
体
力

の
続
く
か
ぎ
り
長
く
勤
め
た
い
」と
こ
れ
か
ら
を
語
る
。

畑は
た

中な
か

令れ
い

子こ

さ
ん
（
72
歳
）
は
、
56
歳
で
入
社
し
て
、

定
年
後
に
再
雇
用
社
員
と
な
り
、
現
在
は
９
時
か
ら
16

時
ま
で
週
５
日
、
検
査
業
務
に
就
い
て
い
る
。「
こ
の

工
場
で
製
造
さ
れ
る
製
品
が
世
界
各
地
で
使
わ
れ
て
い

る
と
考
え
る
と
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
ミ
フ
ネ
の

一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
語
り
、

「
若
い
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
仕
事
が
で
き
て
活
力
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
が
で
き
る
こ
と
が
喜
び
で
す
」

と
言
葉
を
続
け
た
。

（
５
）
今
後
の
課
題

自
動
車
産
業
は
大
き
な
変
革
期
に
あ
り
、
梅
村
社
長

は
「
迅
速
か
つ
柔
軟
に
変
化
で
き
る
企
業
体
質
を
構
築

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
員
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
な
く
、

す
べ
て
の
社
員
が
こ
こ
で
長
く
働
き
た
い
と
思
え
る
会

社
を
目
ざ
し
て
い
き
ま
す
」
と
語
る
。
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完成した製品を収納する箱を運搬する田井中政二さん

検査業務に集中する畑中令子さん

収納箱を整理する佐野勇次さん



本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ大
容
建
設
株
式
会
社
は
、
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年

の
創
業
以
来
、「
良
質
本
位
」
と
「
堅
実
経
営
」
を
企

業
理
念
に
掲
げ
、
土
木
工
事
お
よ
び
建
築
工
事
を
総
合

的
に
請
け
負
う
建
設
事
業
者
と
し
て
業
容
を
拡
大
し
て

き
た
。
公
共
事
業
を
中
心
と
し
た
社
会
基
盤
の
整
備
に

た
ず
さ
わ
る
企
業
の
責
務
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
自

己
資
本
に
よ
る
安
定
し
た
堅
実
経
営
を
実
践
し
て
い

る
。
一
方
、社
員
の
健
康
と
安
全
を
第
一
義
に
考
え
て
、

だ
れ
も
が
活
き
活
き
と
働
け
る
職
場
の
構
築
を
目
ざ
し

て
、環
境
の
整
備
や
改
善
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

P‌

O‌

I‌

N‌

T

1�

定
年
は
65
歳
に
設
定
し
て
い
る
が
、
以
降
は
年
齢

の
上
限
な
く
継
続
雇
用
す
る
。
ま
た
、
定
年
後
の

基
本
給
は
定
年
前
の
水
準
を
維
持
し
、
個
人
の
能

力
や
成
果
に
応
じ
て
加
給
す
る
。

2�

「
健
康
が
一
番
。
笑
顔
で
一
年
間
過
ご
す
」
と
い
う

方
針
の
も
と
、
高
齢
社
員
の
健
康
に
配
慮
し
た
人

員
配
置
を
実
現
す
る
た
め
の
受
注
活
動
を
推
進
し
、

業
務
負
担
の
軽
減
に
寄
与
す
る
新
規
事
業
の
設
置

計
画
を
進
め
て
い
る
。

3�

高
齢
社
員
が
長
く
働
け
る
よ
う
に
、
高
齢
社
員
の

要
望
・
現
状
を
て
い
ね
い
に
聞
く
面
談
や
相
談
の

場
を
設
け
て
い
る
。

4�

高
齢
社
員
が
若
手
社
員
の
育
成
に
注
力
で
き
る
よ

う
、
指
導
者
手
当
を
支
給
し
て
い
る
。

5�

高
齢
社
員
の
挑
戦
意
欲
と
成
長
意
欲
を
喚
起
す
る

た
め
、
資
格
取
得
の
奨
励
金
制
度
を
設
け
た
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ１
９
５
３
年
創
業
の
大
容
建
設
株
式
会
社
は
、
１
９

７
１
年
に
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
以
来
半
世

大だ
い

容よ
う

建
設 

株
式
会
社
（
大
阪
府
堺
市
）

「
安
全
」
と
「
健
康
」
を
第
一
に

高
齢
社
員
が
生
涯
現
役
で
活
躍
し
続
け
る
職
場
を
実
現

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長表彰

優秀賞

高年齢者活躍企業コンテスト
令和3年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大容建設 株式会社
（大阪府堺市）

 創業　1953（昭和28）年
 業種　土木・建築工事業

（総合工事業）
 社員数　26人
（ 内　 訳 ）	 60～64歳	 1人	 （3.8％）
	 65～69歳	 2人	 （7.7％）
	 70歳以上	 4人	（15.4％）

 定年・継続雇用制度
定年65歳。その後は年齢の上限なく継続雇用。現在の最高年
齢者は74歳
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紀
に
わ
た
り
安
定
し
た
経
営
を
継
続
し
て
き
た
。
官
庁

系
の
建
設
工
事
が
9
割
を
占
め
て
お
り
、
民
間
工
事
の

案
件
と
し
て
は
、
私
立
学
校
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
幼
稚
園

の
建
設
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

組
織
体
制
と
し
て
は
、
土
木
部
、
建
築
部
、
営
業
部
、

経
理
部
、
総
務
部
・
安
全
環
境
部
の
５
部
門
で
構
成
さ

れ
る
。
一
般
的
に
建
設
会
社
の
間
接
・
直
接
部
門
の
人

数
比
は
２
対
８
と
な
る
が
、
同
社
で
は
４
対
６
の
比
率

と
な
っ
て
い
る
。
間
接
部
門
の
比
率
が
高
い
の
は
、
グ

ル
ー
プ
企
業
が
受
注
し
た
案
件
の
事
務
業
務
を
同
社
が

に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
施
工
管
理
者

な
ど
の
技
術
者
は
元
請
の
社
員
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と

な
る
こ
と
か
ら
、
同
社
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
企
業
内
で
該

当
者
が
不
足
す
る
場
合
は
、
出
向
・
転
籍
に
よ
り
、
グ

ル
ー
プ
内
で
人
材
の
需
給
調
整
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に

柔
軟
に
人
材
を
手
当
て
で
き
る
こ
と
も
安
定
経
営
の
要

素
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ２
０
２
１
（
令
和
3
）
年
４
月
現
在
の
同
社
の
社
員

数
は
26
人
で
、
平
均
年
齢
は
50
歳
。
60
歳
以
上
は
７
人

在
籍
し
、
60
～
64
歳
が
１
人
、
65
～
69
歳
が
２
人
、
70

歳
以
上
が
４
人
と
な
っ
て
い
る
。
最
高
年
齢
者
は
74
歳

で
あ
る
。
同
社
に
か
ぎ
ら
ず
、
建
設
業
界
は
慢
性
的
な

技
術
者
不
足
の
状
況
に
あ
り
、
中
途
採
用
に
よ
っ
て
人

材
を
調
達
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
資
格
保
有

者
の
採
用
は
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

土
木
・
建
築
学
科
系
の
新
卒
採
用
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
建
設
業
界
全
体
の
人
気
が
低
い
た
め
、
採
用
に

苦
戦
し
て
い
る
。
現
在
、
20
代
の
若
手
社
員
が
３
人
在

籍
し
て
い
る
が
、
未
経
験
の
中
途
採
用
者
の
た
め
、
技

術
者
と
し
て
一
か
ら
て
い
ね
い
な
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

施
工
管
理
業
務
は
、
業
務
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、

監
督
者
と
し
て
一
人
前
に
な
る
に
は
５
～
10
年
の
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
未
経
験
者
の
早
期
育
成
も
経
営

上
の
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
仕
事
の
受
注
量
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
、

社
員
の
技
術
・
技
能
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
社

に
と
っ
て
経
験
豊
富
な
高
齢
社
員
は
不
可
欠
な
存
在

で
、
貴
重
な
経
営
資
源
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
同
社
で

は
「
安
全
」
と
「
健
康
」
を
第
一
に
、
意
欲
あ
る
高
齢

社
員
が
生
涯
現
役
で
活
躍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
会

社
を
目
ざ
し
て
い
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
・
継
続
雇
用
制
度
と
運
用
状
況

２
０
２
０
年
に
定
年
年
齢
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き

上
げ
、
65
歳
以
降
は
雇
用
上
限
年
齢
を
定
め
ず
、
１
年

ご
と
に
更
新
す
る
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
た
。
定
年

後
の
社
員
区
分
は
嘱
託
社
員
と
な
る
。
就
業
規
則
で

は
、定
年
後
の
雇
用
を
継
続
す
る
基
準
と
し
て
、「
継
続

雇
用
を
希
望
し
会
社
が
承
認
し
た
場
合
」
と
定
め
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
こ
の
基
準
に
満
た
ず
退
職
し
た
者
は

お
ら
ず
、
定
年
後
の
再
雇
用
の
契
約
更
新
を
行
わ
な

か
っ
た
者
も
い
な
い
。
同
社
は
、
社
員
の
話
を
て
い
ね

い
に
汲く

み
上
げ
、
社
員
が
求
め
る
職
場
環
境
を
つ
く
り

上
げ
る
こ
と
で
、
事
業
運
営
を
成
功
に
導
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
取
締
役
自
ら
が
社
員
の
希
望
や
相
談
を
受

け
る
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
定
年
到
達
時
お
よ
び
契
約
更
新
時
に
は
、
取

締
役
ク
ラ
ス
が
面
談
を
実
施
し
本
人
の
意
向
を
聞
く
機

会
を
設
け
て
お
り
、
長
く
働
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

会
社
の
意
向
を
伝
え
て
い
る
。
定
年
年
齢
を
引
き
上
げ

た
こ
と
で
人
手
不
足
の
状
況
を
緩
和
で
き
、
高
齢
社
員

に
と
っ
て
も
生
活
設
計
の
見
通
し
が
立
て
や
す
く
な
っ

た
と
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

▼
賃
金
制
度
改
革

嘱
託
社
員
の
基
本
給
は
定
年
到
達
時
と
同
額
と
し
た

が
、
こ
れ
は
最
低
水
準
を
保
障
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い

エルダー17
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こ
と
か
ら
、
個
々
の
労
働
契
約
で
は
、
実
際
に
個
人
の

成
績
な
ど
の
評
価
を
ふ
ま
え
て
、
基
本
給
に
加
算
し
て

い
る
。
ま
た
、
賞
与
は
定
年
前
の
社
員
と
同
様
に
支
給

し
、
算
定
方
法
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
企
業
業
績

と
人
事
評
価
結
果
に
基
づ
い
て
決
め
る
。
定
期
的
な
賞

与
は
年
2
回
支
給
す
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
追
加
し
て
支

給
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
２
）
高
齢
社
員
を
戦
力
化
す
る
た
め
の
工
夫

▼
人
事
考
課
制
度
の
導
入

当
初
、
人
事
評
価
は
個
人
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達

成
度
を
主
体
に
行
っ
て
い
た
が
、
制
度
運
用
の
煩
雑
さ

な
ど
か
ら
人
事
考
課
制
度
に
変
更
し
た
。
特
に
個
人
目

標
の
設
定
は
高
齢
社
員
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
ら
ず
、

む
し
ろ
少
々
足あ

し

枷か
せ

と
な
っ
て
い
た
が
、
人
事
考
課
制
度

へ
の
変
更
は
業
務
に
幅
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ

せ
た
。
現
場
を
持
つ
技
術
者
の
場
合
に
は
、
発
揮
能
力

と
執
務
態
度
の
二
つ
の
視
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
。
発
揮

能
力
と
は
「
工
程
意
識
」、「
原
価
意
識
」、「
品
質
／
環

境
意
識
」、「
安
全
意
識
」
の
四
つ
で
あ
り
、
執
務
態
度

と
し
て
は
主
に
上
司
と
の
意
思
疎
通
や
リ
ス
ク
テ
イ

ク
、
法
令
順
守
の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
る
。

▼
指
導
者
手
当
の
支
給

経
営
上
の
課
題
の
一
つ
に
、
若
手
社
員
の
早
期
育
成

が
あ
る
。
現
場
の
規
模
が
大
き
い
と
き
は
、
先
輩
が
い

る
現
場
に
配
置
し
て
経
験
を
積
ま
せ
る
工
夫
を
行
う
と

同
時
に
、
高
齢
社
員
か
ら
の
指
導
が
円
滑
に
進
む
よ
う

に
「
指
導
者
手
当
」
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の

指
導
者
手
当
は
、
若
手
社
員
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
た

め
の
費
用
助
成
を
目
的
と
し
て
お
り
、
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ

ム
な
ど
の
休
憩
時
に
か
か
る
費
用
に
充
て
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
た
。
日
ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

を
補
う
も
の
と
し
て
高
齢
社
員
、
若
手
社
員
双
方
か
ら

好
評
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

▼
公
的
資
格
の
取
得
助
成

所
属
部
門
で
必
要
と
な
る
公
的
資
格
の
取
得
費
用
は

会
社
が
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
新
た
に
設
け
た

助
成
制
度
と
し
て
、
所
属
部
門
の
主
幹
業
務
と
異
な
る

資
格
を
取
得
し
た
際
の
報
奨
金
制
度
が
あ
る
。
目
的

は
、挑
戦
意
欲
と
学
習
意
欲
の
喚
起
に
あ
る
。
例
え
ば
、

土
木
部
門
に
在
籍
す
る
社
員
が
必
要
な
実
務
経
験
を
積

み
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
35

万
円
の
報
奨
金
を
支
給
す
る
。
報
奨
金
の
対
象
と
な
る

資
格
は
、
現
在
11
種
類
あ
る
が
、
こ
れ
は
暫
定
的
な
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
社
員
の
申
請
を
も
と
に
増
や
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

（
３
）�
雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
受
注
時
の
相
談
体
制
の
整
備

新
規
工
事
の
入
札
へ
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人

員
配
置
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
検
討
す
る
が
、
こ
れ

は
経
営
戦
略
に
か
か
わ
る
機
密
情
報
の
た
め
、
通
常
は

社
員
に
開
示
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
案
件

に
高
齢
社
員
を
配
置
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
場
合

に
は
、
入
札
前
に
高
齢
社
員
に
情
報
を
開
示
し
、
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
齢
社
員
に
安
心
・

安
全
に
働
い
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
、
現
場
で
の
業

務
は
も
ち
ろ
ん
、
移
動
距
離
な
ど
も
高
齢
社
員
に
は
負

担
要
因
と
な
る
。
高
齢
社
員
が
現
場
で
無
理
を
し
て
健

康
を
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
事
前
の
意
見
交
換
は

不
可
欠
で
あ
る
。

▼
新
規
事
業
の
設
置

同
業
他
社
と
連
携
を
図
り
、
４
社
合
同
で
事
業
組
合

の
設
立
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
、
規
模

の
大
き
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
※
事
業
を
受
注
す
る
こ
と
に
あ
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
受
託
者
は
、
公
共
工
事
を
請
け
負
っ
て

施
設
や
設
備
の
指
定
管
理
者
と
な
る
。
指
定
管
理
業
務

は
管
理
業
務
が
主
と
な
る
た
め
、
施
工
管
理
業
務
よ
り

も
作
業
負
荷
は
軽
く
な
る
。
施
工
管
理
者
の
業
務
範
囲

は
広
い
た
め
、
当
該
業
務
の
ス
キ
ル
や
経
験
を
持
つ
高

齢
社
員
は
、
指
定
管
理
業
務
も
問
題
な
く
遂
行
で
き
る

こ
と
か
ら
、
新
規
事
業
は
健
康
で
長
く
働
け
る
「
新
職

場
」
に
な
る
こ
と
を
視
野
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
事
業

組
合
に
は
高
齢
社
員
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

▼
健
康
管
理

法
定
外
検
診
と
し
て
、
会
社
負
担
で
成
人
病
検
診
の

受
診
機
会
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
65
歳
以
上
で
希

望
す
る
社
員
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
時

に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
も
接
種
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
対
象
者
の
全
員
が
希
望
し
て
お

り
、
高
齢
社
員
に
安
心
感
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
禁

煙
に
つ
い
て
も
全
社
を
あ
げ
て
推
進
し
て
い
る
。
20
年

前
か
ら
本
社
ビ
ル
内
を
全
館
禁
煙
と
し
、
社
用
車
も
す

べ
て
禁
煙
と
し
て
い
る
。

※　�PFI……Private Finance Initiative の略。公共施設などの建設・運営・維持管理などを民間の資金や経営・技術的ノウハウを活用して行う手法
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▼
福
利
厚
生

会
社
慶
弔
見
舞
金
規
程
お
よ
び
社
友
会
会
則
を
改
定

し
、
従
前
は
嘱
託
社
員
の
慶
弔
見
舞
金
は
正
社
員
の
半

額
で
あ
っ
た
も
の
を
同
額
と
し
た
。
ま
た
、社
友
会
は
、

従
来
は
定
年
時
に
退
会
と
な
っ
て
い
た
が
、
会
則
を
改

定
し
、
定
年
後
も
継
続
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
４
）
そ
の
ほ
か
の
取
組
み

▼
社
内
交
流
会

社
内
の
交
流
を
活
性
化
し
、
風
通
し
の
よ
い
社
風
の

実
現
に
向
け
、
忘
年
会
、
納
会
な
ど
を
会
社
負
担
で
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
員
旅
行
は
数
年
ご
と
に
実
施

し
、
海
外
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

▼
社
外
交
流

地
域
と
の
関
係
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域

の
清
掃
活
動
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
。
地
域

へ
の
寄
付
活
動
も
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
社
会
貢
献

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

高
齢
社
員
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
設
置
の
要
請
が
あ
っ

た
た
め
、
転
倒
防
止
対
策
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
あ
わ
せ
て
、
今
後
一
つ
ず
つ
着
手
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

（
5
）
高
齢
社
員
の
声

土
木
部
の
岡
本
優
さ
ん
（
66
歳
）
は
、
嘱
託
社
員

と
し
て
工
事
の
現
場
代
理
人
、
監
理
技
術
者
、
主
任

技
術
者
の
い
ず
れ
か
を
務
め
、
安
全
環
境
管
理
や
工

程
管
理
、
品
質
管
理
、
原
価
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

建
築
部
の
瀬
戸
忠
利
さ
ん
（
70
歳
）
は
、
嘱
託
社

員
と
し
て
岡
本
さ
ん
と
同
じ
く
施
工
管
理
の
業
務
を

に
な
っ
て
い
る
。
土
木
工
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
務

に
対
応
が
可
能
で
、
社
員
の
安
心
と
安
全
を
大
切
に

す
る
社
風
の
な
か
で
、
豊
か
な
経
験
を
活
か
し
て
い

る
。
高
齢
社
員
が
元
気
に
働
く
姿
は
若
手
社
員
の
よ

い
手
本
と
な
っ
て
い
る
。

（
6
）
今
後
の
課
題

建
設
業
の
就
労
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特

に
中
小
建
設
事
業
者
に
お
け
る
現
場
監
督
員
の
不
足

は
深
刻
な
状
態
で
あ
る
。
個
々
の
企
業
単
位
で
解
決

す
る
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
小
建
設
事
業

者
同
士
が
連
携
・
提
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
で

は
か
ぎ
ら
れ
た
経
営
資
源
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

が
有
す
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
高
齢
社
員
が
持
つ
豊

富
な
経
験
を
互
い
に
補
完
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
単

独
の
企
業
で
は
成
し
得
な
か
っ
た
経
営
強
化
や
新
領
域

の
展
開
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
可
能
と
な

る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
事
業
組
合
の
設
立
を
進

め
て
お
り
、
事
業
環
境
の
変
化
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
た
め
の
努
力
を
続
け
て
い
く
と
い
う
。
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本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ髙
山
産
業
株
式
会
社
は
、
山
口
県
美
祢
市
に
お
い
て

１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
創
業
。
土
木
建
築
業
を
主

軸
と
し
な
が
ら
、顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
、運
送
事
業
、

車
両
整
備
業
、
高
速
道
路
の
管
理
・
運
営
、
住
宅
事
業

な
ど
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
「
建
設
総
合

サ
ー
ビ
ス
企
業
」
と
し
て
、
地
域
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
か
か
わ
る
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

同
社
の
仕
事
は
建
設
現
場
と
い
う
体
力
的
に
負
荷
の

高
い
労
働
環
境
で
も
あ
る
た
め
、
従
業
員
の
意
見
も
ふ

ま
え
た
う
え
で
職
場
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き

た
。人

手
不
足
が
深
刻
な
業
界
に
あ
っ
て
高
齢
者
雇
用
に

も
前
向
き
で
、
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
制
度
・
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
、
他
社
を
定
年
退
職
し
た
異
業
種
の

高
齢
人
材
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

P‌

O‌

I‌

N‌

T

1�

経
験
豊
富
な
人
材
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

従
業
員
が
つ
ち
か
っ
て
き
た
技
術
力
や
知
識
を
伝

承
す
る
た
め
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
10
月
、

定
年
年
齢
を
63
歳
か
ら
65
歳
に
、
継
続
雇
用
年
齢

を
希
望
者
全
員
65
歳
か
ら
70
歳
に
引
き
上
げ
た
。

70
歳
以
降
も
、
健
康
や
意
欲
な
ど
に
問
題
が
な
け

れ
ば
、
運
用
に
よ
り
１
年
ご
と
の
更
新
で
上
限
な

く
再
雇
用
し
て
い
る
。

2�

継
続
雇
用
し
た
再
雇
用
者
の
給
与
は
、
業
務
内
容

や
勤
務
時
間
数
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
。
年
齢
や

再
雇
用
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
給
与
の
減

額
は
行
わ
な
い
。

3�

定
年
年
齢
引
上
げ
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
再
雇
用
者

が
希
望
し
た
場
合
に
１
～
３
時
間
の
勤
務
時
間
短

縮
措
置
を
講
じ
る
短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入
し
た
。

4�

現
場
で
は
、
高
齢
従
業
員
と
若
手
従
業
員
が
ペ
ア
を

髙
山
産
業 

株
式
会
社
（
山
口
県
美み

祢ね

市
）

経
験
豊
富
な
人
材
の
確
保
と
技
術
力
や
知
識
の
伝
承
を
目
ざ
し

定
年
の
引
上
げ
な
ど
を
実
施

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長表彰

優秀賞

高年齢者活躍企業コンテスト
令和3年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

髙山産業 株式会社
（山口県美祢市）

 創業　1954（昭和29）年
 業種　土木・建築・高速道路メンテナンス

（総合工事業）
 従業員数　104人
（ 内　 訳 ）	 60～64歳	 21人	（20.2％）
	 65～69歳	 8人	 （7.7％）
	 70歳以上	 7人	 （6.7％）

 定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員70歳まで再雇用。その後は、運用により一
定条件のもと年齢の上限なく再雇用。現在の最高年齢者は74歳
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特集 令和３年度  高年齢者活躍企業コンテスト

組
ん
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
う
。
高
齢
従
業
員
の
張
合
い
に

も
な
り
、
若
手
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ山
口
県
西
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
美
祢
市
は
、

緑
豊
か
な
中
山
間
地
域
に
あ
り
、
日
本
最
大
級
の
カ
ル

ス
ト
台
地
「
秋あ

き

吉よ
し

台だ
い

」、
日
本
屈
指
の
大
鍾し

ょ
う

乳に
ゅ
う

洞ど
う

「
秋あ

き

芳よ
し

洞ど
う

」
を
は
じ
め
、
悠
久
の
と
き
の
流
れ
を
感
じ
る
大

自
然
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

同
地
で
１
９
５
４
年
に
創
業
し
た
髙
山
産
業
株
式
会

社
は
、
土
木
建
築
業
を
主
軸
に
事
業
を
開
始
し
、
時
代

と
と
も
に
運
送
事
業
や
車
両
整
備
業
な
ど
に
事
業
を
拡

大
し
て
き
た
。
同
社
が
目
ざ
す
の
は
、
髙
山
正ま

さ

樹き

代
表

取
締
役
社
長
曰
く
、「
建
設
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
」。「
当
社
は
、
総
合
建
設
業
と
し
て
社
会
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
68
年
に
な
り

ま
す
。
人
口
が
減
少
し
て
も
、
災
害
が
あ
れ
ば
必
ず
だ

れ
か
が
要
救
助
者
を
助
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す

し
、
建
物
を
建
て
る
こ
と
も
車
の
修
理
も
必
要
で
す
。

２
万
４
０
０
０
人
ほ
ど
の
町
で
、
身
の
回
り
に
困
り
ご

と
が
あ
れ
ば
何
で
も
対
応
で
き
る
存
在
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ１
０
４
人
の
従
業
員
の
う
ち
、
60
歳
以
上
は
36
人
。

60
～
64
歳
の
正
規
従
業
員
が
21
人
（
男
性
19
人
、
女
性

２
人
）、
定
年
を
超
え
た
65
歳
以
上
の
非
正
規
従
業
員

が
15
人
（
全
員
男
性
）
で
あ
る
。
若
者
に
敬
遠
さ
れ
が

ち
な
業
界
で
あ
る
た
め
中
高
年
齢
者
が
多
く
、
平
均
年

齢
は
53
歳
。
最
高
年
齢
者
は
現
在
74
歳
で
あ
る
。

従
業
員
の
職
種
で
多
い
の
は
現
場
監
督
。
同
社
は
建

設
業
の
な
か
で
も
元
請
け
の
立
場
で
あ
り
、
建
設
現
場

を
取
り
ま
と
め
る
役
割
を
に
な
う
。
た
だ
し
、
作
業
員

も
い
れ
ば
運
送
専
門
の
運
転
手
も
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
が
あ
る
。
基
本
的
に
入
社
後
に
職
種
を
変
更
す
る

こ
と
は
な
く
、
多
く
の
人
が
高
齢
に
な
っ
て
も
同
じ
仕

事
を
続
け
る
。
そ
の
な
か
で
体
力
面
へ
の
配
慮
を
す
る

こ
と
は
あ
る
が
、
高
齢
従
業
員
向
け
の
仕
事
は
設
け
て

い
な
い
。

高
齢
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
背
景
に
つ
い

て
、
髙
山
社
長
は
、「
昔
の
60
歳
と
い
ま
の
60
歳
と
で

は
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
違
い
ま
す
。
生
活
ス
タ
イ
ル
も
変

わ
り
、
み
な
さ
ん
、
活
き
活
き
と
生
活
さ
れ
て
い
る
。

建
設
業
界
が
人
材
不
足
、
技
術
者
不
足
と
い
う
大
き
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
な
か
、
元
気
な
方
に
は
長
く
活

躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
説
明

す
る
。
総
務
部
の
石
田
仁ひ

と

志し

主
任
も
、「
建
設
業
の
仕

事
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
に
く
く
、
経
験
が
物
を
い
う
仕

事
で
す
の
で
、
長
く
勤
め
て
い
た
だ
き
、
経
験
を
積
む

な
か
で
つ
ち
か
っ
た
能
力
・
技
術
を
次
の
世
代
に
伝
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
制
の
改
正

実
際
に
は
以
前
か
ら
65
歳
を
超
え
る
従
業
員
も
い
た

が
、
就
業
規
則
を
見
直
し
、
２
０
１
９
年
10
月
よ
り
、

定
年
年
齢
を
63
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
る
と
同
時

に
、
継
続
雇
用
年
齢
を
65
歳
か
ら
70
歳
に
引
き
上
げ

た
。
さ
ら
に
70
歳
以
降
も
、
運
用
に
よ
り
１
年
ご
と
に

更
新
し
、
年
齢
の
上
限
な
く
再
雇
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
変
更
は
、
従
業
員
の
幸
せ
と
会
社
と
し
て

の
人
材
確
保
、
技
術
・
知
識
の
伝
承
を
目
的
と
し
て
、

経
営
ト
ッ
プ
の
発
案
で
、
従
業
員
と
の
話
合
い
に
よ
り

決
定
し
た
。
も
ち
ろ
ん
従
業
員
も
、「
仕
事
が
あ
る
と

生
活
が
安
定
す
る
し
、
張
合
い
が
持
て
て
う
れ
し
い
」

と
い
う
反
応
だ
っ
た
。

▼
再
雇
用
後
の
賃
金
制
度

定
年
を
迎
え
て
再
雇
用
に
な
っ
て
も
、
賃
金
の
決
め
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方
や
水
準
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。「
仕
事
量
を
減

ら
す
な
ら
と
も
か
く
、
基
本
的
に
同
じ
仕
事
を
し
て
も

ら
う
の
が
そ
の
理
由
」（
石
田
主
任
）
と
い
う
シ
ン
プ

ル
な
考
え
方
だ
。そ
の
た
め
、仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
維
持
し
や
す
い
。

▼
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入

定
年
の
引
上
げ
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
本
人
の
希
望
に

応
じ
て
１
～
３
時
間
の
勤
務
時
間
短
縮
措
置
を
講
じ
る

短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入
し
た
。
実
際
に
は
、
み
な
、

通
常
の
従
業
員
と
同
じ
よ
う
に
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て

い
る
が
、
こ
の
制
度
が
あ
る
こ
と
で
、「
今
後
、
も
し

事
情
が
生
じ
て
も
働
き
続
け
ら
れ
る
」
と
い
う
安
心
感

が
生
ま
れ
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼
研
修
会
・
講
習
会
の
実
施

本
人
の
希
望
が
な
い
か
ぎ
り
、
基
本
的
に
定
年
後
も

同
じ
職
種
を
継
続
す
る
の
で
、
や
り
慣
れ
た
仕
事
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
も
、
新
し
い
技
術

を
吸
収
し
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
定
期
的
に
研
修
会
や
講
習
会
を
開
催
し
て

い
る
。
高
齢
従
業
員
が
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
の
に
後
ろ

向
き
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
若
手
と
一
緒
に
学

び
、
新
し
い
機
械
が
入
れ
ば
見
て
触
っ
て
使
い
方
を
覚

え
る
。
同
社
に
は
学
習
す
る
文
化
が
根
づ
い
て
い
る
。

▼
若
手
従
業
員
へ
の
技
術
伝
承

ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
や
知
識
を
若
手
に
伝
承
す
る
た

め
、
現
場
で
は
、
工
事
着
手
か
ら
完
成
ま
で
の
す
べ
て

の
期
間
に
お
い
て
、
高
齢
従
業
員
と
若
手
従
業
員
が
ペ

ア
を
組
み
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
っ
て
い
る
。ペ
ア
を
固
定
せ
ず
、

そ
の
都
度
組
合
せ
を
変
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
学

べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
は
、
若
手
の
技

術
力
向
上
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
え
る
ベ
テ
ラ

ン
の
側
に
と
っ
て
も
張
合
い
が
持
て
る
と
い
う
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
職
場
環
境
の
整
備

建
設
現
場
は
身
体
的
負
担
の
多
い
職
場
で
あ
る
た

め
、
新
し
い
機
械
も
積
極
的
に
導
入
し
、
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
体
力
的
に
負
担
の
大
き
い
草
刈
り
業
務
で
は
、

リ
モ
コ
ン
で
操
作
で
き
る
大
型
草
刈
機
を
導
入
。
足
場

の
悪
い
場
所
や
広
範
囲
で
草
刈
り
を
行
う
負
担
を
軽
減

す
る
と
と
も
に
、
作
業
効
率
や
安
全
性
を
大
幅
に
向
上

さ
せ
た
。

▼
健
康
管
理

健
康
管
理
の
面
で
も
、
高
齢
従
業
員
だ
け
の
た
め
に

特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
全
従
業
員
が
健
康

に
働
け
る
状
態
を
目
ざ
し
て
い
る
。
定
期
健
康
診
断
を

し
っ
か
り
と
実
施
す
る
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
も
全
従
業
員
に
全
額
会
社
負
担
で
行
っ
て
い
る
。

（
４
）
高
齢
従
業
員
の
声

こ
う
し
た
取
組
み
を
し
て
き
た
こ
と
で
、現
場
監
督
、

作
業
員
、
運
転
手
な
ど
、
職
種
に
か
か
わ
ら
ず
、
65
歳

を
過
ぎ
て
も
多
く
の
人
が
勤
務
を
継
続
し
て
い
る
。

運
輸
部
の
古ふ

る

永な
が

典の
り

夫お

さ
ん
は
、
現
在
73
歳
。
地
元
で

生
ま
れ
育
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
働
い
て
き
た
と
い

う
が
、
ほ
か
の
土
木
会
社
に
勤
め
て
い
た
と
き
に
同
級

生
に
誘
わ
れ
、
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
、
24
歳
の
と

き
に
同
社
に
入
社
し
た
。
来
年
で
勤
続
50
年
に
な
る
大

ベ
テ
ラ
ン
だ
。
初
め
の
二
十
数
年
は
長
距
離
輸
送
を
担

当
し
、
そ
の
後
は
10‌

ｔ
の
ダ
ン
プ
車
に
乗
務
し
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
合
材
や
土
砂
な
ど
の
運
搬
を
行
っ
て
い
る
。

古
永
さ
ん
が
現
場
に
届
け
た
合
材
に
よ
り
、
多
く
の
道

路
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

一
つ
の
会
社
で
50
年
も
勤
め
続
け
る
と
い
う
の
は
た

い
へ
ん
な
こ
と
だ
が
、
古
永
さ
ん
は
、「
辞
め
た
い
と

思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
」と
い
う
。当
時
の
定
年
制

に
よ
っ
て
63
歳
の
と
き
に
定
年
と
な
り
、
継
続
雇
用
さ

れ
て
10
年
に
な
る
が
、
い
ま
も
通
常
の
従
業
員
と
同
じ

１
日
８
時
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
続
け
て
い
る
。

働
く
意
欲
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
の
一

つ
は
、「
運
転
す
る
の
が
好
き
だ
か
ら
」。
そ
し
て
、
も

う
一
つ
が
「
こ
の
会
社
が
好
き
だ
か
ら
」。「
私
が
こ
こ
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方
や
水
準
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。「
仕
事
量
を
減

ら
す
な
ら
と
も
か
く
、
基
本
的
に
同
じ
仕
事
を
し
て
も

ら
う
の
が
そ
の
理
由
」（
石
田
主
任
）
と
い
う
シ
ン
プ

ル
な
考
え
方
だ
。そ
の
た
め
、仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
維
持
し
や
す
い
。

▼
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入

定
年
の
引
上
げ
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
本
人
の
希
望
に

応
じ
て
１
～
３
時
間
の
勤
務
時
間
短
縮
措
置
を
講
じ
る

短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入
し
た
。
実
際
に
は
、
み
な
、

通
常
の
従
業
員
と
同
じ
よ
う
に
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て

い
る
が
、
こ
の
制
度
が
あ
る
こ
と
で
、「
今
後
、
も
し

事
情
が
生
じ
て
も
働
き
続
け
ら
れ
る
」
と
い
う
安
心
感

が
生
ま
れ
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼
研
修
会
・
講
習
会
の
実
施

本
人
の
希
望
が
な
い
か
ぎ
り
、
基
本
的
に
定
年
後
も

同
じ
職
種
を
継
続
す
る
の
で
、
や
り
慣
れ
た
仕
事
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
も
、
新
し
い
技
術

を
吸
収
し
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
定
期
的
に
研
修
会
や
講
習
会
を
開
催
し
て

い
る
。
高
齢
従
業
員
が
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
の
に
後
ろ

向
き
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
若
手
と
一
緒
に
学

び
、
新
し
い
機
械
が
入
れ
ば
見
て
触
っ
て
使
い
方
を
覚

え
る
。
同
社
に
は
学
習
す
る
文
化
が
根
づ
い
て
い
る
。

▼
若
手
従
業
員
へ
の
技
術
伝
承

ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
や
知
識
を
若
手
に
伝
承
す
る
た

め
、
現
場
で
は
、
工
事
着
手
か
ら
完
成
ま
で
の
す
べ
て

の
期
間
に
お
い
て
、
高
齢
従
業
員
と
若
手
従
業
員
が
ペ

ア
を
組
み
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
っ
て
い
る
。ペ
ア
を
固
定
せ
ず
、

そ
の
都
度
組
合
せ
を
変
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
学

べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
は
、
若
手
の
技

術
力
向
上
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
え
る
ベ
テ
ラ

ン
の
側
に
と
っ
て
も
張
合
い
が
持
て
る
と
い
う
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
職
場
環
境
の
整
備

建
設
現
場
は
身
体
的
負
担
の
多
い
職
場
で
あ
る
た

め
、
新
し
い
機
械
も
積
極
的
に
導
入
し
、
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
体
力
的
に
負
担
の
大
き
い
草
刈
り
業
務
で
は
、

リ
モ
コ
ン
で
操
作
で
き
る
大
型
草
刈
機
を
導
入
。
足
場

の
悪
い
場
所
や
広
範
囲
で
草
刈
り
を
行
う
負
担
を
軽
減

す
る
と
と
も
に
、
作
業
効
率
や
安
全
性
を
大
幅
に
向
上

さ
せ
た
。

▼
健
康
管
理

健
康
管
理
の
面
で
も
、
高
齢
従
業
員
だ
け
の
た
め
に

特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
全
従
業
員
が
健
康

に
働
け
る
状
態
を
目
ざ
し
て
い
る
。
定
期
健
康
診
断
を

し
っ
か
り
と
実
施
す
る
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
も
全
従
業
員
に
全
額
会
社
負
担
で
行
っ
て
い
る
。

（
４
）
高
齢
従
業
員
の
声

こ
う
し
た
取
組
み
を
し
て
き
た
こ
と
で
、現
場
監
督
、

作
業
員
、
運
転
手
な
ど
、
職
種
に
か
か
わ
ら
ず
、
65
歳

を
過
ぎ
て
も
多
く
の
人
が
勤
務
を
継
続
し
て
い
る
。

運
輸
部
の
古ふ

る

永な
が

典の
り

夫お

さ
ん
は
、
現
在
73
歳
。
地
元
で

生
ま
れ
育
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
働
い
て
き
た
と
い

う
が
、
ほ
か
の
土
木
会
社
に
勤
め
て
い
た
と
き
に
同
級

生
に
誘
わ
れ
、
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
、
24
歳
の
と

き
に
同
社
に
入
社
し
た
。
来
年
で
勤
続
50
年
に
な
る
大

ベ
テ
ラ
ン
だ
。
初
め
の
二
十
数
年
は
長
距
離
輸
送
を
担

当
し
、
そ
の
後
は
10‌

ｔ
の
ダ
ン
プ
車
に
乗
務
し
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
合
材
や
土
砂
な
ど
の
運
搬
を
行
っ
て
い
る
。

古
永
さ
ん
が
現
場
に
届
け
た
合
材
に
よ
り
、
多
く
の
道

路
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

一
つ
の
会
社
で
50
年
も
勤
め
続
け
る
と
い
う
の
は
た

い
へ
ん
な
こ
と
だ
が
、
古
永
さ
ん
は
、「
辞
め
た
い
と

思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
」と
い
う
。当
時
の
定
年
制

に
よ
っ
て
63
歳
の
と
き
に
定
年
と
な
り
、
継
続
雇
用
さ

れ
て
10
年
に
な
る
が
、
い
ま
も
通
常
の
従
業
員
と
同
じ

１
日
８
時
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
続
け
て
い
る
。

働
く
意
欲
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
の
一

つ
は
、「
運
転
す
る
の
が
好
き
だ
か
ら
」。
そ
し
て
、
も

う
一
つ
が
「
こ
の
会
社
が
好
き
だ
か
ら
」。「
私
が
こ
こ

ま
で
働
き
続
け
ら
れ
た
の
は
、
会
長
の
人
柄
と
会
社
の

お
か
げ
で
す
。
若
い
と
き
は
会
社
に
迷
惑
を
か
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
助
け
て
く
れ
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
会
社
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
会
社
に
感
謝
で
す
」
と
古
永
さ
ん
は
語
る
。

元
気
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る
こ

と
。
長
距
離
輸
送
を
し
て
い
た
と
き
は
手
積
み
・
手
降

ろ
し
の
作
業
も
あ
っ
た
が
、
現
在
担
当
し
て
い
る
ダ
ン

プ
車
の
場
合
は
レ
バ
ー
一
つ
で
行
う
操
作
な
の
で
、
体

力
面
で
の
問
題
も
な
い
。
ダ
ン
プ
車
に
は
一
人
で
乗
る

が
、
仲
間
と
と
も
に
数
台
で
現
場
に
向
か
う
こ
と
も
多

く
、
そ
ん
な
と
き
は
無
線
で
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら

現
場
に
行
く
そ
う
で
、
従
業
員
同
士
の
仲
も
よ
い
。

新
し
く
入
っ
て
き
た
人
に
は
て
い
ね
い
に
や
り
方
を

教
え
る
が
、「
み
ん
な
、
覚
え
が
早
い
で
す
。
２
～
３

回
連
れ
て
行
け
ば
、あ
と
は
自
分
で
動
い
て
く
れ
ま
す
」

と
い
う
。
古
永
さ
ん
は
、
普
段
か
ら
若
手
に
「
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
聞

く
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
ら
」
と
伝
え

て
い
る
。
古
永
さ
ん
の
温
か
な
雰
囲
気
も
あ
り
、
新
人

が
相
談
で
き
ず
に
困
る
こ
と
は
な
い
そ
う
だ
。「
若
い

人
と
意
見
の
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
こ
は
若

い
人
に
合
わ
せ
な
い
と
い
け
な
い
面
も
あ
る
。
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
い
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く

本
人
の
や
り
た
い
よ
う
に
や
っ
て
も
ら
う
ほ
う
が
よ
い

で
す
」
と
い
う
考
え
方
で
見
守
っ
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、「
会
社
に
お
い
て
も
ら
っ
て
い

る
間
は
、
い
ま
ま
で
通
り
事
故
の
な
い
よ
う
に
と
心
が

け
て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
、
毎
朝
、
今
日
も
が
ん

ば
る
ぞ
と
気
を
引
き
締
め
て
仕
事
に
向
か
う
そ
う
だ
。

（
５
）
今
後
の
課
題

同
社
で
は
、
今
後
も
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
制
度
・

環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
。
将
来
的
に
は
、
定
年
の

廃
止
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
実
際
に
74
歳
で
元
気
に

働
い
て
い
る
従
業
員
も
い
て
、
年
齢
に
こ
だ
わ
る
必
要

は
な
い
と
い
う
考
え
だ
。
一
方
で
、髙
山
社
長
は
、「
若

い
世
代
に
も
給
与
を
反
映
さ
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
」
と
指

摘
す
る
。
同
じ
出
勤
日
数
・
労
働
時
間
で
給
料
が
下
が

る
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
悪
影
響
が
あ
る
の
で
、
そ
う

で
は
な
く
、
出
勤
日
数
を
減
ら
し
て
そ
の
分
処
遇
を
見

直
す
と
い
う
形
は
あ
り
得
る
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
貴
重
な
人
材
に
長
く
元
気
に
働
い
て
も
ら
う
方
向

で
検
討
し
て
い
く
考
え
だ
。

い
ま
も
取
り
組
ん
で
い
る
従
業
員
と
社
長
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、今
後
も
重
視
し
て
い
く
。「
３

年
前
に
私
が
社
長
に
な
っ
て
か
ら
、
雇
用
継
続
を
す
る

際
に
全
員
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い

こ
と
を
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
気
軽
に
話
を
し
て
、
意

欲
が
あ
れ
ば
引
き
続
き
働
い
て
も
ら
い
ま
す
。
み
ん
な

に
い
っ
て
い
る
の
は
、『
体
を
壊
し
て
引
退
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
後
の
余
生
も
元
気
よ
く
過
ご
し
て
ほ
し

い
』
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
髙
山
社
長
は
話
す
。

ま
た
、
同
社
は
、
他
社
を
定
年
退
職
し
た
高
齢
者
も

積
極
的
に
採
用
す
る
が
、
そ
の
面
接
で
も
、
髙
山
社
長

が
本
人
と
よ
く
話
を
し
、
ど
う
す
れ
ば
そ
の
人
が
活
躍

で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。「
そ

の
人
の
よ
い
と
こ
ろ
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
営

業
職
を
し
て
い
た
人
が
作
業
者
を
希
望
し
て
き
た
場

合
、
た
だ
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
作
業
を
し
て
も
ら
う
の

で
は
、
そ
の
人
も
面
白
く
な
い
だ
ろ
う
し
、
当
社
も
面

白
く
な
い
。
そ
の
人
が
や
っ
て
き
た
こ
と
が
活
か
せ
る

ポ
イ
ン
ト
を
探
り
ま
す
」
と
い
う
。

建
設
業
界
で
は
寡
黙
な
人
が
多
い
と
い
う
が
、「
ど

う
す
れ
ば
話
を
し
て
く
れ
る
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な
手
を

使
い
な
が
ら
従
業
員
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
相
思
相

愛
に
な
れ
ば
、
仕
事
も
う
ま
く
い
き
ま
す
」
と
い
う
髙

山
社
長
。
経
営
ト
ッ
プ
が
一
人
ひ
と
り
と
信
頼
関
係
を

築
く
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
が
、
同
社
の
高

齢
者
雇
用
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
最
大
の
理
由
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
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本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル・ク
リ
ー
ン
は
２
０
０
０（
平

成
12
）
年
に
個
人
事
業
と
し
て
創
業
し
、
２
０
０
８
年

に
法
人
化
さ
れ
た
。
社
名
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う

名
を
冠
し
た
の
は
、
地
元
の
お
客
さ
ま
に
世
界
レ
ベ
ル

の
品
質
を
届
け
た
い
と
い
う
創
業
者
の
強
い
思
い
の
表

れ
だ
。「
人
に
優
し
く
、地
球
に
優
し
く
。
す
べ
て
は『
き

れ
い
』
の
た
め
に
」
を
理
念
に
掲
げ
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
か
ら
清
掃
管
理
、
不
動
産
部
門
の
開
拓
と
着
実
に

業
容
を
拡
大
し
て
い
る
。

創
業
時
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
お
得
意
さ
ま
が
わ

ず
か
３
件
と
い
う
厳
し
い
船
出
を
支
え
た
の
は
、
65
歳

以
上
の
高
齢
パ
ー
ト
社
員
６
人
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

パ
ー
ト
社
員
１
人
、
障
害
が
あ
り
な
が
ら
働
く
２
人
の

メ
ン
バ
ー
た
ち
だ
っ
た
と
い
う
。
２
０
１
６
年
に
経
済

産
業
省
の
「
新
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業
１
０
０

選
」
に
選
ば
れ
た
が
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
同
社
の
原

点
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
通

じ
て
、
さ
ら
な
る
地
域
貢
献
を
目
ざ
し
て
い
る
。

P‌

O‌

I‌

N‌

T

1�

定
年
を
70
歳
に
引
き
上
げ
、
本
人
の
希
望
が
あ
れ

ば
年
齢
の
上
限
な
く
継
続
雇
用
を
可
能
に
し
た
。

ま
た
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
賃
金
格
差
は
な
い
。

2�

パ
ー
ト
社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
同
士
で
有
給
休
暇
の

取
得
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
促
進
し
、
有
給
休
暇

の
取
得
率
向
上
を
目
ざ
し
て
い
る
。

3�

高
齢
者
、
女
性
、
障
害
者
な
ど
の
多
様
な
人
材
を

活
用
す
る
た
め
に
、
個
別
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
し
た
。

4�

パ
ー
ト
社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
プ

ラ
ン
を
作
成
し
て
能
力
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
評

価
基
準
が
明
確
に
な
り
、
一
人
ひ
と
り
の
活
躍
の

株
式
会
社 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
リ
ー
ン
（
宮
崎
県
日
向
市
）

多
様
な
人
材
を
積
極
的
に
雇
用
し

だ
れ
も
が
活
躍
で
き
る
職
場
風
土
を
構
築

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長表彰

優秀賞

高年齢者活躍企業コンテスト
令和3年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

株式会社 グローバル・クリーン
（宮崎県日向市）

 創業　2000（平成12）年
 業種　ビルメンテナンス業

（その他の事業サービス業）
 社員数　80人
（ 内　 訳 ）	 60～64歳	 2人	 （2.5％）
	 65～69歳	 5人	 （6.3％）
	 70歳以上	 14人	（17.5％）

 定年・継続雇用制度
定年70歳。その後は就業規則等により年齢の上限なく希望者
全員を継続雇用。現在の最高年齢者は76歳

2021.11 24



特集 令和３年度  高年齢者活躍企業コンテスト

場
が
広
が
っ
た
。

5�

社
員
全
員
が
経
営
指
針
発
表
会
に
出
席
し
、
経
営
方

針
の
情
報
共
有
と
意
識
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ同
社
は
、２
０
０
０
年
に
税さ

い

田た

和か
ず

久ひ
さ

現
社
長
が
創
業
、

非
正
規
社
員
９
人
と
い
う
陣
容
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
も

と
も
と
は
税
田
社
長
の
父
が
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社

を
経
営
し
て
お
り
、
諸
事
情
に
よ
り
会
社
を
た
た
む
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
働
い
て
い
た
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
る
形
で
の
出
発
と
な
っ
た
。
創
業
し
て
2

年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
、
税
田
社
長
は
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ

ダ
へ
飛
び
、
環
境
配
慮
型
の
ウ
ル
ト
ラ
フ
ロ
ア
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
学
ん
だ
。
安
心
・
安
全
で
高
い
洗
浄
力
を
持

つ
ウ
ル
ト
ラ
フ
ロ
ア
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
の
出
会
い
は
、

同
社
の
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
ウ
ル
ト
ラ
フ
ロ
ア
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
事
業
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
２

０
０
８
年
に
念
願
の
法
人
化
を
実
現
。
現
在
は
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
ク
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ル
®
」（
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
清
掃
ノ
ウ
ハ
ウ
や
衛
生
管
理
向
上

支
援
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
商
標
登
録
）
を
日
本

全
国
へ
発
信
し
て
い
る
。

創
業
か
ら
20
年
が
経
過
し
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か

ら
始
ま
っ
た
同
社
の
事
業
は
、
清
掃
管
理
や
不
動
産
部

門
に
も
拡
大
し
て
い
る
。

苦
し
い
時
代
を
と
も
に
戦
い
抜
い
て
く
れ
た
社
員
を

幸
せ
に
し
た
い
と
い
う
創
業
者
の
思
い
か
ら
、
高
齢
社

員
や
女
性
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
も
含
め
た
す
べ
て
の

社
員
が
活
き
活
き
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ業
界
の
慢
性
的
な
人
材
不
足
の
状
況
に
対
処
す
る
た

め
、
き
め
細
や
か
な
研
修
と
個
々
の
事
情
に
応
じ
た
働

き
方
を
可
能
に
す
る
環
境
整
備
を
進
め
る
な
か
で
、
２

０
２
０
年
ま
で
に
多
様
な
人
材
確
保
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
高
齢
者
雇
用
を
進
め
つ
つ
、
65
歳
以
上
の
社
員

の
割
合
を
10
％
ま
で
下
げ
る
と
い
う
目
標
を
立
て
高
齢

者
対
策
を
推
進
。
現
在
は
24
％
に
到
達
し
て
い
る
。
冒

頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
創
業
当
時
を
支
え
て
く
れ

た
の
は
高
齢
者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
障
害
の
あ
る
社

員
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
法
人
化
し
て
業
容
が
拡

大
し
て
い
く
過
程
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り

「
働
き
づ
ら
い
人
た
ち
」
を
積
極
的
に
雇
用
し
、
多
様

な
人
材
一
人
ひ
と
り
が
業
務
に
対
応
で
き
る
個
別
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
人
材
育
成
を
図
っ
て
き
た
。
現

在
、
6
人
の
障
害
者
が
元
気
に
働
い
て
お
り
、
そ
の
な

か
の
一
人
は
入
社
８
年
目
を
迎
え
、
正
社
員
と
し
て
清

掃
現
場
で
働
き
な
が
ら
シ
フ
ト
管
理
も
こ
な
し
て
い

る
。
今
後
は
、
引
き
こ
も
り
で
働
い
て
い
な
い
若
者
た

ち
に
も
就
労
の
道
を
拓ひ

ら

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
制

２
０
１
１
年
、
個
人
事
業
主
時
代
か
ら
支
え
て
く
れ

エルダー25

会社外観

税田和久社長



た
パ
ー
ト
社
員
が
65
歳
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
定
年

制
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
当
時
は
、
定
年
60
歳
、
継
続

雇
用
の
上
限
年
齢
を
65
歳
と
し
て
い
た
が
、
業
務
に
は

ベ
テ
ラ
ン
の
能
力
・
知
識
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
定
年
年
齢
の
引
上
げ
に
着
手
。
定
年
を
70
歳
ま

で
延
長
し
、
定
年
後
は
本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
年
齢
の

上
限
な
く
継
続
雇
用
す
る
と
し
た
。

▼
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
パ
ー

ト
社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
戦
力
化
に
注
力
し
た
。
年
齢

や
勤
続
年
数
よ
り
も
具
体
的
に
何
が
で
き
る
か
を
考
慮

し
た
賃
金
テ
ー
ブ
ル
を
作
成
し
、
高
齢
で
も
戦
力
に
な

る
仕
事
を
す
れ
ば
賃
金
が
上
が
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
プ
ラ

ン
を
作
成
し
た
。
年
齢
に
関
係
な
く
新
人
教
育
や
シ
フ

ト
管
理
な
ど
の
業
務
を
行
う
こ
と
で
賃
金
が
決
ま
る
の

で
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
向
上
し

た
。

▼
個
別
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

高
齢
者
、
女
性
、
障
害
者
な
ど
多
様
な
人
材
を
積
極

的
に
活
用
す
る
な
か
で
、
働
き
づ
ら
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
業
務
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
個
別
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
業
務
の
幅
が
広
が
り
、
働

き
や
す
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
で
定
着
率
も
向
上
し
た
。

▼
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
計
画
推
進

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
向
上
の
た
め
、
各
現
場

リ
ー
ダ
ー
に
有
給
休
暇
取
得
計
画
を
立
て
さ
せ
る
こ
と

と
し
、
パ
ー
ト
社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
と
話
し
合
い
な
が

ら
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
現
場
の
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
に

年
次
有
給
休
暇
の
承
認
権
限
を
委
譲
し
た
こ
と
で
、
現

場
に
合
っ
た
無
理
の
な
い
有
給
休
暇
取
得
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
有
休
取
得
率
の
向
上
に
つ
な

が
っ
た
（
高
齢
社
員
を
含
む
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の

有
休
取
得
率
は
、
２
０
１
０
年
の
０
％
か
ら
２
０
２
０

年
に
は
27
・
６
％
へ
ア
ッ
プ
し
た
）。

▼
経
営
指
針
発
表
会
に
全
社
員
が
出
席

同
社
で
は
経
営
理
念
や
経
営
方
針
、
経
営
計
画
を
盛

り
込
ん
だ
経
営
指
針
書
を
毎
年
作
成
、
社
員
全
員
が
経

営
指
針
発
表
会
に
出
席
。
他
部
署
の
社
員
同
士
が
顔
を

合
わ
せ
て
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
社
内
全
体

の
風
通
し
も
よ
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
発
表
会
後
の

懇
親
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
格
好
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

▼
職
務
能
力
を
体
系
化

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
う
な
が
す
た
め
に
、
各
職

務
に
必
要
な
職
務
能
力
要
件
を
作
成
し
、
社
員
の
職
務

能
力
を
体
系
化
し
た
。
創
業
間
も
な
い
こ
ろ
は
個
人
の

ス
キ
ル
に
頼
る
面
が
多
く
、
現
場
の
一
部
の
パ
ー
ト
社

員
に
打
合
せ
や
シ
フ
ト
管
理
を
任
せ
て
い
た
が
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
の
評
価
基
準
が
な
く
賃
金
に
も
反
映
さ

れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
職
務
能
力
要

件
を
体
系
化
し
、
業
務
内
容
と
評
価
基
準
を
明
確
に
し

て
能
力
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
現
場
で
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
だ
高
齢
パ
ー
ト
社
員
が
人
材
育
成
に
積
極
的
に

あ
た
る
よ
う
な
相
乗
効
果
も
生
ま
れ
た
。

職
務
能
力
要
件
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
現
在
の

自
分
の
立
ち
位
置
と
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

評
価
さ
れ
る
の
か
」
が
明
確
に
な
っ
た
。
同
時
に
足
り

な
い
部
分
も
鮮
明
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
補
う

た
め
の
教
育
訓
練
計
画
を
体
系
的
に
身
に
つ
け
て
も
ら

う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
し
た
が
、
高
齢
社
員
は
年

に
数
回
の
キ
ャ
プ
テ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
違
う

現
場
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
事
例
を

学
び
合
い
、
育
成
や
緊
急
対
応
と
い
っ
た
共
通
の
悩
み

に
つ
い
て
互
い
の
職
場
で
活
か
せ
る
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
る
。

（
２
）
雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
作
業
環
境
の
改
善

①
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
の
導
入

作
業
現
場
で
急
な
欠
員
が
出
る
と
安
定
し
た
サ
ー
ビ

ス
供
給
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
代
理
で
入
れ
る
要
員

を
一
つ
の
業
務
に
最
低
で
も
２
人
を
確
保
す
る
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
を
導
入
し
た
。

②
作
業
負
荷
の
軽
減

高
齢
社
員
や
女
性
で
も
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
作

業
性
と
安
全
性
を
重
視
し
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直

し
、
で
き
る
か
ぎ
り
立
位
の
姿
勢
の
ま
ま
作
業
で
き
る

道
具
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
初
は
男

性
と
女
性
の
職
域
を
分
け
て
い
た
が
、
女
性
に
も
大
型

機
材
の
操
作
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
男
女
間
の

職
域
の
差
を
な
く
し
た
。

▼
安
全
衛
生

2021.11 26



特集 令和３年度  高年齢者活躍企業コンテスト

ら
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
現
場
の
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
に

年
次
有
給
休
暇
の
承
認
権
限
を
委
譲
し
た
こ
と
で
、
現

場
に
合
っ
た
無
理
の
な
い
有
給
休
暇
取
得
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
有
休
取
得
率
の
向
上
に
つ
な

が
っ
た
（
高
齢
社
員
を
含
む
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の

有
休
取
得
率
は
、
２
０
１
０
年
の
０
％
か
ら
２
０
２
０

年
に
は
27
・
６
％
へ
ア
ッ
プ
し
た
）。

▼
経
営
指
針
発
表
会
に
全
社
員
が
出
席

同
社
で
は
経
営
理
念
や
経
営
方
針
、
経
営
計
画
を
盛

り
込
ん
だ
経
営
指
針
書
を
毎
年
作
成
、
社
員
全
員
が
経

営
指
針
発
表
会
に
出
席
。
他
部
署
の
社
員
同
士
が
顔
を

合
わ
せ
て
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
社
内
全
体

の
風
通
し
も
よ
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
発
表
会
後
の

懇
親
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
格
好
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

▼
職
務
能
力
を
体
系
化

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
う
な
が
す
た
め
に
、
各
職

務
に
必
要
な
職
務
能
力
要
件
を
作
成
し
、
社
員
の
職
務

能
力
を
体
系
化
し
た
。
創
業
間
も
な
い
こ
ろ
は
個
人
の

ス
キ
ル
に
頼
る
面
が
多
く
、
現
場
の
一
部
の
パ
ー
ト
社

員
に
打
合
せ
や
シ
フ
ト
管
理
を
任
せ
て
い
た
が
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
の
評
価
基
準
が
な
く
賃
金
に
も
反
映
さ

れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
職
務
能
力
要

件
を
体
系
化
し
、
業
務
内
容
と
評
価
基
準
を
明
確
に
し

て
能
力
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
現
場
で
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
だ
高
齢
パ
ー
ト
社
員
が
人
材
育
成
に
積
極
的
に

あ
た
る
よ
う
な
相
乗
効
果
も
生
ま
れ
た
。

職
務
能
力
要
件
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
現
在
の

毎
月
定
例
の
安
全
衛
生
会
議
や
研
修
、
毎
週
月
曜
日

の
幹
部
会
議
で
は
、
営
業
項
目
だ
け
で
は
な
く
、
社
員

個
別
の
体
調
や
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
る
。
仕
事
時

の
負
傷
な
ど
の
対
策
と
し
て
、
通
常
の
健
康
保
険
に
加

え
、
社
員
が
少
額
を
負
担
す
る
ハ
イ
パ
ー
任
意
保
険
に

も
加
入
し
て
い
る
。
仕
事
時
以
外
で
も
病
気
入
院
や
治

療
費
の
補
助
な
ど
手
厚
い
制
度
は
社
員
か
ら
歓
迎
さ
れ

て
い
る
。

▼
心
身
の
健
康
管
理

就
業
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ー
ト
社
員
も
含
め
て

毎
年
１
回
以
上
の
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
産
業
医
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
毎
年
１
回

行
い
、
高
度
の
ス
ト
レ
ス
が
見
ら
れ
る
社
員
に
は
個
人

面
談
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
毎
月
１
～
３
人
の

社
員
に
つ
い
て
産
業
医
に
よ
る
面
談
を
随
時
行
う
と

い
っ
た
、
高
ス
ト
レ
ス
者
が
増
え
る
こ
と
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

▼
福
利
厚
生

毎
年
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
旅

行
や
歩
こ
う
会
、
玉
入
れ
、
な
わ
と
び
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
社
員
の
交
流
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り

の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

（
3
）
高
齢
社
員
の
声

久く

米め

田た

博ひ
ろ
し

さ
ん
（
67
歳
）
は
、
12
年
前
か
ら
短
時
間

ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
昨
年
７
月
か

ら
は
契
約
社
員
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
。

午
前
中
は
食
品
工
場
、
夜
は
ス
ー
パ
ー
で
フ
ロ
ア
の
清

掃
を
行
っ
て
い
る
。〝
実
直
〟
と
い
う
言
葉
が
似
合
う

久
米
田
さ
ん
は
「
求
人
案
内
を
見
て
応
募
し
、
12
年
前

か
ら
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
、
契
約
社

員
に
な
っ
た
ら
社
会
保
険
が
整
備
さ
れ
て
い
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
70
歳
を
超
え
て
働
い
て
い
る
方
が

14
人
も
い
る
こ
と
を
励
み
に
し
て
、
体
力
と
気
力
が
続

く
か
ぎ
り
働
か
せ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
長
く
勤
め
る

コ
ツ
は
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
」と
話
す
。

原
田
美
紀
さ
ん
（
62
歳
）
は
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
８

年
目
を
迎
え
た
。
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ー
パ
ー
の
日
常

清
掃
を
4
人
体
制
で
受
け
持
っ
て
い
る
。「
こ
こ
で
働

か
せ
て
も
ら
っ
て
8
年
に
な
り
ま
す
が
、
毎
日
楽
し
く

て
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
パ
ー
ト
社
員
な
の
で
シ
フ

ト
で
働
い
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
時
間
を
持
つ
こ
と
も

で
き
ま
す
し
、
何
よ
り
も
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
や
り
な
が

ら
日
々
過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ

ま
か
ら
『
こ
こ
の
ト
イ
レ
は
い
つ
も
き
れ
い
で
気
持
ち

が
よ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
』
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
明
日
も
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と

思
え
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
明
る
く

て
笑
顔
の
絶
え
な
い
原
田
さ
ん
は
、
現
場
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
て
お
り
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
活
き
活
き
働

く
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。

（
4
）
今
後
の
課
題

業
界
で
は
一
部
ロ
ボ
ッ
ト
化
が
進
ん
で
い
る
作
業
も

あ
る
が
、
高
齢
社
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
や
最
新
機
材
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
を
視
野
に
置
い
て
い
る
。
高
齢
化
や
障
害
な

ど
、
人
生
に
お
い
て
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
に

協
力
で
き
る
会
社
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
は
、
創
業

以
来
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
同
社
に
は
「
ど
ん
な
人
で

も
輝
け
る
お
掃
除
学
校
構
想
、
ウ
ル
ト
ラ
ク
リ
ー
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
」
の
設
立
と
い
う
大
き
な
夢
が
あ
る
。
就
労

訓
練
施
設
と
い
う
よ
り
は
、
地
域
の
人
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
を
目
ざ
し
て
い
る
そ
う

だ
。
こ
の
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
全

社
一
丸
と
な
っ
た
挑
戦
が
続
く
。
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本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ株
式
会
社
仲
本
工
業
は
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
、

沖
縄
県
沖
縄
市
に
創
業
。
建
築
・
土
木
・
鋼
構
造
物
を

三
本
柱
と
す
る
総
合
建
設
会
社
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
て
き
た
。
同
社
の
強
み
は
、
創
業
時
か
ら
の
鉄

構
部
門
の
土
台
が
あ
る
こ
と
。
建
築
工
事
、土
木
工
事
、

鉄
骨
工
事
を
一
つ
の
建
設
会
社
で
取
り
扱
っ
て
い
る
の

は
県
内
で
も
珍
し
い
と
い
う
。
県
内
全
域
で
多
く
の
工

事
実
績
が
あ
り
、
そ
の
技
術
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
同
社
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
創
業
55
周
年

を
迎
え
た
。

同
社
は
、
創
業
時
か
ら
従
業
員
を
家
族
と
と
ら
え
、

大
事
に
し
て
き
た
。
人
材
育
成
や
女
性
の
活
躍
推
進
に

も
積
極
的
で
、
国
や
県
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
表
彰
・

認
証
を
受
け
て
い
る
。
高
齢
従
業
員
の
活
用
に
つ
い
て

も
制
度
化
す
る
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
活
き
活

き
と
働
け
る
環
境
を
整
え
て
き
た
。

P‌

O‌

I‌

N‌

T

1�

創
業
以
来
、
従
業
員
を
大
切
に
す
る
方
針
の
も
と
、

人
材
育
成
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
女

性
の
活
躍
な
ど
を
推
進
し
て
お
り
、
高
齢
者
雇
用

に
つ
い
て
も
、
制
度
を
整
備
す
る
以
前
か
ら
、
あ

た
り
前
の
こ
と
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

2�

２
０
１
９
年
８
月
よ
り
、
定
年
後
の
継
続
雇
用
年

齢
上
限
を
65
歳
か
ら
希
望
者
全
員
70
歳
ま
で
に
引

き
上
げ
た
。
70
歳
以
降
も
、
一
定
条
件
の
も
と
で

年
齢
の
上
限
な
く
継
続
雇
用
す
る
。

3�

ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が
組
む
「
ペ
ア
就
労
」
に
よ
り

技
能
を
伝
承
。
最
近
は
、
ミ
ド
ル
層
を
加
え
た
３

人
組
と
す
る
こ
と
で
、
育
て
合
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
効
果
を
高
め
て
い
る
。

4�

全
社
を
あ
げ
て「
７
０
０
０
歩
運
動
」を
行
う
な
ど
、

健
康
増
進
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

株
式
会
社 

仲
本
工
業
（
沖
縄
県
沖
縄
市
）

『
従
業
員
は
家
族
』の
方
針
の
も
と
で
、
制
度
や
環
境
を
整
備

技
能
伝
承
や
健
康
増
進
策
も
工
夫

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長表彰

優秀賞

高年齢者活躍企業コンテスト
令和3年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

株式会社 仲本工業
（沖縄県沖縄市）

 創業　1966（昭和41）年
 業種　総合工事業
 従業員数　175人
（ 内　 訳 ）	 60～64歳	 12人	 （6.9％）
	 65～69歳	 8人	 （4.6％）
	 70歳以上	 1人	 （0.6％）

 定年・継続雇用制度
定年60歳。希望者全員70歳まで継続雇用。その後は、運用によ
り一定条件のもと、年齢の上限なく継続雇用。最高年齢者は72歳
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特集 令和３年度  高年齢者活躍企業コンテスト

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ株
式
会
社
仲
本
工
業
は
１
９
６
６
年
に
創
業
。
小
さ

な
鉄
工
所
か
ら
始
ま
り
、
建
築
・
土
木
・
鋼
構
造
物
を

三
本
柱
と
す
る
総
合
建
設
業
へ
と
成
長
し
て
き
た
。
鉄

構
部
門
を
強
み
に
自
社
工
場
で
鉄
骨
製
作
全
般
を
担
当

し
、
大
き
な
建
造
物
や
道
路
・
橋
の
骨
組
み
部
分
の
工

事
も
対
応
可
能
で
あ
る
。

工
場
設
備
や
機
械
、作
業
内
容
な
ど
の
改
善
に
よ
り
、

高
齢
者
も
無
理
な
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
場

を
築
い
て
き
た
。

創
業
時
の
経
営
理
念
（
誠
意
・
迅
速
・
確
実
）
を
継

承
し
、「
技
術
力
№
１
、
顧
客
満
足
度
№
１
、
経
営
体

質
№
１
」
を
目
標
に
掲
げ
、
地
域
社
会
・
地
域
経
済
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ従
業
員
数
は
グ
ル
ー
プ
連
結
で
２
２
８
人
。
若
者
に

敬
遠
さ
れ
が
ち
な
業
種
だ
が
、
同
社
で
は
、
毎
年
10
人

前
後
の
新
入
社
員
が
入
社
し
、
定
着
率
も
高
い
。
平
均

年
齢
は
約
40
歳
で
あ
る
。

単
体
従
業
員
１
７
５
人
に
つ
い
て
高
齢
化
の
状
況
を

見
る
と
、
60
～
64
歳
は
12
人
、
65
～
69
歳
は
８
人
、
70

歳
以
上
は
１
人
。
最
高
年
齢
者
は
現
在
72
歳
で
あ
る
。

定
年
は
60
歳
で
、
定
年
以
降
は
契
約
社
員
と
し
て
再
雇

用
さ
れ
る
。

建
設
業
の
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
３
K
（
き
つ

い
・
汚
い
・
危
険
）」
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
な

か
で
学
生
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、「
新

３
K
（
給
料
が
高
い
・
休
日
が
多
い
・
希
望
が
あ
る
）」

の
実
現
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
福

利
厚
生
の
充
実
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
機
能

拡
充
を
行
い
、
業
務
の
効
率
化
・
環
境
整
備
な
ど
を

行
っ
た
。
ま
た
、
人
材
の
育
成
を
重
視
し
て
お
り
、
沖

縄
県
の
「
人
材
育
成
認
証
制
度
」
の
認
証
を
得
て
い
る

ほ
か
、
仕
事
だ
け
で
な
く
私
生
活
に
お
い
て
も
充
実
し

た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就
業
環
境
の
整

備
に
努
め
、
沖
縄
県
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

企
業
」
に
も
認
証
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の
活
躍
推
進
に

も
積
極
的
で
、
女
性
活
躍
推
進
企
業
認
定
「
え
る
ぼ
し

認
定
」
も
取
得
ず
み
で
あ
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
後
再
雇
用
期
間
の
改
正

制
度
上
、継
続
雇
用
は
65
歳
を
上
限
と
し
て
い
た
が
、

助
成
金
も
活
用
し
、
従
業
員
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
整
備
す
る
た
め
に
、
２
０

１
９
年
８
月
よ
り
希
望
者
全
員
を
70
歳
ま
で
継
続
雇
用

す
る
こ
と
を
就
業
規
則
に
明
記
し
た
。「
こ
れ
ま
で
も

慣
例
的
に
65
歳
以
上
の
継
続
雇
用
を
行
っ
て
き
た
の

で
、
高
齢
従
業
員
は
、
特
に
変
化
を
感
じ
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
総
務
経
理
部
の
知ち

花は
な

尚な
お

子こ

課
長
代

理
は
話
す
。
も
ち
ろ
ん
、
制
度
化
す
る
こ
と
で
、
ど
の

従
業
員
に
も
ル
ー
ル
が
明
確
と
な
り
、
安
心
感
が
よ
り

高
ま
っ
た
は
ず
だ
。

継
続
雇
用
の
延
長
に
よ
り
安
定
し
た
収
入
を
得
ら
れ

る
期
間
が
長
く
な
り
、安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
。「
元

気
な
う
ち
は
働
き
た
い
」
と
い
う
意
欲
を
大
事
に
す
る

こ
と
で
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
総
務
経
理
部
の
金き

ん

城じ
ょ
う

明
美
総
務
課
長
は

「
若
手
従
業
員
に
技
術
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
高

齢
従
業
員
の
み
な
さ
ん
に
元
気
に
安
心
し
て
働
い
て
も

ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
、
期
待
を
語
る
。
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（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼
若
手
従
業
員
へ
の
技
能
継
承

自
社
の
鉄
骨
製
作
工
場
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
従
業
員
と

若
手
従
業
員
の
「
ペ
ア
就
労
」
に
よ
り
、
若
手
従
業
員

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
技
術
・
技
能
継
承
を
企
図
し
た
Ｏ

Ｊ
Ｔ
実
習
を
実
施
し
た
。
師
弟
関
係
の
よ
う
に
ペ
ア
を

組
み
、
同
じ
業
務
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
で
教
え
る
側
・

教
わ
る
側
の
意
識
を
高
め
た
。

ペ
ア
就
労
は
、
教
え
る
側
に
も
、「
若
手
従
業
員
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、親
密
に
な
れ
る
」、「
指

導
す
る
楽
し
さ
、
若
手
従
業
員
が
成
長
す
る
喜
び
を
感

じ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
す
る
」、「
技
術
を
引
き

継
ぐ
認
識
が
芽
生
え
、
新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
意
欲
的

に
な
る
」、「
自
ら
も
新
し
い
技
能
や
技
術
へ
挑
戦
し
よ

う
と
い
う
気
概
が
生
ま
れ
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
。
事
業
所
の
雰
囲
気
も
明
る
く
な

り
、
ペ
ア
就
労
を
実
施
し
て
い
な
い
従
業
員
間
で
も
技

能
や
技
術
を
伝
え
る
行
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。最

近
は
こ
の
ペ
ア
就
労
を
進
化
さ
せ
て
、
中
堅
従
業

員
を
加
え
た
３
人
組
の
グ
ル
ー
プ
編
成
と
し
、
育
て
合

い
と
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を
高
め
て
い

る
。「
中
堅
従
業
員
が
入
る
こ
と
で
、
よ
り
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ペ
ア
就
労
以
外
に
も
、
各
部
門
が
定
期
的
に
先
輩
従
業

員
に
よ
る
経
験
談
の
講
話
や
技
能
の
勉
強
会
を
行
っ
て

い
ま
す
」
と
知
花
課
長
代
理
は
話
す
。

▼
配
置
転
換
希
望
者
の
相
談
窓
口
の
設
置

配
置
転
換
を
希
望
す
る
高
齢
従
業
員
の
た
め
に
、
総

務
経
理
部
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
。
体
力
仕
事
が
多

い
の
で
、
な
か
に
は
負
担
の
少
な
い
作
業
内
容
へ
の
転

換
を
希
望
す
る
従
業
員
が
い
る
た
め
だ
。
そ
の
よ
う
な

場
合
、機
械
化
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
へ
の
配
置
転
換
や
、

高
所
作
業
か
ら
危
険
度
の
低
い
業
務
へ
の
変
更
な
ど
を

検
討
す
る
。
年
齢
を
重
ね
て
体
力
面
や
メ
ン
タ
ル
面
な

ど
不
安
が
生
じ
た
際
も
「
い
つ
で
も
相
談
に
来
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
会
社
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
安
心
感

を
与
え
る
効
果
は
大
き
い
。

▼
生
産
性
向
上
支
援
訓
練

ベ
テ
ラ
ン
従
業
員
を
対
象
に
当
機
構
の
「
生
産
性
向

上
支
援
訓
練
」
を
実
施
し
て
い
る
。
現
場
の
問
題
解
決

や
管
理
者
の
役
割
、
若
い
世
代
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
。
効
率
的
な
働
き
方
を
学

ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

図
る
こ
と
で
、
若
年
従
業
員
を
指
導
す
る
楽
し
さ
、
若

年
従
業
員
が
成
長
す
る
こ
と
へ
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
総
じ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

（
3
）
雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
週
単
位
で
の
作
業
計
画
表
作
成
、
作
業
負
担
軽
減

週
単
位
で
作
業
計
画
表
を
作
成
し
て
管
理
者
が
個
々

の
業
務
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
調
整
し
て
い
る
。

高
齢
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
加
齢
に
と
も
な
う
体
力
の

低
下
を
考
慮
し
、
安
全
か
つ
身
体
的
負
担
の
少
な
い
作

業
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、毎
朝
の
朝
礼
時
に
は
、

管
理
者
が
個
々
の
表
情
や
顔
色
、
検
温
に
よ
っ
て
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
無
理
の
な
い
業
務
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

ま
た
毎
週
水
曜
日
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
も
図
っ

て
い
る
。
特
に
高
齢
従
業
員
は
定
時
内
で
の
就
業
が
で

き
る
よ
う
に
業
務
量
を
調
整
し
、
余
暇
も
楽
し
み
な
が

ら
仕
事
が
行
え
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
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特集 令和３年度  高年齢者活躍企業コンテスト

▼
機
械
等
の
導
入
、
工
場
の
建
替
え
、
安
全
確
保
措
置

自
社
鉄
骨
製
作
工
場
内
へ
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
・
梁は

り

ロ
ボ
（
鉄
筋
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し
、

手
作
業
に
よ
る
溶
接
作
業
の
軽
減
や
、
夏
場
に
作
業
を

す
る
従
業
員
の
た
め
に
空
調
フ
ァ
ン
つ
き
作
業
服
を
配

布
す
る
な
ど
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
き
た
。

工
場
の
建
替
え
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
工
場
内
の
安

全
通
路
の
確
保
や
注
意
喚
起
の
表
示
を
す
る
な
ど
、
事

故
防
止
に
も
努
め
て
い
る
。

▼
独
自
の
「
傷
病
休
暇
」
を
導
入

同
社
は
特
別
休
暇
が
充
実
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
に

「
傷
病
休
暇
」
が
あ
る
。
通
常
の
年
次
有
給
休
暇
と
は

別
に
、
体
調
不
良
や
病
院
へ
の
通
院
の
際
な
ど
に
30
分

単
位
で
取
得
で
き
る
。

▼「
７
０
０
０
歩
運
動
」
の
実
施

健
康
増
進
を
う
な
が
す
取
組
み
と
し
て
、
役
員
と
従

業
員
全
員
に
万
歩
計
を
配
付
し
、
１
日
平
均
７
０
０
０

歩
を
目
標
に
掲
げ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
奨
励
し
て
い

る
。
毎
日
の
歩
数
を
記
録
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を

基
に
２
カ
月
に
一
度
、
月
例
全
体
会
議
で
表
彰
し
て
い

る
。
前
回
よ
り
大
幅
に
歩
数
が
伸
び
た
従
業
員
、
ラ
ン

ダ
ム
に
選
ん
だ
順
位
の
従
業
員
に
も
粗
品
を
進
呈
し
、

楽
し
ん
で
取
り
組
め
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
る
。
高
齢

従
業
員
で
も
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
人
が
い
る
そ
う
だ
。
結

果
は
社
内
掲
示
と
メ
ー
ル
送
信
に
よ
っ
て
公
表
し
て
お

り
、
従
業
員
の
健
康
意
識
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

従
業
員
の
健
康
に
は
特
に
気
を
配
っ
て
お
り
、
年
に

１
回
の
定
期
健
康
診
断
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
も
実
施
し
て
い
る
。
総
務
課
が
病
院
へ
の

予
約
を
行
う
こ
と
で
、
２
０
２
０
年
度
は
98
％
の
従
業

員
が
接
種
し
た
。
金
城
総
務
課
長
は
、「
毎
年
し
っ
か

り
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
る
従
業
員
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

健
康
施
設
と
も
提
携
し
て
い
ま
す
の
で
健
康
づ
く
り
は

こ
れ
か
ら
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
い

う
。

（
4
）
高
齢
従
業
員
の
声

鉄
構
部
積
算
課
で
働
く
大
城
盛
一
さ
ん（
68
歳
）は
、

１
９
６
９
年
に
産
業
別
学
校
を
卒
業
し
、
大
阪
の
工
業

所
で
４
年
間
勤
務
し
た
後
、
地
元
・
沖
縄
に
戻
り
、
同

社
に
入
社
し
た
。
以
来
、
勤
続
48
年
。
厳
し
い
時
代
も

あ
っ
た
が
、
ま
じ
め
に
勤
め
続
け
、
会
社
の
成
長
を
支

え
て
き
た
。
現
在
は
鉄
骨
工
事
の
積
算
業
務
を
担
当
し

て
い
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
活
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。」
と
胸
を
張
る
。

「
自
分
の
い
ま
ま
で
の
経
験
を
後
輩
た
ち
に
教
え
て

い
き
た
い
で
す
。
鉄
骨
工
事
も
そ
う
で
す
が
、
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

工

事
に
も
長
く
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
も
ど
ん
ど
ん
教
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

い
う
大
城
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
後
輩
た
ち
に
て
い
ね

い
に
教
え
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
穏
や
か
な
物
腰

と
笑
顔
で
接
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
若
手
従
業
員
も
質

問
が
し
や
す
い
。
若
い
世
代
と
も
、
同
世
代
や
先
輩
と

も
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
よ
く
話
を
す
る
そ
う
だ
。

（
5
）
今
後
の
展
望

人
材
確
保
・
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
高

齢
従
業
員
の
優
れ
た
技
術
や
豊
か
な
経
験
を
活
か
し
、

そ
れ
ら
を
若
手
・
中
堅
従
業
員
に
伝
承
す
る
こ
と
に
よ

り
、
次
世
代
の
人
材
育
成
と
企
業
の
発
展
を
目
ざ
す
。

ま
た
、
今
後
も
、
す
べ
て
の
従
業
員
が
笑
顔
で
働
く
こ

と
が
で
き
る
、
働
き
や
す
い
、
働
き
が
い
の
あ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
。
従
業
員
を
大
切
に

し
、
人
材
育
成
に
も
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
も
、
そ
し
て
高
齢
者
雇
用
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
同
社
の
方
針
は
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
。
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社会福祉法人いろどり福祉会　ケアハウス・在宅複合施設花
はな

紬
つむぎ

（三重県津市）

「生涯現役」を目標に、処遇改善と環境整備を推進！

短期連載
マンガで見る高齢者雇用 エルダの70歳就業企業訪問記 最終回

※　 本連載は、厚生労働省と当機構の共催で毎年実施している「高年齢者雇用開発コンテスト」（現・高年齢者活躍企業コンテスト）受賞
企業における取組みを、応募時点の情報に基づき、マンガとして再構成しています。そのため、登場人物がマスクをしていないなど、
現時点の状況との違いがあります
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マンガで見る
高齢者雇用 エルダの70歳就業企業訪問記
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マンガで見る
高齢者雇用 エルダの70歳就業企業訪問記
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お
わ
り

※　 Quality Control の略。企業のサービスや製品の品質向上に関する取組みのこと



エルダー37

＜企業プロフィール＞

社会福祉法人いろどり福祉会 ケアハウス・在宅複合施設花紬（三重県津市）
創業2000（平成12）年　高齢者福祉事業

　社会福祉法人いろどり福祉会では、定年66歳、希望者全員70歳まで、70歳以降は条件つきで年齢
上限のない継続雇用制度を導入しています。定年後を含む職員全体の処遇改善に努めているほか、質
の高い介護と生産性の向上を実現するため、製造業における品質管理の考え方を取り入れ、高齢職員
を含む「全社的な品質管理活動」を進めているのも特徴です。これらの取組みが評価され、令和元年
度高年齢者雇用開発コンテスト※で、厚生労働大臣表彰優秀賞を受賞しました。

内田教授に聞く 社会福祉法人いろどり福祉会 ケアハウス・在宅複合施設花紬の
ココがポイント！

最新機器の導入で負担を軽減するとともに、
高齢者だからできるていねいな仕事で職場に貢献

　今年の「敬老の日」に総務省統計局が発表したわが国の65歳以上の高齢者の最新状況によれば、
高齢者人口は3640万人と過去最多、総人口に占める割合は29.1％と過去最高、高齢者人口の割合
は世界最高です。高齢者福祉の充実がますます求められています。そして、高齢者福祉のにない
手として適役なのが高齢者です。福祉サービス利用者となる高齢者と働く高齢者は同じ時代に生
きた共通意識があり、また、高齢者は長年の人生経験の深さから利用者の相談に親身になれるか
らです。同様の事例はファミリーレストランです。最近は高齢の顧客が多くなり、接客側にも高
齢者を配置することで顧客からの評判が高まっています。現在の主要顧客が高齢者である場合、
または、これから高齢者を対象にビジネスを展開する場合、経験豊かな高齢者の起用をおおいに
考えるべきでしょう。
　いろどり福祉会では、①定年延長と希望者全員70歳までの継続雇用により安心して働ける職場
を実現し、②360度評価による処遇制度で定年後の昇給を可能にして高齢者の意欲を高め、③高
齢者の研修講師への起用やQCサークル活動参加を通して若年者に高齢者の経験を伝えるなど、
ユニークな取組みが見られます。
　いろどり福祉会の取組みのなかで特に注目したいのは機械化です。機械化によって無理な姿勢
での作業や力仕事から解放された高齢者は集中力が持続し、余裕を持って仕事ができるように
なります。マンガのなかで消毒作業が紹介されています。いまでは新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止のため手の抜けない仕事ですが、細かいところまでの消毒は機械にはできません。
注意が行き届き、ていねいな仕事をする高齢者だからこそできる仕事の一例です。

内田 賢（うちだ・まさる）
東京学芸大学教育学部教授。
「高年齢者雇用開発コンテスト」（※現・高年齢者活躍企業コンテスト）審査委員（2012年度～）のほか、
「65歳超雇用推進研究委員会」委員長（2016年度～）を務める。

《プロフィール》

マンガで見る
高齢 者雇用 エルダの70歳就業企業訪問記解 説
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戸
徳
川
家
へ
の
お
預
け

二
． 

旧
幕
臣
全
員
の
安
全
と
就
業
の
自

由

三
．  

江
戸
市
民
の
安
全
と
生
活
の
自
由

　
な
ど
の
保
証
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の

行
動
を
理
由
に
「
報
復
的
刑
罰
は
絶
対

に
行
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
た
。

　
本
来
な
ら
「
老
中
」
の
仕
事
で
、
そ

れ
に
見
合
う
年
齢
に
達
し
、
そ
れ
が
行

え
る
十
二
分
な
経
験
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
と
き
の
大
久
保
は
五
十
一
歳
、
勝

は
四
十
五
歳
だ
。
し
か
し
二
人
と
も
年

齢
な
ん
か
気
に
し
な
い
。
現
在
の
人
気

タ
レ
ン
ト
の
名
セ
リ
フ
の
よ
う
な

〝
や
っ
ち
ゃ
え
〞
精
神
に
溢
れ
て
い
た
。

　
だ
か
ら
、

　
「
も
し
も
新
政
府
軍
が
こ
れ
ら
の
条

件
を
守
ら
な
か
っ
た
ら
？
」
と
い
う
最

悪
の
場
合
の
対
応
策
も
考
え
て
い
た
。

　

人
が
異
常
な
事
態
に
遭
遇
す
る
と
、

と
ん
で
も
な
い
大
役
に
就
か
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年

四
月
の
、
勝
海
舟
と
大
久
保
一い

ち

翁お
う

（
忠た

だ

寛ひ
ろ

）
が
そ
う
だ
。
幕
府
が
消
滅
す
る
前

の
二
人
は
、
海
軍
奉
行
や
勘
定
奉
行
で

ま
だ
老ろ

う

中じ
ゅ
う

※
な
ど
の
上
役
が
い
た
。
し

か
し
こ
の
と
き
大
久
保
は
会
計
総
裁
、

勝
は
陸
軍
総
裁
の
ポ
ス
ト
（
幕
府
は
消

滅
し
て
い
る
か
ら
、
最
後
の
将
軍
徳
川

慶よ
し

喜の
ぶ

の
私
的
家
臣
と
し
て
）
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
二
人
と
も
気
骨
に
満
ち
た
骨
太

人
間
だ
か
ら
引
き
受
け
た
。
何
を
す
る

か
と
い
え
ば
、
江
戸
城
の
無
血
引
き
渡

し
で
あ
る
。
二
人
は
「
こ
れ
だ
け
は
守

る
」
と
い
う
絶
対
条
件
の
死
守
で
合
意

し
て
い
た
。
そ
の
条
件
と
は
、

一
． 

旧
主
徳
川
慶
喜
の
安
全
と
生
家
水

異
常
時
は
年
齢
を
忘
れ
さ
せ
る

※　老中…… 江戸幕府に常設された最高職。将軍に直属して政務一般をとりしきる重職

［第108回］［第108
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と
船
頭
が
訊
く
。
勝
は
、

　
「
焼
く
。
薩
摩
の
イ
モ
（
薩
摩
軍
）

の
焼
き
イ
モ
を
つ
く
る
」

　
と
答
え
た
。
船
頭
た
ち
は
大
笑
い
し

た
。
こ
う
い
う
危
機
状
況
で
、
関
係
者

に
モ
ラ
ー
ル
（
や
る
気
）
を
失
わ
せ
な

い
の
は
、
や
は
り
ユ
ー
モ
ア
だ
。
苦
労

人
の
勝
に
は
そ
れ
が
あ
っ
た
。

　
大
久
保
は
勝
の
上
司
で
あ
る
。
阿あ

部べ

正ま
さ

弘ひ
ろ

と
い
う
開
明
的
な
老
中
首
座
が
、

ペ
リ
ー
来
日
の
時
に
海か

い

防ぼ
う

掛が
か
り

（
後
の
外

務
省
）
を
つ
く
っ
た
。
身
分
に
か
ま
わ

ず
人
材
を
集
め
た
。
大
久
保
は
集
め
ら

れ
た
一
人
だ
っ
た
。
阿
部
は
集
め
た
人

材
に
、

　
「
今
度
は
お
ま
え
た
ち
が
人
材
を
探

し
て
こ
い
」

　

と
命
じ
た
。
大
久
保
は
探
し
回
っ

た
。
赤
坂
（
東
京
都
港
区
）
で
オ
ラ
ン

ダ
学
の
塾
を
開
い
て
い
る
無
役
の
旗
本

が
い
た
。
名
は
勝か

つ

麟り
ん

太た

郎ろ
う

。
若
い
の
に

海
舟
と
号
し
て
い
た
。

　
「
日
本
の
海
軍
は
各
藩
（
大
名
家
）

が
バ
ラ
バ
ラ
に
持
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と

つ
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
日
本
の
国
は
守

れ
ま
せ
ん
」

　
と
い
う
。
大
久
保
は
感
心
し
た
。

　
家
を
見
回
す
と
、
天
井
が
な
い
。
畳

も
生
活
す
る
場
だ
け
。
そ
う
い
え
ば
門

も
な
か
っ
た
。

　
「
門
や
天
井
は
？
」

　
と
訊
く
と
、

　
「
燃
や
し
ま
し
た
」

　
と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　
「
燃
や
し
た
？
」

　
ビ
ッ
ク
リ
し
て
訊
き
返
す
と
、

　
「
は
い
。
貧
し
い
も
の
で
す
か
ら
、

冬
の
燃
料
に
し
ま
し
た
」

　
大
久
保
は
高
く
笑
い
出
し
た
。
大
久

保
は
こ
う
い
う
人
間
が
大
好
き
だ
。
ど

ん
な
窮
境
に
い
て
も
決
し
て
落
ち
込
ま

な
い
。
平
然
と
し
て
い
る
。

　
（
よ
し
、
こ
い
つ
を
阿
部
様
に
推
薦

し
よ
う
）

　
大
久
保
は
そ
う
す
る
。
勝
海
舟
の
立

身
は
大
久
保
の
お
か
げ
だ
。
二
人
の
共

通
点
は
、

　
「
危
機
に
面
し
た
と
き
は
年と

齢し

を
忘

れ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　
大
久
保
は
、

　
「
江
戸
城
を
焼
く
」

　
と
い
い
、

　
「
し
か
し
こ
う
い
う
文
書
は
残
し
て

お
く
」

　
と
部
下
に
徳
川
政
治
の
民
政
と
農
政

に
関
す
る
記
録
を
整
理
さ
せ
た
。
こ
れ

ら
は
開
城
の
と
き
に
民
政
は
江
藤
新
平

（
佐
賀
藩
）、
農
政
は
西
郷
隆
盛
（
薩
摩

藩
）
が
す
す
ん
で
引
き
取
っ
て
い
く
。

　
勝
は
、

　
「
オ
レ
は
江
戸
の
町
を
焼
く
」

　

と
い
っ
て
毎
日
そ
の
準
備
を
し
た
。

話
を
持
ち
か
け
た
の
は
慶
喜
が
可
愛

が
っ
て
い
た
浅
草
寺
の
新
門
の
番
人
辰

五
郎
と
そ
の
子
分
、
こ
れ
に
は
、

　
「
オ
レ
も
や
り
て
え
」

　

と
い
っ
て
駿
河
の
清
水
（
静
岡
県
）

か
ら
、次
郎
長
一
家
が
上
京
し
て
き
た
。

ほ
か
に
は
町
の
ヤ
ク
ザ
や
火
消
し
も
動

員
し
た
。
火
消
し
は
、

　
「
火
を
消
す
あ
っ
し
た
ち
（
わ
れ
わ

二
人
の
分
担
努
力

れ
）が
、
火
を
つ
け
る
ン
で
す
か
い
？
」

　
と
苦
笑
し
た
。

　
第
二
次
大
戦
な
ら
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
、

　
「
パ
リ
は
燃
え
て
い
る
か
？
」

　

と
部
下
司
令
官
に
訊
い
た
よ
う
に
、

東
征
軍
総
指
揮
官
が
参
謀
総
長
の
西
郷

隆
盛
に
、

　
「
江
戸
は
燃
え
て
い
る
か
？
」

　
と
訊
く
と
こ
ろ
だ
。

　

が
、
江
戸
は
燃
え
な
か
っ
た
。
勝
と

西
郷
の
会
談
（
根
回
し
は
幕
臣
山
岡
鉄

太
郎
が
行
っ
た
）
に
よ
っ
て
、
大
久
保

と
勝
の
提
示
し
た
条
件
が
守
ら
れ
た
か

ら
だ
。

　

西
郷
は
二
人
の
人
命
尊
重
の
精
神

と
、
そ
の
実
現
に
打
ち
込
む
死
に
物
狂

い
の
誠
意
に
胸
を
う
た
れ
た
。
江
戸
百

万
人
の
市
民
は
こ
う
し
て
救
わ
れ
た
。

実
を
い
え
ば
、
勝
は
隅
田
川
畔
を
中
心

に
、

　
「
江
戸
市
民
を
無
事
に
房
総
（
千
葉

県
）
へ
避
難
さ
せ
て
く
れ
」

　
と
、
お
び
た
だ
し
い
船
を
船
頭
に
渡

り
を
つ
け
て
い
た
。

　
「
江
戸
の
町
は
ど
う
す
る
ン
で
す
？
」
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構
の
65
歳
超
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第113回
山梨県

65歳以上７割超、後期高齢者が活躍
警備業界の処遇改善策にも取り組む

山梨ジャパン・パトロール警備株式会社（山梨県甲府市）

甲府市に所在する本社社屋

▶創業　2005（平成17）年
▶業種　 警備事業
▶社員数　113人

（うちアルバイト７人）
（60歳以上男女内訳） 男性（82人）、女性（3人）
（年齢内訳） 60～64歳 10人 （8.8％）
 65～69歳 16人 （14.2％）
 70歳以上 59人 （52.2％）
▶定年・継続雇用制度
定年70歳。希望者全員を75歳まで再雇
用。平均年齢65歳、最高年齢者は84歳
が2人。

山
梨
県
は
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
連
峰
、
秩

父
山
系
な
ど
標
高
２
０
０
０
〜
３
０
０
０
m
級
の
山
々
に

囲
ま
れ
、
８
割
を
山
岳
地
が
占
め
る
内
陸
県
で
す
。

機
械
・
電
子
を
中
心
と
し
た
も
の
づ
く
り
産
業
や
、
水

晶
の
採
掘
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
宝
石
加
工
産
業
も
盛
ん

で
す
。
ぶ
ど
う
や
桃
な
ど
の
農
産
物
や
ワ
イ
ン
な
ど
の
県

産
品
は
「
や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
、
国
内
外
で
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
山
梨
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
の
中
橋
勇

史
課
長
は
支
部
の
取
組
み
に
つ
い
て
、「
年
齢
に
か
か
わ

り
な
く
意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場

づ
く
り
を
支
援
し
、
定
年
延
長
や
継
続
雇
用
な
ど
の
制
度

改
善
提
案
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
所
の
実
情
や
要
望
に

応
じ
た
適
切
な
支
援
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
連
絡
調
整
会
議
で
は
、
本
部
ゼ

ネ
ラ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
他
支
部
プ
ラ
ン
ナ
ー
ら
を
講
師

に
招
き
、
相
談
・
助
言
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま

す
。
事
業
所
か
ら
の
問
合
せ
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
に

関
す
る
こ
と
や
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
4
月
施
行
の

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
関
す
る
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

当
課
に
所
属
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
、
雨あ

め

宮み
や

隆た
か

浩ひ
ろ

さ

ん
は
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士
、
特
定
行
政
書
士
と
し
て

の
経
験
と
知
見
を
活
か
し
、
人
事
労
務
管
理
や
賃
金
・
退

職
金
管
理
と
い
っ
た
得
意
分
野
で
て
い
ね
い
か
つ
適
切
な

助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
健
康
・
安
全
衛
生
管
理
に
関

す
る
提
案
を
す
る
と
、
高
齢
者
雇
用
に
役
立
っ
た
と
喜
ば

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
職
場
に
お
け
る
高
齢
社
員
の
加

齢
に
よ
る
変
化
は
、
高
齢
者
本
人
が
気
づ
い
て
い
る
こ
と

が
少
な
く
、
会
社
も
厳
し
い
目
で
見
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
意
識
啓
発
を
含
め
、
会
社
全
体
で

高
齢
社
員
に
対
す
る
対
応
の
仕
方
を
見
直
す
こ
と
に
よ

山梨県甲府市

★
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［雨宮プランナーから］
「法律に基づき、企業と従業員の双方が納得
し、全体として伸びていくような支援がで
きればと思います。そのために、企業の実

態に即した、いろいろな視点（賃金、労働時間、健康・安全、
能力開発、人事制度など）からのアドバイスを心がけています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆山梨支部高齢・障害者業務課の中橋課長は、「雨宮プランナーは特定
社会保険労務士、特定行政書士としての経験と知見を活かし、人事
労務管理や賃金・退職金管理などの得意分野でていねいかつ適切
な活動を行っています。また、山梨産業保健総合支援センターの産
業保健相談員や、両立支援促進員なども務め、健康・安全衛生管理
においても高い専門性を発揮し、事業所から厚い信頼を得ていま
す。さらに当支部の地域ワークショップや障害者雇用支援関連業
務、県内各団体主催イベントなどにおいて講師として活躍するな
ど、当支部には欠かせないプランナーの一人です」と話します。
◆山梨支部は甲府駅から車で約 10分、南甲府警察署真向いに位置す
る山梨職業能力開発促進センター内にあります。近隣に高等学校
や小中学校が点在する住宅地域でもあります。
◆同支部にはプランナー４人、アドバイザー 1人が在籍しており、
2020 年度は制度改善提案を 97件、相談助言訪問を 264 件行い
ました。
◆相談・助言を無料で実施しています。お気軽にお問い合わせくだ
さい。

●山梨支部高齢・障害者業務課
住所：山梨県甲府市中小河原町 403-1　

山梨職業能力開発促進センター内
電話：055（242）3723

アドバイザー・プランナー歴 :10年

雨宮隆浩 プランナー  （57歳）
り
、
職
場
で
の
思
い
や
り
が
生
ま
れ
、
生
産
性
が
上
が
る

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
」
と
雨
宮
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
指
摘
し

ま
す
。

今
回
は
、
雨
宮
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
案
内
で
「
山
梨
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
ト
ロ
ー
ル
警
備
株
式
会
社
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

交
通
警
備
に
突
出
し
た
実
績
を
誇
る
警
備
会
社

山
梨
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ト
ロ
ー
ル
警
備
株
式
会
社
は
、
２

０
０
５
（
平
成
17
）
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
警
備
会
社
で

す
。
山
梨
県
内
で
は
交
通
警
備
に
突
出
し
た
実
績
を
持

ち
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
現
場
、
中
部

横
断
自
動
車
道
の
建
設
現
場
の
交
通
警
備
で
車
両
誘
導
・

歩
行
者
誘
導
を
に
な
い
ま
し
た
。
県
内
で
開
催
さ
れ
る
花

火
大
会
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
は

会
場
、
駐
車
場
に
お
い
て
誘
導
を
行
い
、
事
故
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
、
イ

ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
と
な
り
受
注
が
な
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
売
上
げ
に
も
影
響
が
出
ま
し
た
が
、
行
政
が
進
め

て
い
る
土
木
設
計
業
務
の
納
期
を
分
散
さ
せ
て
平
準
化
を

図
る
分
散
発
注
に
関
連
し
て
、
例
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
期

に
土
木
建
築
の
警
備
に
特
化
し
た
こ
と
で
、
２
０
２
０
年

度
は
1
月
か
ら
売
上
げ
が
回
復
し
、
２
０
２
１
年
7
月
は

過
去
最
高
売
上
げ
を
記
録
し
ま
し
た
。

同
社
で
は
、
新
入
社
員
が
70
代
と
い
う
こ
と
が
珍
し
く

な
く
、
70
代
以
上
が
過
半
数
を
占
め
、
会
社
の
屋
台
骨
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
古ふ

る

屋や

雄ゆ
う

司じ

代
表
取
締
役

社
長
は
、
所
属
す
る
警
備
員
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し

ま
す
。

「
全
国
展
開
の
大
手
警
備
会
社
を
除
け
ば
、
警
備
と
い

う
仕
事
は
短
期
的
な
働
き
方
が
一
般
的
で
す
が
、
当
社
は

10
年
以
上
勤
務
す
る
ベ
テ
ラ
ン
が
３
割
を
超
え
、
体
力
の 古屋雄司代表取締役社長
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直
近
の
訪
問
で
は
、
75
歳
へ
の
定
年
引
上
げ
、
も
し
く

は
廃
止
、
そ
し
て
75
歳
以
降
の
基
準
該
当
者
を
80
歳
ま
で

継
続
雇
用
す
る
仕
組
み
の
整
備
を
提
案
し
、
そ
の
た
め
の

周
辺
整
備
と
し
て
、
健
康
管
理
の
充
実
と
能
力
開
発
（
就

業
意
識
向
上
）
を
提
案
し
た
そ
う
で
す
。

一
方
、
古
屋
社
長
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
取
組
み
の
充
実

に
向
け
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
先
進
的
な
事
例

の
話
が
聞
き
た
い
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。「
電
話

で
行
っ
て
い
る
出
退
勤
時
間
の
報
告
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
た
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
変
更
し
た
い
の
で
す

が
、65
歳
以
上
の
警
備
員
の
36
％
が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

使
え
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
警
備
業
界
に
か
ぎ
ら

ず
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
際
の
高
齢
社
員
の
対

応
で
、よ
い
取
組
み
が
あ
れ
ば
採
用
し
て
い
き
た
い
で
す
」

一
日
一
日
、
与
え
ら
れ
た
業
務
を
全ま

っ
と

う
す
る

長な
が

坂さ
か

雄ゆ
う

氏じ

さ
ん
（
71
歳
）
は
、
管
制
部
長
と
し
て
事
業

の
中
枢
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
警
備
業
務
の
開
始
・
終
了

の
勤
怠
報
告
に
あ
た
る
上
番
お
よ
び
下
番
の
電
話
応
対

と
、
翌
日
の
現
場
の
人
員
手
配
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
配

の
む
ず
か
し
さ
は
、
警
備
員
の
体
調
や
、
事
情
を
考
慮
し

つ
つ
、
会
社
の
利
益
向
上
に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
点

に
あ
り
ま
す
。
長
坂
さ
ん
は
管
制
業
務
※
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
話
し
ま
す
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
が
ど
う
い
う
も

の
か
、
警
備
員
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
と
事
情
が
ど
う
か
を

②
指
導
警
備
員
〈
交
通
誘
導
警
備
２
級
、
施
設
誘
導
警
備

２
級
、
雑
踏
警
備
２
級
の
有
資
格
者
〉、
③
優
良
警
備
員

〈
勤
続
6
年
以
上
〉、
④
一
般
警
備
員
）。

そ
の
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
、
後
進
を
育
て
る
た
め
の
指
導

手
当
を
含
め
た
職
能
給
を
支
給
し
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
と
定
着
率
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
や
ス
キ
ル
が
あ
る
警
備
員
は
、
現
場
監
督
か

ら
指
名
で
仕
事
が
入
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
仕
事
ぶ

り
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は

課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
工
事
現
場
が
休
み
の
日
で
も
警

備
員
は
資
材
の
盗
難
防
止
の
た
め
に
見
回
り
を
行
う
た

め
、
工
事
が
終
わ
る
ま
で
休
み
が
取
り
づ
ら
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
代
行
者
の
育
成
に
注
力
し
て
お
り
、
こ
の
代
行

者
の
存
在
に
よ
り
、
有
休
取
得
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
甲
府
市
は
全
国
で
も
特
に
暑
く
な
る
都
市
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
真
夏
の
炎
天
下
の
警
備
は
た
い
へ
ん

厳
し
い
も
の
で
す
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
社
員
全
員
に

フ
ァ
ン
で
着
衣
内
に
風
を
め
ぐ
ら
せ
て
涼
感
を
得
る
フ
ァ

ン
付
き
作
業
服
を
配
付
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
内
で
は
ま

だ
少
な
い
取
組
み
だ
そ
う
で
す
。

雨
宮
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
２
０
１
３
年
9
月
に
初
め
て
同

社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
警
備
業
と
い
う
業
種
、
そ
し
て
、

社
員
の
約
8
割
が
高
齢
社
員
と
い
う
実
態
を
ふ
ま
え
、
さ

ら
な
る
継
続
雇
用
制
度
の
円
滑
な
運
用
や
、
よ
り
意
識
の

高
い
働
き
方
を
目
ざ
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

続
く
か
ぎ
り
働
き
続
け
て
く
れ
る
よ
う
な
ま
じ
め
で
、
コ

ツ
コ
ツ
働
く
人
が
多
い
で
す
。
誠
実
な
対
応
は
取
引
先
か

ら
も
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
70
歳
超
え
の
ベ
テ
ラ

ン
警
備
員
の
誘
導
で
、
予
想
で
は
２
時
間
の
渋
滞
が
30
分

で
済
ん
だ
と
、
喜
ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
よ
う
な
長
い
ト
ン
ネ
ル
現
場
の
警
備
は
、

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
無
駄
の
な
い
誘
導
が
も
の
を
い
い

ま
す
。

現
在
の
最
高
年
齢
者
は
84
歳
で
、
2
人
が
在
職
し
て
い

ま
す
。
昨
年
、
90
歳
ま
で
働
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た

警
備
員
が
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
、
残
念
な
が
ら
あ
と

２
カ
月
と
い
う
と
こ
ろ
で
退
職
に
至
り
ま
し
た
。
警
備
業

で
は
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
退
職
す
る
原
因
は
認
知
症
の

症
状
が
多
い
で
す
」

定
年
70
歳
、
希
望
者
全
員
を
75
歳
ま
で
再
雇
用

２
０
１
７
年
に
定
年
年
齢
を
70
歳
に
引
き
上
げ
、
希
望

者
全
員
を
75
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
制
度
に
見
直
し
ま
し

た
。
75
歳
か
ら
は
１
年
契
約
の
準
社
員
に
移
行
し
ま
す
。

働
き
方
は
日
勤
と
夜
勤
か
ら
選
べ
、
勤
務
時
間
、
日
数

な
ど
、
身
体
の
調
子
や
、
収
入
の
面
な
ど
希
望
に
合
う
よ

う
な
柔
軟
な
働
き
方
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
経
験
や
ス
キ
ル
を
評
価
す
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
制
度
を
整
備
し
、
４
段
階
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

を
設
定
し
て
い
ま
す
（
①
指
導
教
官
〈
全
体
の
5 

%
〉、

※　 管制業務……取引先の希望に合わせて、現場に配置する警備員を手配する仕事
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し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
う
え
で
割

振
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
人
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
す

か
ら
、
社
員
に
気
持
ち
よ
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
も
話

に
き
ち
ん
と
耳
を
傾
け
、
相
談
や
要
請
が
あ
っ
た
と
き
に

は
で
き
る
か
ぎ
り
対
応
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
社
長
や
専

務
に
話
を
上
げ
て
相
談
し
ま
す
」

同
社
で
勤
続
19
年
に
な
る
長
坂
さ
ん
に
と
っ
て
、
長
く

働
き
続
け
ら
れ
た
理
由
は
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
に
尽

き
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
働
け
る
よ
う
、
健

康
的
な
食
生
活
に
努
め
る
と
と
も
に
、
軽
い
運
動
を
心
が

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
今
後
は
上
番
、
下
番
の
電
話
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
切
り
替
え
る
の
で
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と

有
給
休
暇
が
取
得
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
年
齢
と
し
て
は
75
歳
ま
で
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

高た
か

遠と
お

雅ま
さ

明あ
き

さ
ん
（
84
歳
）
は
、
２
０
１
９
年
9
月
に
入

社
し
2
年
目
に
な
り
ま
す
。
長
年
、
会
員
制
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
で
警
備
を
に
な
い
、60
歳
以
降
は
守
衛
を
し
て
16
年
。

そ
の
後
、
82
歳
で
同
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
や
、
下
水
道
工
事
の
通
行
止
め
、
片

側
交
互
通
行
な
ど
の
交
通
誘
導
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
山
梨
県
の
夏
は
暑
い
で
す
か
ら
ね
。
交
通
誘
導
を
す

る
の
は
駐
車
場
や
道
路
だ
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
熱
く
、

日
陰
が
な
く
て
立
っ
て
い
る
だ
け
で
た
い
へ
ん
で
す
。
ス

タ
ミ
ナ
が
つ
く
ニ
ン
ニ
ク
や
餃
子
を
食
べ
て
元
気
を
つ
け

ま
す
」
と
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
、
よ
く
通
る
声
で
ハ
ッ
キ

リ
と
話
す
高
遠
さ
ん
。
休
み
明
け
の
出
勤
は
身
体
が
き
つ

い
そ
う
で
す
が
、「
仕
事
が
あ
る
日
に
、
き
っ
ち
り
仕
事

が
で
き
る
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
、
日
々
、
真
剣
に
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、「
無
線
を
使
う
と
き

は
し
っ
か
り
ボ
タ
ン
を
押
し
て
か
ら
話
す
こ
と
で
す
。
あ

た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
で
も
、
し
っ
か
り
押
し
て
話
さ
な

い
と
最
初
と
最
後
の
言
葉
が
聞
き
と
れ
ま
せ
ん
。
車
を
通

す
の
か
、止
め
る
の
か
、き
ち
ん
と
伝
え
な
い
と
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。い
ま
は
警
備
員
人
口
が
増
え
て
い
る
の
で
、

意
識
改
革
と
教
育
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
基
本
の

大
切
さ
と
業
界
の
課
題
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
2
年
の
間
に
2
回
も
膝ひ

ざ

に
水
が
溜
ま
っ
て
処
置
す

る
な
ど
、
身
体
的
に
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
82
歳
で
就
職
し
た
い
と
電
話
し
た
ら
採
用
し
て
く

れ
た
会
社
で
す
。
恩
返
し
の
つ
も
り
で
が
ん
ば
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
体
が
続
く
ま
で
が
ん
ば
り
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
で
、
影
響
を
強

く
受
け
た
ホ
テ
ル
、レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ
た
他
業
界
か
ら
、

同
社
の
門
を
叩
き
、
警
備
業
に
転
身
す
る
中
堅
世
代
や
女

性
も
い
る
と
い
い
ま
す
。
古
屋
社
長
は
「
み
な
さ
ん
、
家

族
を
養
う
た
め
、
生
活
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
で
就

業
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
働
き
た
い
人
が
、
希
望
に
合
っ

た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
、
引
き
続
き
休
暇
が

取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
２
年
に
創
業
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

計
画
し
て
い
た
本
社
の
新
築
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
頓
挫

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
」
と
展
望
を
語
り
ま
し
た
。 

（
取
材
・
西
村
玲
）

管制部長を務める
長坂雄氏さん

警備員として活躍
する高遠雅明さん
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は
じ
め
に

1働
く
高
齢
者
に
多
い
労
働
災
害
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
、
転
倒
、
熱
中
症
、
腰
痛
、
切
創
を
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
最
後
と
し
て
、
今
回
は
墜
落
・
転
落

災
害
を
取
り
上
げ
ま
す
。
墜
落
・
転
落
災
害
は
死
亡
災

害
に
直
結
し
や
す
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
回
は
、
高
齢
の
熟
練
作
業
者
を
取
り
上
げ

ま
す
。
熟
練
作
業
者
は
、
現
場
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
す
が
、熟
練
作
業
者
で
あ
っ
て
も
被
災
し
ま
す
。

そ
の
な
か
に
は
、
熟
練
作
業
者
な
ら
で
は
の
労
働
災
害

が
あ
り
ま
す
。
本
稿
で
は
、
高
齢
の
熟
練
作
業
者
の
墜

落
・
転
落
災
害
の
実
態
を
紹
介
し
、
ど
う
す
れ
ば
墜
落
・

転
落
災
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
を
解
説
し
ま
す
。

高
齢
の
熟
練
作
業
者
の
安
全
上
の
課
題

2（
１
）
熟
練
と
は

「
熟
練
」
と
は
、
経
験
と
技
能
の
蓄
積
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
た
高
度
で
複
合
的
な
作
業
能
力
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
単
一
的
な
作
業
能
力
で
あ
れ
ば
、
若
者
で
も
習

得
可
能
で
す
が
、高
度
で
複
合
的
な
能
力
は
、例
え
ば
、

そ
れ
は
現
場
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
臨
機
応
変

に
解
決
す
る
力
で
あ
り
、
経
験
が
足
り
な
い
若
者
に
習

得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
作
業
方
法
の
高
度
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
活
用
な
ど
が
進
展
し
て
も
、
作
業
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

的
に
と
ら
え
る
必
要
が
で
て
き
た
場
合
や
突
発
的
に

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
、
熟
練
作
業
者
に
頼

る
と
こ
ろ
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

（
２
）
熟
練
作
業
者
の
安
全
上
の
課
題

現
場
の
安
全
確
保
に
は
、
熟
練
作
業
者
の
活
躍
が
不

可
欠
で
す
。
た
だ
し
そ
の
一
方
で
、
熟
練
作
業
者
な
ら

で
は
の
労
働
災
害
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
※　前回までの内容は、当機構ホームページでご覧になれます
エルダー  高齢社員のための安全職場づくり 検 索

　
生
涯
現
役
時
代
を
迎
え
、
60
歳
、
65
歳
を
超
え
て
、
よ
り
長
く
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
企
業
が
職
場
に
お
け
る
安
心
・
安
全
を
確
保
し
、
高
齢
社
員
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
連
載
で
は
、
高
齢
者
の
特
性
を
考
慮
し
た
〝
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
〞
な
職
場
の
実
現
方
法
に
つ

い
て
、
職
場
の
安
全
管
理
に
詳
し
い
高
木
元
也
先
生
が
解
説
し
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
　
高
木 

元
也

―
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
職
場
を
つ
く
る
―

高
齢
社
員
の
た
め
の
安
全
職
場
づ
く
り

墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止

―
高
齢
の
熟
練
作
業
者
の
安
全
確
保
―

第11回
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ん
。そ

れ
は
、現
場
の
作
業
を
熟
知
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

ま
た
、
上
に
立
つ
者
の
責
任
感
の
強
さ
ゆ
え
に
、
現
場

の
進
捗
な
ど
に
支
障
が
で
る
と
「
早
く
支
障
を
取
り
除

か
な
け
れ
ば
」、「
解
決
策
が
わ
か
っ
て
い
る
自
分
が
や

る
」
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
不
安
全
行
動
止

む
無
し
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
若
い
こ

ろ
と
比
べ
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
機
能
は
衰
え
て
お
り
、
そ

れ
が
原
因
で
被
災
し
て
し
ま
い
ま
す
。

（
３
）
中
堅
と
熟
練
作
業
者
の
比
較

熟
練
作
業
者
な
ら
で
は
の
労
働
災
害
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
一
定
の
実
務
経
験
を
有
し
、
作

業
を
主
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
中
堅
作
業
者
と

熟
練
作
業
者
の
労
働
災
害
を
比
較
し
、
両
者
の
違
い
を

み
て
み
ま
す
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
職
場
の
あ
ん
ぜ
ん
サ

イ
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
休
業
４
日
以
上
死
傷
災
害

デ
ー
タ
（
２
０
１
５
〈
平
成
27
〉・
２
０
１
６
年
分
、

全
数
の
お
よ
そ
4
分
の
１
抽
出
デ
ー
タ
と
さ
れ
る
）
を

用
い
て
、
全
産
業
を
対
象
に
、
30
代
と
50
代
の
墜
落
・

転
落
災
害
を
比
べ
て
み
ま
す
。

30
代
と
50
代
を
比
べ
る
理
由
は
、
60
代
で
あ
れ
ば
定

年
・
再
就
職
の
よ
う
に
働
く
場
所
が
異
な
る
こ
と
も
労

働
災
害
の
原
因
と
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
50
代
で
あ
れ
ば
、
心
身
機
能
の
低
下
を
主
た
る
原

因
に
と
ら
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
す
。

墜
落
・
転
落
災
害
と
心
身
機
能
の
関
係
を
み
る
と
、

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
低
下
す
る
と
墜
落
・
転
落
災
害
は
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、
墜
落・転
落
し
て
も
、

と
っ
さ
に
う
ま
く
動
け
る
な
ら
、
例
え
ば
、
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
て
墜
落
し
そ
う
に
な
っ
て
も
、
と
っ
さ
に
何
か

に
つ
か
ま
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
被
災
を
免
れ
ま
す
が
、

そ
れ
が
で
き
な
い
と
被
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

視
力
の
低
下
も
開
口
部
な
ど
気
づ
き
の
遅
れ
に
つ
な
が

り
、
筋
力
や
柔
軟
性
の
低
下
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
な
ど

の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

図
表
1
の
通
り
、
30
代
と
50
代
の
休
業
４
日
以
上
死

傷
者
数
を
２
０
１
５
年
、
２
０
１
６
年
の
２
年
合
計
で

比
べ
る
と
、
墜
落
・
転
落
災
害
は
、
全
体
で
は
50
代
が

１
・
73
倍
と
多
く
、
こ
れ
を
起
因
物
別
に
み
る
と
、
ト

ラ
ッ
ク
が
２
・
11
倍
、
は
し
ご
等
が
１
・
88
倍
、
建
築

物
・
構
築
物
は
１
・
76
倍
と
全
体
を
上
回
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
、
は
し
ご
等
は
、
ト
ラ
ッ
ク
荷
台
、

は
し
ご
、
脚
立
等
か
ら
の
墜
落
・
転
落
で
あ
り
、
建
築

物
・
構
築
物
は
、
ト
ラ
ッ
ク
荷
受
け
バ
ー
ス
、
荷
物
返

却
台
、
コ
ン
テ
ナ
ー
ホ
ー
ム
な
ど
、
荷
さ
ば
き
場
所
か

ら
の
墜
落
・
転
落
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
法
的
に
墜
落
防
護
措
置
を
必
要
と

し
な
い
高
さ
２
ｍ
に
満
た
な
い
低
所
か
ら
の
墜
落
で

す
。
そ
こ
で
は
、
作
業
者
は
墜
落
し
な
い
た
め
の
正
し

い
作
業
方
法
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
荷
台
で
あ

れ
ば
、
あ
お
り
※1
に
乗
ら
な
い
、
荷
台
昇
降
時
は
昇
降

ス
テ
ッ
プ
を
用
い
る
、
昇
降
ス
テ
ッ
プ
が
な
い
場
合
は

決
し
て
飛
び
降
り
な
い
。
は
し
ご
で
あ
れ
ば
、
は
し
ご

※1　あおり……荷台の枠の部分

図表1　30代と50代の休業４日以上死傷者数（墜落・転落災害、2015年、2016年）

事故の型 起因物
2015年 2016年 ２年合計

30代 50代 30代 50代 30代 50代 年代比較
A B C Ｄ Ｅ＝Ａ＋Ｃ Ｆ＝Ｂ＋Ｄ Ｆ／Ｅ

墜落
・
転落

トラック 152 325 152 316 304 641 211%
はしご等 134 256 156 290 290 546 188%
足場 42 42 32 35 74 77 104%
階段・桟橋 120 193 132 213 252 406 161%
開口部 12 20 12 19 24 39 163%
屋根、はり、もや、けた、合掌 49 41 36 39 85 80 94%
作業床、歩み板 20 33 21 35 41 68 166%
通路 6 20 16 17 22 37 168%
建築物・構築物 42 62 37 77 79 139 176%
その他 142 244 141 242 283 486 172%

合計 719 1236 735 1283 1454 2519 173%
出典：厚生労働省ホームページ「職場のあんぜんサイト」労働災害（死傷）データベース

高齢社員の
ための 安全職場づくり

―エイジフレンドリーな職場をつくる―
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は
必
ず
固
定
す
る
、
は
し
ご
脚
部
に
は
滑
り
止
め
を
施

し
は
し
ご
は
昇
降
の
み
で
そ
の
上
で
作
業
し
な
い
、
は

し
ご
昇
降
時
は
常
に〝
３
点
支
持
〞（
両
手
両
足
４
点
の

う
ち
常
に
３
点
を
は
し
ご
に
接
触
さ
せ
る
）
を
保
つ
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
脚
立
の
場
合
、
そ
の
正
し
い
使

い
方
は
、
天
板
に
乗
ら
な
い
、
身
を
乗
り
出
し
て
作
業

し
な
い
、
手
に
物
を
持
っ
て
昇
降
し
な
い
、
脚
立
を
背

に
し
て
降
り
な
い
、
反
動
を
と
も
な
う
作
業
は
跨ま

た

が
ず

片
側
の
踏
み
さ
ん
※2
に
乗
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
正
し
い
作
業
方
法
の
順
守
に
よ
り
墜
落

災
害
を
防
止
し
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
正
し
い
作
業
方

法
が
守
ら
れ
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
荷
台
で
は
積
み
荷
で
埋

ま
っ
た
荷
台
上
で
足
の
置
き
場
が
な
く
、
あ
お
り
の
上

に
乗
っ
た
り
、荷
台
か
ら
飛
び
降
り
た
り
、は
し
ご
は
、

固
定
せ
ず
壁
に
立
て
か
け
た
だ
け
で
上
に
昇
っ
て
作
業

し
た
り
、
脚
立
は
、
踏
み
さ
ん
上
で
は
届
か
な
い
と
天

板
に
乗
っ
て
作
業
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
安
全
行
動
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
同
じ

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
た
だ
、
高
齢
に
な

れ
ば
よ
り
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
く
、
と
っ
さ
に
う
ま

く
動
け
ず
、
墜
落
し
て
被
災
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
荷

さ
ば
き
場
所
か
ら
の
墜
落
・
転
落
も
、
同
様
の
理
由
で

高
齢
者
の
被
災
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る
高
所
作
業
で
あ
れ
ば
、

墜
落
防
護
措
置
が
な
い
場
所
で
は
墜
落
制
止
用
器
具
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
使
用
し
な

※2　踏みさん……はしご・脚立などの足を掛けて踏むところ
※3　バース……倉庫や物流センターなどで、トラックの荷物を積み降ろしする場所のこと

トラック荷台からの墜落

図表2　高齢者の墜落・転落災害事例

駐車場に停めていた軽
トラックの荷台に横か
ら上がろうとしたとき、
足を滑らせて地面に落
下し負傷した（65歳）

事例 1

荷降ろしが終わり、荷台を掃除するため、荷
台にかぶせていたシートをたたもうとしてい

るときに足を踏み外し、トラック側面より地面に落ち、
左手をついた際に骨折した（69歳）

事例 2

はしごからの墜落

構内で在庫確認のため、
保管棚の上にアルミの
ハシゴを掛け、昇ろう
と足を掛けた際、足を
滑らせ2ｍ位の高さか
ら土間へ墜落した（67
歳）

事例 3

庭木の剪定中、はしごから足を滑らせ7ｍ下
に墜落して負傷した（68歳）事例 4

脚立からの墜落

脚立の天板に乗り、車
の天井を洗車していた
ところ、足が滑り高さ
約1mから地面に落下
し、頭と腰と腕を地面
に打ちつけた（68歳）

事例 5

倉庫内で、脚立の2段目あたりに足を乗せ作
業中、足を滑らせて転落し、頭を打った（69歳）事例 6

トラック荷受けバース※3からの墜落

入荷バースにて、簡易
ローラーを使って、荷
下ろし後のパレットを
構内に押し込む作業中、
左足を強く踏んばった
際に、足を滑らせバー
スから転落し手を負傷
した（61歳）

事例 7

冷凍倉庫の接車バース上からパイロン移動の
ために飛び降りた際、左足がリフト止めに

引っかかり体勢を崩して墜落した。右足をひねりながら
着地し右足首を骨折した（62歳）

事例 8
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は
必
ず
固
定
す
る
、
は
し
ご
脚
部
に
は
滑
り
止
め
を
施

し
は
し
ご
は
昇
降
の
み
で
そ
の
上
で
作
業
し
な
い
、
は

し
ご
昇
降
時
は
常
に〝
３
点
支
持
〞（
両
手
両
足
４
点
の

う
ち
常
に
３
点
を
は
し
ご
に
接
触
さ
せ
る
）
を
保
つ
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
脚
立
の
場
合
、
そ
の
正
し
い
使

い
方
は
、
天
板
に
乗
ら
な
い
、
身
を
乗
り
出
し
て
作
業

し
な
い
、
手
に
物
を
持
っ
て
昇
降
し
な
い
、
脚
立
を
背

に
し
て
降
り
な
い
、
反
動
を
と
も
な
う
作
業
は
跨ま

た

が
ず

片
側
の
踏
み
さ
ん
※2
に
乗
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
正
し
い
作
業
方
法
の
順
守
に
よ
り
墜
落

災
害
を
防
止
し
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
正
し
い
作
業
方

法
が
守
ら
れ
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
荷
台
で
は
積
み
荷
で
埋

ま
っ
た
荷
台
上
で
足
の
置
き
場
が
な
く
、
あ
お
り
の
上

に
乗
っ
た
り
、荷
台
か
ら
飛
び
降
り
た
り
、は
し
ご
は
、

固
定
せ
ず
壁
に
立
て
か
け
た
だ
け
で
上
に
昇
っ
て
作
業

し
た
り
、
脚
立
は
、
踏
み
さ
ん
上
で
は
届
か
な
い
と
天

板
に
乗
っ
て
作
業
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
安
全
行
動
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
同
じ

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
た
だ
、
高
齢
に
な

れ
ば
よ
り
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
く
、
と
っ
さ
に
う
ま

く
動
け
ず
、
墜
落
し
て
被
災
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
荷

さ
ば
き
場
所
か
ら
の
墜
落
・
転
落
も
、
同
様
の
理
由
で

高
齢
者
の
被
災
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る
高
所
作
業
で
あ
れ
ば
、

墜
落
防
護
措
置
が
な
い
場
所
で
は
墜
落
制
止
用
器
具
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
使
用
し
な

い
不
安
全
行
動
に
よ
り
墜
落
す
る
こ
と
が
数
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
老
朽
化
し
た
屋
根
の
踏
み
抜
き
な
ど
は

突
然
墜
落
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
と
っ

さ
の
動
き
が
ほ
と
ん
ど
関
係
し
な
い
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク

荷
台
、
は
し
ご
、
脚
立
ほ
ど
、
高
齢
者
の
被
災
が
目
立

た
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
図
表
１

の
屋
根
か
ら
の
墜
落
・
転
落
災
害
2
年
合
計
は
30
代
の

方
が
多
い
）。

高
齢
者
の
墜
落
・
転
落
災
害
事
例

360
歳
以
上
の
墜
落・転
落
災
害
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

多
く
は
、
い
ず
れ
も
高
さ
２
ｍ
に
満
た
な
い
低
所
か
ら

の
墜
落
・
転
落
事
例
（
図
表
２
）
で
す
。

お
わ
り
に（
課
題
解
決
に
向
け
て
）

4高
齢
の
熟
練
作
業
者
は
今
後
も
現
場
の
安
全
確
保
の

要
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
豊
富
な
経
験
が
危
険
軽
視
に
つ
な
が
り
、
現
場

が
思
っ
た
よ
う
に
進
ま
な
い
場
合
な
ど
、
上
に
立
つ
者

の
責
任
感
の
強
さ
も
相
ま
っ
て
、
急
い
で
解
決
し
よ
う

と
不
安
全
行
動
を
と
も
な
う
解
決
策
が
選
ば
れ
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
加
齢
に
と
も
な
う

心
身
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
と
っ
さ
に
う
ま
く
動
け
な

い
な
ど
被
災
し
や
す
い
た
め
、
若
い
こ
ろ
よ
り
も
よ
り

慎
重
な
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
安
全
教
育
に

よ
り
行
動
変
容
を
求
め
て
も
、
長
年
に
わ
た
り
現
場
で

つ
ち
か
っ
た
経
験
が
教
育
効
果
を
小
さ
く
し
て
し
ま
い

ま
す
。

今
後
は
、
熟
練
作
業
者
の
一
層
の
活
躍
を
う
な
が
す

た
め
、
教
育
効
果
の
高
い
安
全
教
育
を
実
践
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
れ
に
は
、
厚
生
労
働
省
「
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
高
年
齢
労
働
者
の
安
全

と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」（
２
０
２
０

〈
令
和
2
〉
年
3
月
）
に
示
さ
れ
た
高
年
齢
者
向
け
の

安
全
衛
生
教
育
が
参
考
に
な
り
ま
す
（
図
表
３
）。

一
方
で
、
熟
練
作
業
者
の
労
働
災
害
防
止
に
は
、
心

身
機
能
の
低
下
を
補
う
ハ
ー
ド
対
策
も
重
要
で
す
。
例

え
ば
、
脚
立
は
天
板
だ
け
で
な
く
踏
み
さ
ん
に
乗
っ
て

も
不
安
定
で
す
。
足
幅
よ
り
狭
い
踏
み
さ
ん
の
上
に
乗

る
と
、
足
か
ら
踏
み
さ
ん
に
か
か
る
力
の
方
向
と
、
そ

れ
に
対
し
踏
み
さ
ん
か
ら
出
る
反
力
の
方
向
が
ず
れ
、

そ
れ
は
身
体
が
揺
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
作
業
者

が
安
全
を
確
保
す
る
う
え
で
、
最
も
大
事
な
も
の
の
一

つ
に
足
元
（
足
場
、
作
業
床
）
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
脚
立
上
は
不
安
定
で
、
身

体
を
揺
ら
し
な
が
ら
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
で
き
れ
ば
脚
立
の
使
用
を
控
え
、
踏
み
さ
ん
幅

が
広
く
、
身
体
を
支
え
る
上
枠
が
つ
い
た
天
板
に
乗
っ

て
も
よ
い
踏
み
台
（
図
）
の
よ
う
な
、
よ
り
安
定
し
た

姿
勢
が
保
て
る
用
具
の
使
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

図表3　エイジフレンドリーガイドラインに示された
高年齢労働者向け安全衛生教育のポイント
（一部抜粋）

・十分な時間をかけ、写真や図、映像等を
活用する。

・心身機能の低下が労働災害につながるこ
とを自覚させる。

・自らの心身機能の低下を客観的に認識さ
せる。

・わずかな段差等、周りの環境に常に注意
を払わせるようにする。

図　上枠つき幅広天板の踏み台

出典：厚生労働省「エイジフレンドリーガイドライン」

作業をする場所にあわせて
適切な高さのものを使用する。

上枠つき

幅広天板

適切な高さのものを使用する。

高齢社員の
ための 安全職場づくり

―エイジフレンドリーな職場をつくる―



ま
た
、
比
較
的
近
年
の
裁
判
例
で
は
、
東
京
地
裁
平

成
6
年
9
月
29
日
判
決
に
お
い
て
、「
使
用
者
の
側

か
ら
み
る
と
、
前
記
の
と
お
り
、
一
般
に
労
働
者
に

あ
っ
て
は
、
年
齢
を
経
る
に
つ
れ
、
当
該
業
種
又
は

職
種
に
要
求
さ
れ
る
労
働
の
適
格
性
が
逓て

い

減げ
ん

す
る
に

か
か
わ
ら
ず
、
給
与
が
却
っ
て
逓
増
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
人
事
の
刷
新
・
経
営
の
改
善
等
、
企
業
の
組
織

及
び
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
定
年
制
の
定
め

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
合
理
的
理
由
が
存
す
る
し
、

労
働
者
の
側
か
ら
み
て
も
、
定
年
制
は
、
い
わ
ゆ
る

終
身
雇
用
制
と
深
い
関
連
を
有
し
、
定
年
制
が
存
す

る
が
故
に
、
労
働
者
は
、
使
用
者
に
よ
る
解
雇
権
の

行
使
が
恣
意
的
に
な
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
れ
が
権
利

濫
用
に
当
た
る
も
の
と
し
て
無
効
と
さ
れ
、
そ
の
身

分
的
保
障
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
若
年
労
働
者
に
雇
用
や
昇
進
の
機
会
を

開
く
と
い
う
面
が
あ
り
、
一
応
の
合
理
性
が
あ
る
こ

と
を
否
定
で
き
な
い
」
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
定
年

定
年
制
と
は

1定
年
延
長
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
も
そ
も

の
定
年
制
の
位
置
づ
け
と
種
類
な
ど
を
い
っ
た
ん
整

理
し
て
お
き
ま
す
。

定
年
制
と
は
、
労
働
者
が
一
定
の
年
齢
に
到
達
す

る
こ
と
に
よ
り
労
働
契
約
を
終
了
さ
せ
る
制
度
で

す
。
就
業
規
則
ま
た
は
労
使
間
の
合
意
に
基
づ
き
、

労
働
者
と
使
用
者
の
労
働
契
約
の
内
容
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
通
常
で
す
。

定
年
制
の
合
理
性
に
関
し
て
も
議
論
は
あ
る
も
の

の
、
過
去
の
判
例
で
は
、「
停
年
制
は
、（
中
略
）
人

事
の
刷
新
・
経
営
の
改
善
等
、
企
業
の
組
織
及
び
運

営
の
適
正
化
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

一
般
的
に
い
っ
て
、
不
合
理
な
制
度
と
い
う
こ
と
は

で
き
」
な
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
最

高
裁
昭
和
43
年
12
月
25
日
判
決
・
秋
北
バ
ス
事
件
）。

定
年
制
が
あ
る
場
合
で
も
、
定
年
時
期
を
超
え
て
雇
用
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
使
用
者
の
判
断

ま
た
は
労
使
間
の
合
意
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、特
定
の
従
業
員
以
外
に
も

実
施
す
る
こ
と
で
慣
習
化
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、定
年
制
を
廃
止
す
る
意
図
が
な
い
場
合
は
、

対
象
の
基
準
を
明
確
化
し
て
お
く
な
ど
の
判
断
は
慎
重
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

A
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　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
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特
定
の
従
業
員
の
定
年
を
個
別
に
延
長
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か

定
年
後
再
雇
用
の
ほ
か
に
、
会
社
が
認
め
た
特
定
の
従
業
員
に
つ
い
て
定
年
延
長
を
適
用
す

る
取
扱
い
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

Q 1



制
の
合
理
性
は
肯
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
以

下
、「
高
齢
法
」）
に
お
い
て
も
、
定
年
制
の
廃
止
以

外
に
も
定
年
延
長
な
ど
の
制
度
に
よ
る
高
齢
者
雇
用

が
許
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
定
年
制
自
体
は

合
理
的
で
有
効
な
制
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、高
齢
法
第
8
条
に
お
い
て
、

60
歳
を
下
回
る
定
年
の
定
め
は
規
制
さ
れ
て
い
る
た

め
、
定
年
制
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
60
歳
以
上
の

年
齢
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
で
は
、
高
齢

法
に
基
づ
き
定
年
廃
止
や
65
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ

を
含
む
65
歳
ま
で
の
雇
用
の
確
保
が
企
業
に
は
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
２
０
２
１（
令
和
3
）

年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
高
齢
法
に
よ
り
、

70
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ
な
ど
の
高
年
齢
者
就
業
確

保
措
置
が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
的
性
質
の
側
面
か
ら
は
、
定
年
制
は
、
厳
密
に

い
う
と
「
定
年
解
雇
制
」
と
「
定
年
退
職
制
」
の
二

種
類
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、前
者
の
場
合
は
、

解
雇
権
濫ら

ん

用よ
う

法
理
の
適
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
定
年
解
雇
制
の
場
合
に
は
、

定
年
に
達
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
解
雇
に
は
、
客
観

的
か
つ
合
理
的
な
理
由
と
社
会
通
念
上
の
相
当
性
が

な
け
れ
ば
、
労
働
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
（
労
働
契
約
法
第
16
条
）。
ま
た
、
解
雇
予

告
通
知
の
規
制
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
定
年
到

達
の
1
カ
月
前
に
は
、
解
雇
の
意
思
表
示
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
（
労
働
基
準
法
第
20
条
）。
一
方
で
、

定
年
退
職
制
の
場
合
は
、
労
使
双
方
か
ら
の
特
段
の

意
思
表
示
な
ど
な
く
、
定
年
に
達
し
た
と
き
に
、
労

働
契
約
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

定
年
制
の
種
類
ご
と
の

延
長
対
応
方
法

2定
年
解
雇
制
を
採
用
し
て
い
る
企
業
に
お
い
て
、

解
雇
の
意
思
表
示
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、
定
年
時
に

労
働
契
約
が
終
了
す
る
効
果
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

が
可
能
で
す
。

使
用
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
解
雇
権
濫
用
に
よ

り
定
年
に
と
も
な
う
解
雇
が
違
法
と
な
る
余
地
が
あ

る
以
上
、
定
年
の
と
き
に
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
れ
ば
、
違
法
な
解
雇
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
定
年
解
雇
制
は
定

年
時
に
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も

の
で
は
な
く
、
解
雇
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
使

用
者
側
に
裁
量
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
定
年
退
職
制
の
場
合
は
、
双
方
の
特
段
の

意
思
表
示
が
な
く
定
年
の
と
き
に
労
働
契
約
が
終
了

す
る
た
め
、
定
年
解
雇
制
と
は
異
な
り
ま
す
。
定
年

制
が
、
就
業
規
則
ま
た
は
合
意
に
基
づ
く
労
働
契
約

の
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
双
方
の
合
意
に

基
づ
き
労
働
契
約
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
は
可
能

で
し
ょ
う
（
労
働
契
約
法
第
8
条
）。
定
年
制
に
つ

い
て
は
、
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
の
最

低
基
準
効
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
60
歳
に

到
達
し
た
と
き
に
は
労
働
契
約
が
終
了
す
る
と
い
う

条
件
に
つ
い
て
延
長
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
定
年
制

自
体
を
適
用
せ
ず
に
労
働
契
約
を
継
続
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
就
業
規
則
に
定
め
る
条
件
よ
り
も

優
遇
さ
れ
た
待
遇
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
た
が
っ
て
、
対
象
と
な
る
労
働
者
と
の
合
意
に

基
づ
き
定
年
制
の
適
用
を
行
わ
ず
に
、
労
働
契
約
を

継
続
す
る
こ
と
が
、
最
低
基
準
効
に
抵
触
す
る
も
の

で
は
な
く
、
労
使
間
の
合
意
に
し
た
が
え
ば
、
特
定

の
従
業
員
に
定
年
制
を
適
用
せ
ず
に
継
続
的
に
雇
用

す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

定
年
の
個
別
の
延
長
に
お
け
る

留
意
事
項

3定
年
制
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
解
雇
の
意
思
表

示
を
控
え
る
こ
と
や
個
別
の
合
意
に
基
づ
き
延
長
す

る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
定
年
制
を
適

用
し
な
い
こ
と
が
一
般
化
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
て

お
く
必
要
は
あ
り
ま
す
。

当
初
は
特
定
の
労
働
者
に
か
ぎ
ろ
う
と
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
い
つ
の
間
に
か
多
数
の
労
働
者
に
対
し
て

定
年
制
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
標
準
的
な
対
応
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
定
年
制
を
適
用
し
な

い
こ
と
が
労
使
間
の
慣
習
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
労
使
慣
習
と
な
る
と
労
使
の
双
方
を
法
的
に
拘

束
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
実
質
的
に
定
年
制

を
廃
止
し
た
の
と
同
様
の
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
定
年
制
を
廃
止
す
る
意
図
が
な
い
場
合
に
は
、

定
年
制
を
適
用
し
な
い
従
業
員
に
つ
い
て
も
、
そ
の

基
準
を
明
確
化
し
て
お
く
な
ど
の
工
夫
は
設
け
て
お

く
べ
き
で
し
ょ
う
。
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場
合
に
は
、
労
働
災
害
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
さ
ら
に
、
企
業
に
安
全
配
慮
義
務
違
反
（
故

意
ま
た
は
過
失
）が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、

企
業
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
に
つ
な
が
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
企
業
の
役
員
や
直
属
の
上
司
個
人
の
安

全
配
慮
義
務
違
反
も
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て

お
り
、
企
業
だ
け
の
責
任
だ
け
で
は
な
く
、
役
員
や

部
下
を
持
つ
管
理
職
な
ど
に
も
関
心
を
も
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

業
務
の
過
重
負
荷
を
原
因
と
す
る
、
脳
ま
た
は
心

臓
疾
患
に
よ
る
死
亡
や
精
神
疾
患
を
原
因
と
す
る
自

殺
が
い
わ
ゆ
る
「
過
労
死
」
に
該
当
し
ま
す
が
、
厚

生
労
働
省
で
は
、「
脳
血
管
疾
患
及
び
虚
血
性
心
疾

患
等
（
負
傷
に
起
因
す
る
も
の
を
除
く
）
の
認
定
基

準
」（
以
下
、「
脳
及
び
心
臓
疾
患
の
認
定
基
準
」）

及
び「
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
認
定
基
準
」

を
定
め
、
２
種
類
の
労
働
災
害
の
該
当
性
（「
業
務

起
因
性
」
と
呼
ば
れ
ま
す
）
を
判
断
す
る
た
め
の
認

定
基
準
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
認
定
基
準
に
お
い
て
は
、
最
も
重
要
な

指
標
と
し
て
「
長
時
間
労
働
」
が
考
慮
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
２
種
類
の
労
災
認
定
基
準
に
お
い
て
、
業
務

と
過
労
死
の
関
連
性
が
強
い
と
認
定
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
時
間
外
労
働
時
間
数
は
、「
過
労
死
ラ
イ
ン
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
過
労
死
ラ
イ
ン
と

呼
ば
れ
る
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
は
、
単
純
化
す
る

と
、
発
症
直
前
の
１
カ
月
の
時
間
外
労
働
時
間
数
が

１
０
０
時
間
を
超
え
た
と
き
や
、
発
症
前
２
カ
月
か

ら
６
カ
月
の
１
カ
月
あ
た
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
時

間
外
労
働
時
間
数
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
か
の
平
均
値

が
80
時
間
を
超
過
す
る
と
き
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
水
準
は
、
働
き
方
改
革
に
お
け
る

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
過
労
死
防
止
に
対
し
て
罰
則
を

も
っ
て
臨
む
と
い
う
状
況
に
至
っ
て
い
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

「
脳
及
び
心
臓
疾
患
の
認
定
基
準
」
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
１
年
９
月
14
日

に
新
し
い
認
定
基
準
を
公
表
し
ま
し
た
。
な
お
、「
心

理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
認
定
基
準
」
は
見
直

さ
れ
て
お
ら
ず
、
既
存
の
内
容
が
維
持
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
参
考
ま
で
に
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
、
複
数
事
業
労
働
者
の
複
数
の
事
業

の
業
務
を
要
因
と
す
る
傷
病
等
に
つ
い
て
は
、
す
で

過
労
死
と
労
災
認
定
基
準
に
つ
い
て

1過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
第
2
条
で
は
、「
過

労
死
等
」
の
定
義
と
し
て
、「
業
務
に
お
け
る
過
重

な
負
荷
に
よ
る
脳
血
管
疾
患
若
し
く
は
心
臓
疾
患
を

原
因
と
す
る
死
亡
若
し
く
は
業
務
に
お
け
る
強
い
心

理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
を
原
因
と
す
る
自
殺
に

よ
る
死
亡
又
は
こ
れ
ら
の
脳
血
管
疾
患
若
し
く
は
心

臓
疾
患
若
し
く
は
精
神
障
害
を
い
う
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

い
ま
は
、「
過
労
死
」
と
い
う
言
葉
は
す
で
に
定

着
し
、
企
業
に
お
い
て
は
、
過
労
死
を
発
生
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
自
体
は
半
ば
常
識
化
し
つ

つ
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

過
労
死
に
つ
い
て
は
、
業
務
に
起
因
す
る
よ
う
な

時
間
外
労
働
の
多
さ
が
中
心
で
あ
る
点
は
変
更
が
な
い
と
い
え
ま
す
が
、
負
荷
要
因
の
評
価

を
よ
り
詳
細
に
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
各
社
に
お
け
る
業
務
の
特
色
を
と
ら
え
た
対

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
休
日
の
確
保
は
、
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
共
通
の

対
策
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

A
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労
災
認
定
基
準
改
定
の
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い

労
災
認
定
基
準
が
改
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が
変
更
と
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。
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に
２
０
２
０
年
7
月
に
考
え
方
が
示
さ
れ
、「
複
数

業
務
要
因
災
害
」
と
し
て
新
た
な
保
険
給
付
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
副
業
・
兼
業
を
行
う
場
合
に
も
労

働
時
間
の
管
理
に
は
留
意
が
必
要
で
す
。

労
災
認
定
基
準
改
定
の

背
景
に
つ
い
て

2今
回
の
「
脳
及
び
心
臓
疾
患
の
認
定
基
準
」
の
見

直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
海
外
の
研
究
論
文
な
ど
に
お

い
て
、
週
55
時
間
を
超
え
る
と
、
週
35
時
間
か
ら
40

時
間
の
場
合
と
比
べ
て
、
脳
卒
中
と
虚
血
性
心
疾
患

の
リ
ス
ク
が
ど
ち
ら
も
高
ま
る
こ
と
を
示
す
十
分
な

証
拠
が
得
ら
れ
た
と
い
う
結
論
を
示
す
も
の
が
現
れ

て
お
り
、
既
存
の
過
労
死
ラ
イ
ン
を
見
直
す
必
要
性

が
な
い
か
も
含
め
て
検
討
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。結

論
と
し
て
は
、
既
存
の
労
災
認
定
基
準
自
体
は

ほ
ぼ
維
持
さ
れ
て
お
り
、
過
労
死
ラ
イ
ン
自
体
も
変

更
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
上
記
の
海
外
の
研
究
論
文
が

無
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
味
が

あ
る
の
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
に
は
及
ば
な
い
が
こ
れ

に
近
い
水
準
の
時
間
外
労
働
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合

に
、「
特
に
他
の
負
荷
要
因
の
状
況
を
十
分
に
考
慮

す
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

表
れ
て
い
ま
す
。

海
外
の
研
究
論
文
が
示
す
と
こ
ろ
の
労
働
時
間
が

週
55
時
間
を
超
え
る
場
合
と
は
、
１
カ
月
あ
た
り
の

時
間
外
労
働
に
引
き
直
す
と
、
１
カ
月
65
時
間
程
度

の
時
間
外
労
働
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１

カ
月
あ
た
り
の
時
間
外
労
働
が
、
80
時
間
に
は
及
ば

な
く
と
も
65
時
間
程
度
に
及
ん
で
お
り
、
ほ
か
の
負

荷
要
因
が
あ
る
場
合
に
は
、
労
働
災
害
と
し
て
認
定

さ
れ
る
可
能
性
は
、
現
在
よ
り
も
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

負
荷
要
因
と
し
て
は
、
不
規
則
な
勤
務
形
態
（
拘

束
時
間
が
長
い
、
休
日
が
な
い
連
続
勤
務
、
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
短
い
勤
務
、
交
代
制
や
深
夜
勤
務

な
ど
）、
事
業
場
外
に
お
け
る
移
動
を
と
も
な
う
業

務
（
出
張
が
多
い
業
務
、
海
外
出
張
な
ど
）、
心
理

的
負
荷
を
と
も
な
う
業
務
（
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精

神
障
害
の
認
定
基
準
に
お
け
る
心
理
的
負
荷
評
価
表

の
一
覧
と
ほ
ぼ
同
様
）、
身
体
的
負
荷
を
と
も
な
う

業
務
（
重
量
物
の
運
搬
作
業
、
人
力
で
の
掘
削
作
業

な
ど
）、
作
業
環
境
（
温
度
環
境
や
騒
音
）
な
ど
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
負
荷
要
因
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
示
さ
れ

て
い
た
内
容
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
過
労
死
ラ
イ

ン
に
は
及
ば
な
い
が
こ
れ
に
近
い
水
準
の
時
間
外
労

働
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、「
特
に
他
の
負
荷
要

因
の
状
況
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
」
が
明
記
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
影
響
は
現
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

企
業
に
お
い
て

対
応
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

3今
回
の
改
定
で
は
、「
脳
及
び
心
臓
疾
患
の
認
定

基
準
」
の
う
ち
、
労
働
時
間
以
外
の
負
荷
要
因
を
中

心
に
改
正
さ
れ
て
お
り
、
時
間
外
労
働
を
重
視
し
す

ぎ
る
傾
向
に
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。こ

れ
ま
で
、「
脳
及
び
心
臓
疾
患
の
認
定
基
準
」

に
お
い
て
は
、
時
間
外
労
働
以
外
の
負
荷
要
因
も
あ

げ
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
時
間
外
労
働
の
時
間
数

が
最
も
重
要
な
要
素
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
要
素
は

考
慮
さ
れ
に
く
い
実
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

過
労
死
ラ
イ
ン
に
達
し
な
い
こ
と
を
目
安
と
し
て
労

働
時
間
管
理
を
行
っ
て
い
た
企
業
も
な
い
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

企
業
に
お
け
る
労
務
管
理
に
つ
い
て
も
、
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
を
き
っ
か
け
に
時
間
外
労
働
の
抑

制
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
負
荷
要

因
に
つ
い
て
は
、
労
働
時
間
の
不
規
則
性
や
事
業
場

外
労
働
の
頻
度
、身
体
ま
た
は
心
理
的
負
荷
の
ほ
か
、

作
業
環
境
な
ど
各
社
が
自
身
の
業
務
内
容
を
ふ
ま
え

た
分
析
お
よ
び
対
策
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

自
社
の
業
務
内
容
に
照
ら
し
て
、
掲
げ
ら
れ
て
い

る
負
荷
要
因
に
つ
い
て
、
日
常
的
に
生
じ
て
い
る
も

の
で
あ
る
か
、
日
常
的
に
生
じ
る
も
の
で
あ
れ
ば
そ

れ
に
対
す
る
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
と
い
う

点
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
負
荷
要
因
の
い

ず
れ
に
と
っ
て
も
休
日
の
確
保
の
影
響
は
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
会
社
で
共
通
す
る
対
策

に
な
り
そ
う
で
す
。
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再
雇
用
制
度
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
出
向

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
、

民
間
非
営
利
セ
ク
タ
ー
に
か
か
わ
る
基
盤
的
組
織
と
し

て
、
情
報
交
流
、
人
材
育
成
、
調
査
研
究
、
政
策
提
言

な
ど
を
通
じ
て
、
日
本
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
盤
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
企
業
や
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
・
協

働
を
促
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
平
た
く
い
う

と
、
社
会
課
題
と
向
き
合
い
、
解
決
を
図
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ

る
。
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
に
設
立
さ
れ
、
２
０
２

１
（
令
和
３
）
年
11
月
に
25
周
年
を
迎
え
る
。

事
務
所
は
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
に
あ
り
、
事
務

局
ス
タ
ッ
フ
は
常
勤
・
非
常
勤
を
合
わ
せ
て
19
人
。
今

回
は
、
定
年
後
の
再
雇
用
制
度
で
企
業
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
へ
出
向
し
、
そ
の
活
動
に
企
業
で
つ
ち
か
っ
た
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
い
る
本
田
恭
助
さ
ん
（
64
歳
）

を
紹
介
す
る
。
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
の
充
実
に
貢
献

し
、
さ
ら
に
、
新
た
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
フ
ル
タ
イ

ム
で
勤
務
し
て
い
る
。

本
田
さ
ん
は
２
０
１
７
年
に
花
王
株
式
会
社
で
60
歳

の
定
年
を
迎
え
、
同
社
の
再
雇
用
制
度
を
使
っ
て
こ
の

日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
出
向
し
て
い
る
。

花
王
で
は
人
材
を
「
人
財
」
と
表
現
し
、
60
歳
定
年

後
の
シ
ニ
ア
人
財
の
強
み
を
活
か
す
た
め
の
再
雇
用
制

度
の
な
か
で
、
社
内
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
社

外
組
織
へ
出
向
し
て
活
躍
す
る
道
を
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
提
示
し
て
い
る
。
花
王
が
人
財
を
出
向
さ
せ
る
こ

と
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、
本
田

さ
ん
の
人
件
費
は
花
王
が
負
担
し
て
い
る
。

「
定
年
２
年
前
の
再
雇
用
希
望
者
向
け
の
社
内
説
明

会
で
、
当
時
在
籍
し
て
い
た
部
署
を
含
む
社
内
・
社
外

の
再
雇
用
組
織
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
の

社
会
貢
献
領
域
と
し
て
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
へ
の
出

向
が
あ
り
、『
よ
し
、
こ
れ
だ
！
』
と
思
っ
た
の
で
す
。

公
募
制
で
す
の
で
す
ぐ
に
申
請
し
た
と
こ
ろ
私
が
選
ば

れ
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
面
接
を
経
て
働
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
花
王
シ
ニ
ア
人
財
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
へ
の
出
向
第
１
号
で
す
」（
本
田
さ
ん
）

多
く
の
同
僚
が
、
社
内
で
の
再
雇
用
を
希
望
し
て
い

た
な
か
、
本
田
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
出
向
を
望
ん
だ
の

は
、
持
ち
前
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
加
え
、
50
代
の
数

年
間
に
故
郷
の
父
母
の
介
護
を
通
じ
て
地
域
の
多
く
の

人
に
支
え
て
も
ら
い
、
定
年
後
は
地
域
社
会
に
貢
献
し

た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
保
健
師
と

し
て
自
治
体
の
地
域
保
健
で
活
躍
す
る
姉
や
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
妹
の
姿
を
通
し
て
そ
の
思
い
を

強
く
し
、「
思
い
切
っ
て
飛
び
こ
み
ま
し
た
」
と
当
時

を
ふ
り
返
る
。

　
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正
さ
れ
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
企
業
の
努
力
義
務
と
な
る
な
ど
、

生
涯
現
役
時
代
を
迎
え
、
就
業
期
間
の
長
期
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
60
歳
や
65
歳
を
一
区
切
り
と
し
、

社
会
貢
献
、
あ
る
い
は
自
身
の
趣
味
や
特
技
を
活
か
し
た
仕
事
に
転
身
を
考
え
る
高
齢
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
企
画
で
は
、
高
齢
者
に
就
労
の
場
を
提
供
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
材
し
、〝
企
業
へ
の
雇
用
〞
に

こ
だ
わ
ら
な
い
高
齢
者
の
働
き
方
を
紹
介
し
ま
す
。

活
動
事
例

生
涯
現
役
で
働
き
た
い
人
の
た
め
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法法
人

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
東
京
都
千
代
田
区
）

最
終
回
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活動事例ＮＰＯ法法
人

生涯現役で働きたい人のための

違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
力
を
発
揮

本
田
さ
ん
は
１
９
８
０（
昭
和
55
）年
に
花
王（
当
時・

花
王
石
鹸
）に
入
社
し
、主
に
商
品
開
発
、広
告
メ
デ
ィ

ア
・
ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
事
業
の

仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
こ
の
経
験
と
知
見
を
活
か
そ

う
と
、
は
り
き
っ
て
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
出
向
し

た
が
、実
際
に
働
き
始
め
る
と
、価
値
観
や
仕
事
の
や
り

方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
企
業
と
の
違
い
を
実
感
し
、戸

惑
っ
た
と
い
う
。「
最
初
の
２
年
は
勉
強
期
間
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
。
３
年
目
か
ら
よ
う
や
く
事
業
推
進
メ
ン

バ
ー
の
一
員
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
」と
本
田
さ
ん
。
自

分
に
何
が
で
き
る
の
か
と
、葛
藤
す
る
日
々
が
続
い
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア

メ
リ
カ
に
本
部
が
あ
る
世
界
的
組
織「
テ
ッ
ク
ス
ー
プ
」

の
日
本
事
務
局
の
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
テ
ッ
ク
ス
ー

プ
事
業
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
非
営
利
法
人
が
Ｉ
Ｔ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
活
動
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
進
め

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
事
業
）
の
過
去
10

年
間
の
事
業
分
析
と
利
用
者
登
録
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
を

本
田
さ
ん
が
担
当
す
る
こ
と
に
。
さ
ら
に
、業
務
分
析・

改
善
提
案
な
ど
、
日
本
で
の
テ
ッ
ク
ス
ー
プ
事
業
の
推

進
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
管
理
業
務
に
月
次
管
理
の

導
入
を
提
案
し
、
花
王
の
管
理
会
計
の
専
門
家
か
ら
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
機
会
を
つ
く
り
、
体
制
の
整
備
に

貢
献
し
た
。
ほ
か
に
も
、
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
の
導

入
を
提
案
し
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
編
集
・
制
作
を
担

当
す
る
な
ど
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
手
が
け
る
事
業
や
組
織
の

基
盤
強
化
の
面
で
、
本
田
さ
ん
は
花
王
で
の
経
験
を
活

か
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に

本
田
さ
ん
は
、
花
王
と
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
な
ぐ
初
の
シ

ニ
ア
人
財
と
し
て
、
同
じ
志
を
持
つ
後
輩
の
た
め
に
、

定
年
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
出
向
者
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
す
る
な
ど
、
出
向
で
得
た
経
験
や
課
題
を
花
王
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
の
充
実

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
貢
献
も
あ
り
、
本

田
さ
ん
に
続
い
て
、
２
０
１
８
年
と
２
０
２
０
年
に
一

人
ず
つ
、
ほ
か
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
出
向
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

花
王
の
再
雇
用
制
度
は
65
歳
ま
で
の
た
め
、
本
田
さ

ん
は
２
０
２
２
年
10
月
末
で
再
雇
用
契
約
が
終
了
す

る
。
し
か
し
そ
の
先
も
、「
社
会
課
題
の
領
域
に
か
か

わ
り
、
住
み
や
す
い
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
た
い
」
と

話
す
。
そ
の
実
践
の
た
め
、
個
人
の
活
動
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
所
属

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
荒
川
の
清
掃
を
し
た
り
、
一
般

社
団
法
人
シ
ニ
ア
社
会
学
会
の
会
員
に
な
り
こ
れ
か
ら

の
超
高
齢
時
代
に
望
ま
し
い
社
会
の
枠
組
み
な
ど
に
つ

い
て
学
術
的
に
学
ん
で
い
る
。
ま
た
、
荒
川
の
清
掃
を

し
て
気
づ
い
た
こ
と
を
、
環
境
問
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
る
花
王
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
出
向

を
終
え
た
後
も
社
会
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
な
ど
を
考

え
て
い
る
そ
う
だ
。

「
会
社
人
間
だ
っ
た
私
が
、
異
分
野
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
入

り
、
四
苦
八
苦
は
い
ま
も
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
し
い

世
界
で
こ
れ
ま
で
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
価
値
観
を

学
び
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
60
歳
を
過
ぎ
て
自
分
が
成
長

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
」（
本
田
さ
ん
）

高
齢
法
が
改
正
さ
れ
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確

保
が
企
業
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
。
そ
の
機
会
の
一
つ

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
就
業
機
会
も
示
さ
れ
て
お
り
、
日
本
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
は
問
合
せ
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

本
田
さ
ん
は
い
ま
、
そ
う
し
た
声
に
応
え
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
そ
う
だ
。

本田恭助さん
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今
回
は
休
日
・
休
暇
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
休

日
と
休
暇
は
、
休
む
と
い
う
行
為
に
違
い
は
な
く
、
用

語
と
し
て
も
違
い
を
意
識
せ
ず
に
日
常
的
に
使
う
こ
と

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
労
働
基
準
法
上
で
は

明
確
に
区
別
し
て
使
わ
れ
て
い
る
用
語
で
す
。
前
回
の

連
載
で
取
り
上
げ
た
「
時
間
外
労
働
」
に
引
き
続
き
、

労
働
時
間
に
関
す
る
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
の
で
、
前
回

の
解
説
も
思
い
起
こ
し
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ
く
と
、

理
解
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

休
日
は
労
働
の
義
務
が
な
い
日

休
日
と
は
、
労
働
の
義
務
が
な
い
日
の
こ
と
を
さ
し

ま
す
。
休
日
の
な
か
で
も
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ
た

法
定
休
日
と
、
法
の
定
め
で
は
な
い
が
労
働
者
と
会
社

間
で
取
り
決
め
ら
れ
た
法
定
外
休
日
に
分
か
れ
ま
す
。

法
定
休
日
は
、
週
１
日
ま
た
は
4
週
間
に
４
日
以

上
、
会
社
は
労
働
者
に
必
ず
休
み
を
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
※1
。
こ
こ
で
い
う
１
日

と
は
午
前
０
時
か
ら
午
後
12
時
の
24
時
間
の
こ
と
を
さ

し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
定
外
休
日
と
は
法
定
休

日
を
超
え
て
定
め
ら
れ
た
休
日
の
こ
と
で
、
会
社
が
定

め
る
労
働
条
件
な
ど
を
記
載
し
た
就
業
規
則
や
労
働
者

と
会
社
が
労
働
条
件
に
つ
い
て
取
り
交
わ
す
労
働
契
約

に
定
め
る
こ
と
で
休
日
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
本
稿

掲
載
号
発
行
の
11
月
に
は
勤
労
感
謝
の
日
と
い
っ
た
国

民
の
祝
日
が
あ
り
ま
す
が
、
法
律
上
は
休
日
に
該
当
す

る
た
め
公
立
の
教
育
機
関
や
行
政
機
関
は
基
本
的
に
は

休
み
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
一
般
的
に
は
祝
日
＝
休

み
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
社
に
お
い
て
祝
日
は

必
ず
し
も
休
み
で
は
な
く
、
法
定
外
休
日
と
し
て
定
め

て
い
な
け
れ
ば
休
み
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
基
本

で
す
。

さ
て
、
こ
の
内
容
だ
け
だ
と
会
社
は
週
1
日
の
法
定

休
日
の
み
付
与
す
れ
ば
よ
い
の
に
、
土
日
＋
祝
日
が
休

み
の
会
社
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
が
わ
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
前
回
解
説
し
た
法
定
労
働
時
間
が
１
日
８
時

間
、
１
週
40
時
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
関
係
し

ま
す
。
１
日
８
時
間
労
働
し
た
場
合
、
５
日
で
週
40
時

間
に
達
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
時
点
で
週
２
日
休
み

が
基
本
と
な
り
ま
す
。
１
年
間
が
３
６
５
日
と
し
た
場

合
、
１
年
間
に
約
52
・
14
週
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
週
２
日
の
休
み
を
乗
じ
て
端
数
を
切
り
上
げ
る

と
最
低
で
年
間
１
０
５
日
は
休
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
日
数
を
個
別
に
休
日
を
指
定
す
る
と
管
理
が

複
雑
に
な
り
ま
す
が
、
土
日
+
祝
日
（
年
間
16
日
）
を

休
み
と
す
れ
ば
、
年
間
休
日
は
基
本
的
に
１
２
０
日
と

な
り
ま
す
の
で
、
法
律
上
の
要
件
を
超
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、土
日
・
祝
日
が
稼
ぎ
ど
き
の
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
を
除
い
て
こ
の
よ
う
な
運
用
を
す
る
会
社

が
多
く
あ
る
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
す
。

「休日・休暇」第18回

前回までの内容は、当機構ホームページでご覧になれます エルダー  人事用語辞典 検 索

※1　労働基準法第35条第2項参照
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休
日
の
労
働
に
は
注
意
が
必
要

本
来
、
労
働
の
義
務
の
な
い
日
に
労
働
さ
せ
る
に
は

一
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
休
日
労
働
が
必
要
な
理

由
や
労
働
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
法
定
休
日
の
日
数
を

明
記
し
た
36
協
定
を
会
社
と
労
働
者
間
で
結
び
、
労
働

基
準
監
督
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
、
法
定
休
日
に
労
働

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
次
に
法
定
休
日
に
労
働

さ
せ
た
場
合
、
そ
の
時
間
に
応
じ
て
35
％
の
割
増
賃
金

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
複
雑
な
の
が
、
法
定
外

休
日
は
法
定
時
間
外
残
業
扱
い
と
な
る
た
め
25
％
の
割

増
と
な
る
点
で
す
。
土
日
が
休
日
で
法
定
休
日
が
日
曜

日
の
会
社
は
、
日
曜
日
に
労
働
す
る
と
35
％
の
割
増
、

法
定
時
間
を
を
超
え
て
土
曜
日
に
労
働
す
る
と
25
％
の

割
増
と
な
り
ま
す
※2
。

休
日
の
代
わ
り
に
別
途
休
み
を
付
与
す
る
こ
と
で
対

応
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
振
替
休
日
と
代
休
で
す
。

こ
れ
ら
は
よ
く
混
同
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
給
与
の
割
増

が
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
正
し
い
理
解
が
必
要
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
解
説
を
引
用
す
る
と
、
振
替
休
日
は
、

「
予
め
休
日
と
定
め
ら
れ
て
い
た
日
を
労
働
日
と
し
、

そ
の
か
わ
り
に
他
の
労
働
日
を
休
日
と
す
る
」
こ
と
を

い
い
ま
す
。
代
休
は
、「
休
日
労
働
が
行
わ
れ
た
場
合

に
、
そ
の
代
償
と
し
て
以
後
の
特
定
の
労
働
日
を
休
み

と
す
る
」
も
の
で
す
。
大
き
な
違
い
は
振
替
休
日
の
場

合
は
事
前
に
指
定
し
て
休
日
を
動
か
す
の
で
法
定
休
日

の
振
替
で
も
35
％
の
割
増
は
不
要
、
代
休
の
場
合
は
事

前
に
動
か
す
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
労
働
し
た
法
定
休

日
の
35
％
の
割
増
は
必
要
と
い
う
点
で
す
。

休
暇
は
労
働
が
免
除
さ
れ
る
日

さ
て
、
次
に
休
暇
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
休
暇
と
は
、
本
来
は
労
働
の
義
務
が
あ
る
日
で

す
が
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
に
免
除
さ
れ
る

日
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で

解
説
し
て
き
た
休
日
以
外
に
付
与
さ
れ
る
休
み
の
こ
と

で
す
。
こ
ち
ら
も
法
令
で
定
め
ら
れ
た
も
の
と
定
め
ら

れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
休
暇
で
代
表
的
な
も
の

は
、
心
身
の
疲
労
を
回
復
し
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
保
障

す
る
た
め
に
付
与
さ
れ
る
年
次
有
給
休
暇
で
す
。
半
年

以
上
継
続
し
て
勤
務
し
、
か
つ
全
労
働
日
の
８
割
以
上

を
出
勤
し
て
い
る
場
合
に
、
勤
続
年
数
に
応
じ
て
休
む

こ
と
の
で
き
る
権
利
の
こ
と
で
す
。「
有
給
」
の
名
称

の
通
り
、
取
得
し
て
も
給
与
は
支
払
わ
れ
ま
す
。
半
年

勤
務
で
年
10
日
の
付
与
を
最
低
日
数
と
し
て
、
最
大
６

年
半
の
勤
務
で
年
20
日
間
の
日
数
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
正
社
員・パ
ー
ト
社
員
関
係
な
く
付
与
さ
れ（
週

の
労
働
日
数
や
労
働
時
間
が
短
い
場
合
、
付
与
数
は

減
）、
労
働
者
が
休
暇
取
得
を
申
し
出
た
際
に
、
会
社

は
取
得
時
季
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
取
得
を
拒
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
２
０

１
９
（
平
成
31
）
年
よ
り
年
次
有
給
休
暇
が
10
日
以
上

の
労
働
者
に
対
し
て
、
毎
年
５
日
間
、
会
社
が
取
得
時

季
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
年
次
有
給
休
暇
を
確
実
に

取
得
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、

有
給
休
暇
の
取
得
は
原
則
１
日
単
位
で
す
が
、
労
使
の

協
定
に
よ
り
年
間
５
日
の
範
囲
内
で
時
間
単
位
で
の
取

得
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
休
暇
に
つ
い
て
は
、一
定

時
期
に
比
較
的
長
い
休
み
を
取
る
夏
季
休
暇
や
年
末
年

始
休
暇
、
お
祝
い
ご
と
や
お
悔
や
み
ご
と
な
ど
が
あ
っ

た
際
の
慶
弔
休
暇
、
年
次
有
給
休
暇
以
外
に
心
身
の
回

復
な
ど
を
目
的
に
付
与
さ
れ
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
会
社
が
指
定
す
る
休
暇
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
ら
が
な
い
会
社
も
あ
り
ま
す
し
、
誕
生
日
休

暇
な
ど
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
働
き
方
改
革
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
浸
透
に
よ
り
給
与
と
同
等
以
上
に
労
働
条
件
を

重
視
す
る
労
働
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

年
齢
層
の
労
働
者
が
今
後
も
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ

る
な
か
、
採
用
競
争
力
や
社
員
の
定
着
率
を
高
め
、
健

康
を
維
持
し
て
生
産
性
高
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、

法
定
以
上
の
休
日
・
休
暇
を
い
か
に
充
実
さ
せ
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

次
回
は
「
就
業
規
則
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
※2　労働基準法第37条第1項参照
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定
年
後
の
居
場
所

人
事
デ
ー
タ
活
用
の
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ

り
方
を
変
容
さ
せ
る
〝
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）〞
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

人
事
労
務
管
理
の
現
場
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
、
人
事
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
た
も
の
の
十
分
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
分
析
の
結
果
を
う

ま
く
改
善
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
い
う
。
本
書
は
、
担
当
者
が
抱
え
る
、
こ
う

し
た
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
、
う
っ
て
つ
け
の
書
籍
で
あ
る
。

基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
、
人
事
労
務
担
当
者

が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
ど
の
よ
う
に

デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
か
、
何
に
留
意
す
べ
き
か
」
に

焦
点
を
当
て
、
人
事
課
題
と
デ
ー
タ
活
用
を
結
び
つ
け

る
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
す
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

る
。
全
体
は
7
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
採
用
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
」、「
研
修
効
果

を
高
め
る
」、「
昇
進
・
昇
格
選
考
を
通
じ
て
よ
り
多
く

の
活
躍
で
き
る
人
を
輩
出
す
る
」
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と

に
、
実
務
に
役
立
つ
デ
ー
タ
活
用
方
法
が
詳
述
さ
れ
て

い
る
。
人
事
デ
ー
タ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、〝
一
歩
先
を
行
く
人
事
労
務
管
理
〞
を
目
ざ
す
担

当
者
に
お
す
す
め
し
た
い
好
著
で
あ
る
。

少
し
前
ま
で
は
、
定
年
は
ゴ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
先

は
余
生
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
「
人

生
１
０
０
年
」
と
い
わ
れ
、
余
生
と
思
っ
て
い
た
時
間

が
想
像
以
上
に
長
く
な
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
の
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
は
、ベ
ス
ト
セ
ラ
ー『
定
年
後
』の
著
者
が
、「
定

年
は
新
た
な
人
生
の
始
発
駅
」
と
提
起
し
、
生
命
保
険

会
社
を
60
歳
で
定
年
退
職
し
た
後
の
自
ら
の
経
験
や
、

同
世
代
の
人
々
へ
の
豊
富
な
取
材
を
ふ
ま
え
、
定
年
後

の
居
場
所
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
。
再
雇

用
に
手
を
あ
げ
る
選
択
も
あ
れ
ば
、
新
た
な
扉
を
開
く

道
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
自
身
の
主

体
的
な
意
見
や
姿
勢
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
考

え
る
と
、
50
代
か
ら
『
定
年
後
』
に
向
け
て
助
走
す
る

こ
と
が
妥
当
に
思
え
て
く
る
」
と
著
者
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
で
体
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
も
交
え
、「
生

涯
現
役
」、「
こ
こ
ろ
の
居
場
所
」、「
お
金
と
健
康
」な
ど

多
様
な
視
点
か
ら
リ
ア
ル
な
定
年
後
を
示
し
て
い
る
。

第
１
部
は
、
夕
刊
紙
の
連
載
を
加
筆
・
修
正
し
、
第

２
部
は
、
居
場
所
の
探
し
方
や
「
い
い
顔
」
に
な
る
方

法
な
ど
、
人
生
を
充
実
さ
せ
る
八
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
書

き
下
ろ
し
て
い
る
。
著
者
の
話
を
は
じ
め
、
著
者
が
出

会
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

も
、
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

新たな人生の始発駅を元気に出発するためのヒントが満載

“デジタル・トランスフォーメーション”時代におけるデータの有効活用方法を詳説
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1760 円
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合同フォレスト／

1650 円

北村庄吾 著／
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1760 円

働
き
方
改
革
を
中
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
改
正
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
急
ピ
ッ
チ
で
テ
レ
ワ
ー

ク
を
導
入
す
る
企
業
な
ど
が
増
え
、
人
事
・
労
務
担
当

者
に
は
新
た
な
課
題
や
対
応
す
べ
き
問
題
が
次
々
と
押

し
寄
せ
て
い
る
昨
今
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、人
事・労
務
の
担
当
者
を
は
じ
め
、経
営
者
、

部
下
を
抱
え
る
管
理
職
な
ど
現
場
で
人
事
労
務
の
悩
み

を
抱
え
る
責
任
者
や
、
人
事
・
労
務
に
つ
い
て
学
び
た

い
人
な
ど
に
向
け
て
、
社
会
保
険
労
務
士
で
あ
る
著
者

が
、
基
本
的
な
知
識
か
ら
最
近
の
法
改
正
、
新
た
な
課

題
へ
の
対
応
策
ま
で
わ
か
り
や
す
く
説
い
て
い
る
。

第
１
章
の
募
集
・
採
用
か
ら
第
６
章
の
退
職
ま
で
流

れ
に
沿
っ
て
実
務
の
基
本
を
押
さ
え
つ
つ
、
テ
レ
ワ
ー

ク
、
裁
量
労
働
制
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
の
テ
ー

マ
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
最
後
の
第
７
章
で
は
多
様
化

す
る
雇
用
を
テ
ー
マ
に
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確

保
、
派
遣
社
員
、
外
国
人
雇
用
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。

第
１
章
か
ら
第
７
章
ま
で
全
80
項
目
で
構
成
さ
れ
、
必

要
な
項
目
か
ら
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
随
所
に
間
違
え

や
す
い
ポ
イ
ン
ト
や
実
務
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
事
例
研

究
な
ど
も
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
新
た
な
問
題
へ
の
対
応

力
を
養
う
一
助
と
し
て
、
頼
り
に
な
る
一
冊
で
あ
る
。

健
康
長
寿
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て

も
仕
事
や
役
割
を
持
ち
、
生
涯
現
役
で
社
会
参
加
す
る

こ
と
が
秘
訣
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
毎
日
の
食

習
慣
や
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
老
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
現
代
の
生
活
に

お
い
て
健
康
長
寿
を
手
に
入
れ
る
の
に
適
し
た
養
生
法

を
取
り
上
げ
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
解
説
し
て
い
る
。

著
者
の
昭
和
大
学
医
学
部
教
授
の
山
岸
氏
は
、
Ａエ
ー

Ｇジ
ー

Ｅイ
ー

（
終
末
糖
化
産
物
）
が
体
内
に
た
ま
っ
て
老
化
や
病
気

の
原
因
に
な
る
こ
と
に
着
目
し
、
30
年
以
上
前
か
ら
そ

の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
第
一
人
者
。

著
者
は
、
Ａ
Ｇ
Ｅ
の
正
体
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

食
べ
物
に
含
ま
れ
る
Ａ
Ｇ
Ｅ
の
摂
取
を
抑
え
る
こ
と
、

ま
た
、
体
内
で
生
成
さ
れ
る
Ａ
Ｇ
Ｅ
を
抑
え
込
む
た
め

の
知
識
と
食
習
慣
、
生
活
習
慣
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｇ
Ｅ
を
た
め
こ
ま
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
高
血
糖
状
態
を
長
く
続
か
せ
な
い
こ
と

が
肝
要
。
そ
の
た
め
に
は「
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」

が
効
果
的
で
、
野
菜
な
ど
食
物
繊
維
が
多
い
も
の
を
先

に
食
べ
、
糖
質
は
で
き
る
だ
け
最
後
に
摂
る
よ
う
に
す

る
と
よ
い
。
そ
う
す
る
と
血
糖
値
の
急
上
昇
も
抑
え
ら

れ
、
脳
梗
塞
な
ど
の
リ
ス
ク
低
減
に
も
つ
な
が
る
と
い

う
。
本
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
明
日
か
ら
で
も
手
軽
に

始
め
ら
れ
る
養
生
法
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。

本
誌
２
０
２
１
（
令
和
3
）
年
6
月
号
の
特
集
「
コ

ロ
ナ
禍
や
自
然
災
害
に
立
ち
向
か
う
働
く
高
齢
者
の
底

力
」
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
著
者
の
田
中
氏
は
、
数

多
く
の
企
業
で
新
入
社
員
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
支
援
に
た
ず

さ
わ
り
、社
員
の
育
成
の
現
場
を
長
年
見
続
け
て
き
た
。

本
書
に
は
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
大
半
の
企
業
で

「
仕
事
を
す
る
た
め
の
学
び
を
手
助
け
す
る
仕
組
み
」と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ（
Ｏ
ｎ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｊ
ｏ
ｂ 

Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
）が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
後
輩

指
導
を
託
さ
れ
た
現
場
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
」や「
新

入
社
員
や
若
手
社
員
を
部
下
に
抱
え
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
人
事
部
門
や
人
材
開
発
部
門
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
制
度
を
運
営

し
て
い
る
担
当
者
」
を
念
頭
に
、
主
と
し
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
ト

レ
ー
ナ
ー
が
か
か
わ
る
、多
様
で
具
体
的
な
育
成
事
例
を

収
録
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
は
、
若
手
社
員
と
比
較
的
年

齢
が
近
い
先
輩
社
員
を
選
任
す
る
企
業
が
少
な
く
な
い

が
、
高
齢
者
雇
用
が
進
展
す
る
な
か
、
こ
れ
か
ら
は
経

験
豊
富
な
高
齢
社
員
を
Ｏ
Ｊ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
選

任
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ

に
ま
つ
わ
る
多
様
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
書

は
、
人
事
労
務
担
当
者
が
「
先
輩
に
よ
る
後
輩
指
導
」

と
い
う
枠
に
留
ま
ら
な
い
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
展
開
を
考
え
る
際

に
も
大
い
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

意
外
と
わ
か
っ
て
い
な
い
人
の
た
め
の

人
事
・
労
務
の
超
基
本

老
け
な
い
人
は
何
が
違
う
の
か

今
日
か
ら
始
め
る
！
　

元
気
に
長
生
き
す
る
た
め
の
生
活
習
慣

事
例
で
学
ぶ
Ｏ
Ｊ
Ｔ

―
先
輩
ト
レ
ー
ナ
ー
が
実
践
す
る
効
果
的
な
育
て
方

採用～退職の基本知識から新たな課題への対応策までわかりやすく解説

健康的に年を取りたい人の、現代版・養
よ う

生
じょう

法

多様で具体的な育成事例を収録した、後輩指導の手引き
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行
政
・
関
係
団
体 

令
和
２
年
「
労
働
安
全
衛
生
調
査

（
実
態
調
査
）」
の
結
果
を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
０（
令
和
２
）
年
「
労
働
安
全

衛
生
調
査
（
実
態
調
査
）」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
労
働
災
害
防
止
計
画
に
お
け
る
重
点
施
策
を
策
定

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
周

期
的
に
テ
ー
マ
を
変
え
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
２
０

２
０
年
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」、「
化
学
物
質
の
ば

く
露
防
止
対
策
」、「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
」、「
長
時
間
労

働
者
に
対
す
る
取
組
」
な
ど
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。

調
査
結
果
か
ら
「
高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
労
働
災
害

防
止
対
策
の
状
況
」
を
み
る
と
、
60
歳
以
上
の
高
年
齢
労

働
者
が
働
い
て
い
る
事
業
所
の
割
合
は
74
・
６
％
で
、
こ

の
う
ち
高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
の
割
合
は
81
・
４
％
と
な
っ
て

い
る
。「
高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
」
事
業
所
の
割
合
を
規
模
別
に
み
る
と
、

「
１
０
０
０
人
以
上
」、「
５
０
０
〜
９
９
９
人
」、「
３
０
０

〜
４
９
９
人
」
の
事
業
所
で
は
い
ず
れ
も
９
割
を
超
え
て

い
る
一
方
で
、
最
も
割
合
の
低
い
「
10
〜
29
人
」
で
は
78
・

５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

労
働
災
害
防
止
対
策
の
具
体
的
な
取
組
み
内
容
（
複
数

回
答
）
を
み
る
と
、「
本
人
の
身
体
機
能
、体
力
等
に
応
じ
、

従
事
す
る
業
務
、
就
業
場
所
等
を
変
更
」
が
45・７
％
、「
作

業
前
に
体
調
不
良
等
の
異
常
が
な
い
か
を
確
認
」
が
38
・

７
％
、「
健
康
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
て
就
業
上
の
措
置
を

行
っ
て
い
る
」
が
34・８
％
、「
手
す
り
、
滑
り
止
め
、
照
明
、

標
識
等
の
設
置
、
段
差
の
解
消
等
を
実
施
」
20
・
７
％
、

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
度

「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
の
結
果
を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
「
能
力

開
発
基
本
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

企
業
が
実
施
し
た
教
育
訓
練
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど

に
つ
い
て
、
常
用
労
働
者
30
人
以
上
の
企
業
、
事
業
所
お

よ
び
そ
こ
で
働
く
労
働
者
を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

調
査
結
果
を
み
る
と
、
教
育
訓
練
の
実
施
状
況
で
は
、

Ｏ
Ｆ
Ｆ‒

Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
た
事
業
所
割
合
は
、
正
社
員
で

68
・
２
％
（
前
回
75
・
１
％
）、
正
社
員
以
外
で
は
29
・
０
％

（
同
39
・
５
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実

施
し
た
事
業
所
割
合
は
、
正
社
員
で
は
56
・
５
％
（
前
回

64
・
３
％
）、
正
社
員
以
外
で
は
22
・
３
％
（
同
26
・
５
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

教
育
訓
練
に
支
出
し
た
費
用
の
労
働
者
１
人
あ
た
り
の

平
均
額
（
費
用
を
支
出
し
て
い
る
企
業
の
平
均
額
）
を
み

る
と
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ‒

Ｊ
Ｔ
は
７
０
０
０
円
（
前
回
1
万
９
０
０

０
円
）
で
前
回
に
比
べ
減
少
、
自
己
啓
発
支
援
は
３
０
０

０
円
（
同
３
０
０
０
円
）
で
２
０
１
８
年
度
調
査
以
降
、

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る 

。

ま
た
、
技
能
継
承
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
割

合
は
86
・
３
％
と
高
く
、
産
業
別
に
み
る
と
、「
電
気
・
ガ

ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
」（
95
・
３
％
）、「
学
術
研
究
、
専

門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」（
94
・
１
％
）
な
ど
で
９
割
を
超

え
て
い
る
。
取
組
み
内
容
の
内
訳
で
は
、「
中
途
採
用
を
増

や
し
て
い
る
」（
47
・
９
％
）
が
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
次

い
で
、「
退
職
者
の
中
か
ら
必
要
な
者
を
選
抜
し
て
雇
用
延

長
、
嘱
託
に
よ
る
再
雇
用
を
行
い
、
指
導
者
と
し
て
活
用

し
て
い
る
」（
46
・
６
％
）、「
新
規
学
卒
者
の
採
用
を
増
や

し
て
い
る
」（
31
・
５
％
）
と
続
い
て
い
る
。

調
査
・
研
究 令

和
２
年
度

「
介
護
労
働
実
態
調
査
」
結
果

介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
２

０
（
令
和
２
）
年
度
「
事
業
所
に
お
け
る
介
護
労
働
実
態

調
査
（
事
業
所
調
査
）」、「
介
護
労
働
者
の
就
業
実
態
と
就

業
意
識
調
査
（
労
働
者
調
査
）」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

調
査
は
２
０
２
０
年
10
月
に
実
施
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
９
２

４
４
事
業
所
、
２
万
２
１
５
４
人
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

事
業
所
調
査
の
結
果
か
ら
、
従
業
員
の
過
不
足
状
況
を

み
る
と
、
不
足
感
（「
大
い
に
不
足
」
＋
「
不
足
」
＋
「
や

や
不
足
」）は
60・８
％
と
な
っ
て
お
り
、前
年
度（
65・3
％
）

と
比
べ
て
改
善
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
職
種
別
で
み
る
と
、

訪
問
介
護
員
の
不
足
感
が
80
・
１
％
（
前
年
度
81
・
２
％
）

で
最
も
高
く
、次
い
で
介
護
職
員
の
66・２
％（
同
69・７
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

全
従
業
員
数
（
無
期
雇
用
職
員
と
有
期
雇
用
職
員
の
合

計
）に
占
め
る
65
歳
以
上
の
労
働
者
の
割
合
は
12・３
％
で
、

職
種
別
で
は
訪
問
介
護
員
が
最
も
割
合
が
高
く
、
４
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
看
護
職
員

の
13
・
１
％
、
介
護
職
員
の
９
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

定
年
制
度
の
有
無
で
は
、「
定
年
制
度
な
し
」
の
事
業
所

が
17・７
％
で
、「
定
年
制
度
あ
り
」
の
事
業
所
が
80・６
％

と
な
っ
て
い
る
。「
定
年
制
度
あ
り
」
の
う
ち
定
年
到
達
後

の
継
続
雇
用
制
度
導
入
は
、「
再
雇
用
制
度
」
が
63・７
％
、

「
勤
務
延
長
制
度
」
が
26
・
１
％
で
、
約
８
割
の
事
業
所
で

導
入
し
て
い
る
。

な
お
、
定
年
到
達
後
の
継
続
雇
用
制
度
導
入
事
業
所
に

お
け
る
雇
用
上
限
年
齢
で
は
、
い
ず
れ
の
制
度
も
「
年
齢

の
定
め
な
し
」
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
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日本史にみる長寿食

337

食文化史研究家● 永山久夫

サケの赤い肉が長寿を呼ぶ

サケの神秘的なパワー
サケは「秋

あき

味
あじ

」とも呼ばれ、縄文時代から冬を
越すための貴重な食糧資源でした。
奈良時代の地誌である各地の「風土記」にも、

秋の水産物と記されており、栄養的にも重要な食
べ物だったのです。
毎年、義理堅く群れをなして、母なる川をのぼ

るサケは、沿岸で暮らす人たちにとっては、あて
にすることのできるごちそうでした。
大量にとれるため、天日干しにしたり、塩引き

などにしたりして保存します。
北国の川をさかのぼるサケには、強い生命力が

宿っていると信じられ、古くから神への供え物と
しても重要に扱われてきました。アイヌ語では
「カムイチェプ（神の魚）」と呼ぶそうですが、ま
さに神秘的なパワーを身につけた魚だったので
す。
平安時代になると、宮中の行事食として欠かせ

ない貴重品となり、神
しん

饌
せん

（神へのお供え）や祭祀
料、公家の給与などにも用いられ、その一部は市
場でも販売され、庶民の間でも人気がありました。

ビタミンDが免疫力強化　
サケは肉質が赤く、ほかの魚とは違うところか
ら神聖でおめでたく、不老長寿をもたらす魚とみ
られていました。
同時に、赤い色は悪霊や疫病などを寄せつけな
い「厄除けの色」であり、冬になると流行する風
邪などを防ぐ色としても珍重されてきました。
サケの赤い色素はアスタキサンチンで、カロチ
ノイド系の天然色素です。老化を防いで若さを維
持する成分とされ、いま脚光を浴びています。紫
外線やストレス、運動のし過ぎなどで発生する、
毒性の強い活性酸素を消去する抗酸化力がきわめ
て強く、その働きはビタミン Eの何倍もあると
いわれています。
最近、抗ウイルスのビタミンとして注目されて
いるのがサケに多いビタミンDです。骨の健康
を保つためのビタミンとして知られていますが、
免疫力を活発にして、ウイルス感染を予防する強
い作用でも脚光を浴びているのです。この冬は食
卓にサケを多く取り入れて、インフルエンザや流
行性の風邪を予防しましょう。
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 〈（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構〉

 メールマガジン好評配信中！

 読者の声募集！

本誌を購入するには̶
定期購読のほか、1冊からのご購入も受けつけています。

お 知 ら せ

◆ お電話、FAXでのお申込み
　株式会社労働調査会までご連絡ください。
　電話03-3915-6415  FAX03-3915-9041
◆ インターネットでのお申込み
　 ①定期購読を希望される方
　　雑誌のオンライン書店「富士山マガジン
　　サービス」でご購入いただけます。
　　
　②1冊からのご購入を希望される方
　　Amazon.co.jp でご購入いただけます。

富士山マガジンサービス 検 索

詳しくは JEED　メールマガジン 検 索
※カメラで読み取ったQRコードのリンク先が
　https://www.jeed.go.jp/general/merumaga/index.html
　であることを確認のうえアクセスしてください。

編集アドバイザー （五十音順）

猪熊　律子……読売新聞編集委員
今野浩一郎……学習院大学名誉教授
大木　栄一……玉川大学経営学部教授
大嶋江都子……株式会社前川製作所コーポレート本部人財部門
金沢　春康…… 一般社団法人100年ライフデザイン・ラボ代表理事
菊谷　寛之……株式会社プライムコンサルタント代表
阪本　節郎……人生100年時代未来ビジョン研究所所長
佐久間一浩……全国中小企業団体中央会事務局次長・労働政策部長
藤村　博之……法政大学経営大学院
 イノベーション・マネジメント研究科教授
真下　陽子……株式会社人事マネジメント代表取締役
山﨑　京子…… 立教大学大学院ビジネスデザイン研究科特任教授、

日本人材マネジメント協会副理事長

高齢で働く人の体験、企業で人事を担当
しており積極的に高齢者を採用している
方の体験、エルダーの活用方法に関する
エピソードなどを募集します。文字量は
400字～1000字程度。また、本誌につ
いてのご意見もお待ちしています。左記
宛てFAX、メールなどでお寄せください。

公式ツイッターを
始めました！

最新号発行の
お知らせや

コーナー紹介などを
お届けします。

@JEED_elder

リーダーズトーク

12月号

安保雅博さん（東京慈恵会医科大学附属病院 副院長）

役職定年のメリット・デメリット

●
当
機
構
で
は
、
10
月
６
日
に
「
令
和
３
年
度
高
年
齢
者

活
躍
企
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
同
時
開
催
：
生
涯
現
役
社
会
の

実
現
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
東
京
会
場
〉）
を
開
催
。

高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
企
業
の
表
彰
式
の

ほ
か
、
受
賞
企
業
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
対
策
の
た
め
無
観
客
で
の
開
催
と
な
り
、
代
わ

り
に
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
視
聴
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
講
演
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
の
模
様
は
、
本
誌
１
月
号
で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

●
今
号
で
は
前
号
に
続
き
、
高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ

ス
ト
受
賞
企
業
の
な
か
か
ら
、
当
機
構
理
事
長
表
彰
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
企
業
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
の
企
業
も
、
定
年
延
長
や
継
続
雇
用
制
度
に
よ
り
70
歳

ま
で
の
雇
用
を
実
現
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
・
業

態
や
経
営
方
針
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
高
齢
者
の
活
用
戦
略

を
定
め
、
そ
の
戦
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
読
者
の

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
受
賞
企
業
の
取
組
み
を

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
各
企
業
に
合
っ
た
高
齢
者
活
用

の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
「
生
涯
現
役
で
働
き
た
い
人
の
た
め
の
N
P
O
法
人
活

動
事
例
」、「
マ
ン
ガ
で
見
る
高
齢
者
雇
用
」
は
今
号
で
最

終
回
と
な
り
ま
す
。
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
N
P
O
・

企
業
の
み
な
さ
ま
に
も
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次

号
よ
り
新
連
載
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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全
社
員
面
談
で
得
ら
れ
た
声
を

働
き
方
改
革
に
活
か
す

広
告
製
版
や
販
促
ツ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
な
ど

を
手
が
け
る
株
式
会
社
浅
野
製
版
所
（
従
業
員
42
人
※
）

は
、
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
創
業
の
老
舗
企
業
。
社

員
の
健
康
に
配
慮
し
た
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
経
済
産

業
省
の「
健
康
経
営
優
良
法
人（
中
小
規
模
法
人
部
門
）」

に
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
か
ら
５
年
連
続
で
認
定
さ

れ
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
は
、
そ
の
な
か
で
も

上
位
法
人
に
付
加
さ
れ
る
冠
と
し
て
新
設
さ
れ
た
「
ブ

ラ
イ
ト
５
０
０
」
に
選
ば
れ
た
。

そ
ん
な
同
社
も
、
か
つ
て
は
過
重
労
働
で
退
職
者
が

多
か
っ
た
と
い
う
。
健
康
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
て
き

た
経
営
企
画
部
課
長
の
新し

ん

佐さ

絵え

吏り

さ
ん
は
、
当
時
の
状

況
に
つ
い
て
「
広
告
業
界
や
大
手
企
業
の
下
請
け
と
い

う
特
性
に
加
え
て
、
80
年
近
い
歴
史
の
な
か
で
根
づ
い

た
慣
習
も
あ
り
、
長
時
間
労
働
が
あ
た
り
前
の
状
況
で

し
た
。
ミ
ス
を
す
る
と
命
取
り
に
な
る
た
め
、
精
神
的

な
負
担
も
大
き
く
、
現
場
は
疲
弊
し
、
辞
め
て
い
く
社

員
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
、
同
社
は
２
０ 

１

５
年
に
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
始
め
た
。
当
初
は
大

手
企
業
に
な
ら
い
、
残
業
時
間
の
削
減
や
有
給
休
暇
の

取
得
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、
施
策
先
行
で

取
り
組
ん
だ
た
め
、か
ぎ
ら
れ
た
人
員
に
負
担
が
生
じ
、

さ
ら
に
退
職
者
が
増
え
る
事
態
に
。
残
さ
れ
た
社
員
が

こ
れ
に
よ
り
疲
弊
す
る
な
ど
、
目
的
と
裏
腹
の
結
果
を

招
く
こ
と
と
な
っ
た
。

新
た
な
採
用
が
む
ず
か
し
い
な
か
、「
労
働
力
人
口

が
減
少
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
会
社
を
存
続
す
る
こ
と
が

む
ず
か
し
く
な
る
」
と
懸
念
し
た
同
社
は
、
働
き
方
の

抜
本
的
な
見
直
し
に
着
手
。
業
務
の
無
駄
を
な
く
し
て

Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
、
短
時
間
で
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
る
制
度
に
改
め
る
と
と
も
に
、
営
業
と
制
作
が

よ
り
連
携
で
き
る
組
織
体
制
に
改
め
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
２

０
１
４
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
「
全
社
員
面
談
」
で

あ
る
。
新
佐
さ
ん
が
社
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
話
を
聞
く

こ
と
で
、
社
内
の
状
況
や
問
題
が
い
ち
早
く
わ
か
り
、

そ
の
後
の
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

健康づくり企業に
目ざせ生涯現

役！ 

目
注

第4回 株式会社浅野製版所（東京都中央区）
慢性化していた長時間労働を改善し、創意工夫で健康を意識づけ

　生涯現役時代を迎え、企業には社員が安心して長く働ける制度・環境の整備が求められて
いますが、生涯現役の視点で考えると、「社員の健康をつくる」ことは大切な要素です。
　そこで本企画では、社員の健康づくりに取り組む先進企業の事例をご紹介します。

※　2021年9月現在

経営企画部課長の新佐絵吏さん経営企画部課長の新佐絵吏さん
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フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
や
健
康
食
ガ
チ
ャ
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
で
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

「
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
員
が
健
康

で
働
き
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
最
も
大
事
」
と
考
え
る
同

社
が
、
働
き
方
改
革
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
取
り
組

み
始
め
た
の
が
、社
員
の
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
だ
。

以
下
に
、
同
社
の
特
徴
的
な
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

・「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

社
員
の
運
動
不
足
対
策
と
し
て
、
毎
週
水
曜
日
の
就

業
時
間
内
に
15
分
程
度
の
時
間
を
取
り
、
社
員
が
集

ま
っ
て
体
操
を
す
る
。
当
初
は
会
議
室
な
ど
で
実
施
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
は
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
い
る
。

体
操
は
動
画
を
見
な
が
ら
行
い
、
そ
の
動
画
は
社
員
有

志
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
２
回
参
加
す
る
と
、

全
国
の
自
動
販
売
機
で
利
用
で
き
る
ド
リ
ン
ク
チ
ケ
ッ

ト
が
も
ら
え
る
。
在
宅
勤
務
の
社
員
が
増
え
る
な
か
、

運
動
不
足
の
解
消
に
加
え
、
社
員
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
い
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

・「
あ
さ
の
健
康
食
ガ
チ
ャ
」

週
に
一
度
、
全
社
員
が
集
ま
る
朝
礼
時
に
、
ミ
ニ

カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
朝
食
を
提
供
し
て
い
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
朝
礼
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
る
と
と

も
に
、
リ
ス
ク
の
面
か
ら
、
出
社
し
た
社
員
に
パ
ン
や

野
菜
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、出
社
し
た
社
員
か
ら
「
あ
ま
り
外
出
し
た
く
な
い
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
社
内
に
健
康
食
品

の
自
動
販
売
機
を
置
く
こ
と
を
検
討
。
し
か
し
、
設
置

場
所
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
代
わ
り
に
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

を
設
置
し
て
健
康
に
配
慮
し
た
間
食
を
提
供
す
る
よ
う

に
し
た
。
中
身
は
ナ
ッ
ツ
、
プ
ル
ー
ン
、
カ
カ
オ
70
％

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ウ
ズ
ラ
の
卵
な
ど
で
、
経
営
企
画

部
で
購
入
し
て
カ
プ
セ
ル
に
詰
め
て
い
る
。
２
０
０
円

相
当
の
内
容
を
社
員
は
１
０
０
円
で
購
入
で
き
る
。
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
優
待
チ
ケ
ッ
ト
や
ク
オ
カ
ー

ド
な
ど
の
〝
当
た
り
〞
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

毎
日
購
入
す
る
社
員
も
お
り
、評
判
は
上
々
だ
と
い
う
。

・
健
康
啓
発
ポ
ス
タ
ー

社
内
に
は
、
社
員
の
健
康
意
識
を
高
め
る
た
め
の
ポ

ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ａ

Ｒ
ア
プ
リ
を
ポ
ス
タ
ー
に
か
ざ
す
と
、
日
替
わ
り
で
健

康
に
関
す
る
豆
知
識
が
表
示
さ
れ
る
ほ
か
、「
当
た
り
」

が
出
た
場
合
は
「
あ
さ
の
健
康
食
ガ
チ
ャ
」
の
食
品
が

も
ら
え
る
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
や
Ａ
Ｒ
の
仕
組
み
も
社
内

の
有
志
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
と
同

じ
仕
様
の
カ
ー
ド
も
社
員
に
配
布
さ
れ
て
お
り
、
出
社

し
な
く
て
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
体
操
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
、
社
員
が
特
技
を
活
か
し

て
喜
ん
で
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
し
、
健
康
情
報
に
つ
い

て
も
、
み
ん
な
で
調
べ
て
持
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ

う
し
て
若
手
が
作
成
し
た
も
の
に
対
し
て
、
ベ
テ
ラ
ン

社
員
も
楽
し
ん
で
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

会
社
が
一
方
的
に
発
信
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
員
に

も
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
健
康
へ
の
意
識
は
よ

り
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
新
佐
さ
ん
は
話
す
。

ASANOフィットネスに２回参加するともらえるドリンクチケット。裏面には飲料メー
カーが提供するアプリで使用できるＱＲコードが記載されている
ASANOフィットネスに２回参加するともらえるドリンクチケット。裏面には飲料メーASANOフィットネスに２回参加するともらえるドリンクチケット。裏面には飲料メーASANOフィットネスに２回参加するともらえるドリンクチケット。裏面には飲料メー

あさの健康食ガチャあさの健康食ガチャ
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・
健
康
食
品
の
抽
選
会

毎
年
、
新
年
会
や
新
入
社
員
歓
迎
会
と
し
て
ホ
テ
ル

で
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
健
康
食
品
が
当

た
る
抽
選
会
を
始
め
た
。
同
社
で
は
毎
年
社
員
に
経
営

者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印
刷
さ
れ
た「
サ
ン
ク
ス
カ
ー
ド
」

が
配
布
さ
れ
て
い
る
。
各
カ
ー
ド
に
は
異
な
る
番
号
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
経
営
者
が
番
号
を
引
い
て
当
た
っ

た
社
員
が
賞
品
を
も
ら
え
る
仕
組
み
だ
。
は
ず
れ
は
な

く
、
５
０
０
円
か
ら
４
０
０
０
円
ま
で
の
い
ず
れ
か
の

賞
品
が
も
ら
え
る
。
最
も
高
価
な
賞
品
は
産
地
直
送
野

菜
の
セ
ッ
ト
。
コ
ロ
ナ
禍
で
従
来
の
施
策
が
で
き
な
く

な
る
な
か
で
、健
康
に
絡
め
た
施
策
に
変
更
し
て
い
る
。

業
務
の
無
駄
を
な
く
す
こ
と
で

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

働
き
方
改
革
や
健
康
経
営
と
い
っ
た
一
連
の
取
組
み

に
よ
り
、一
人
あ
た
り
の
月
平
均
残
業
時
間
は
２
０
１
３

年
の
37
時
間
、
２
０
１
６
年
の
27
時
間
を
経
て
、
現
在

は
６
・
５
時
間
ま
で
減
少
、
45
時
間
を
超
え
る
社
員
は

一
人
も
い
な
く
な
っ
た
。
退
職
者
の
数
も
、
か
つ
て
は

少
な
く
と
も
年
に
４
〜
５
人
い
た
が
、
こ
の
2
年
、
長

時
間
労
働
な
ど
社
内
の
問
題
を
理
由
と
し
た
退
職
者
は

出
て
い
な
い
。
新
佐
さ
ん
は
、「
働
き
や
す
く
な
っ
た
」

と
い
う
声
だ
け
で
な
く
、「
こ
の
会
社
で
ず
っ
と
働
き

た
い
」
と
考
え
て
い
る
社
員
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
と
話
す
。
ま
た
、
健
康
経
営
で
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
採
用
に
つ
い
て
は
常
に
紹

介
や
問
合
せ
が
あ
る
状
況
で
、
採
用
の
コ
ス
ト
は
ほ
と

ん
ど
か
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

大
企
業
に
比
べ
て
資
源
の
か
ぎ
ら
れ
る
中
小
企
業

は
、
健
康
づ
く
り
に
マ
ン
パ
ワ
ー
や
コ
ス
ト
を
か
け
る

こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
同
社
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

め
た
理
由
は
、
そ
の
前
段
と
し
て
「
無
駄
を
な
く
す
」

目ざせ生涯現役！　
健康づくり企業に 目注

取
組
み
を
し
た
か
ら
だ
と
新
佐
さ
ん
は
語
る
。

「
全
社
的
に
仕
事
の
無
駄
を
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

健
康
に
関
す
る
取
組
み
を
考
え
た
り
実
施
し
た
り
す
る

余
裕
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
、
過
重
労
働
の
状
況
で
働

き
方
を
変
え
な
い
ま
ま
、
い
き
な
り
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
も
、
社
員
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
最
近
で
は
、
健
康
へ
の
取
組
み
が
社
内
に
浸

透
し
た
こ
と
で
、
社
員
か
ら
も
健
康
に
関
す
る
情
報
が

い
ろ
い
ろ
と
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
さ

そ
う
な
ア
イ
デ
ア
で
あ
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み

る
と
い
う
、
老
舗
で
あ
り
な
が
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
よ
う

な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

コ
ス
ト
面
で
も
、
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
新
た
な
コ
ス

ト
は
か
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

同
社
は
現
在
、
社
員
が
育
児
や
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
で
状
況
や
場
所
を
問

わ
ず
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は「
高
齢
化
へ
の
対
応
で
す
。

退
職
者
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
社
員
の
平
均
年
齢
は
２

０
１
２
年
当
時
の
31
歳
か
ら
39
歳
に
上
が
り
ま
し
た
。

な
か
に
は
70
歳
を
超
え
る
社
員
も
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
社
員
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
働
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

有志の社員によって作成された健康啓発ポスターと使用している様子有志の社員によって作成された健康啓発ポスターと使用している様子有志の社員によって作成された健康啓発ポスターと使用している様子有志の社員によって作成された健康啓発ポスターと使用している様子
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目標
00分

【問題の答え】

第53回
立体図を「真上」、「正面」、「側面」の方向から見た場合、それぞれ
どの形になるでしょう。Ａ～Ｆのシルエットから選んでください。

立体図問題

　私たちは何かを判断するとき、いつもの見方、考え方を使っています。いつもの
出来事への対処はそれで十分で速いのですが、その見方では行きづまるとき、それ
までの考え方の「フレーム」を変え、「リフレーミング」する必要があります。今日は
その基礎訓練です。

洞察力とは、目の前にあるものをそのまま見るだけでな
く、物事を多角的な側面から見ようとする力です。この能
力は、脳の頭頂連合野や側頭頭頂接合部、そして前頭前野
がになっています。
例えば、優れたサッカー選手は目の前のボールを見るの
と同時に、まるでスタジアムの天井に取りつけたカメラで
見るかのように、ゲーム全体を俯

ふ

瞰
かん

しているといわれます。
このような洞察力があると、自分の動きも客観的に判断
でき、ものごとをスムーズに進めることができます。

この能力は、広い空間の出来事だけでなく、「目の前の
積み木を真上から見たらどのような形に見えるのか」など
といった問題を読み解く際にも発揮されます。
洞察力は訓練次第で発達させることができ、今回の脳ト
レ問題に挑戦する以外にも、毎日のトレーニングは可能で
す。
花を生ける際に正面からだけでなく、真上から見てもき
れいに見えるように考えてみたり、散歩中に正面から来る
人の職業を想像したりというように、「違う視点」を意識
してみてください。

洞察力アップのメカニズム

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和 35）年、長野県生まれ。公立諏訪東京理科大学医療介護健康工学部
門長。健康教育、脳科学が専門。脳計測器多チャンネルNIRSを使って、脳活
動を調べている。『中高年のための脳トレーニング』（NHK出版）など著書多数。

目標
3分

真上

A

D

正面 側面

B

E

C

F

C 真上 ＝A 正面 ＝B 側面 ＝

真上 正面 側面
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　各都道府県支部高齢・障害者業務課　所在地等一覧
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害
者の雇用支援のための業務（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受
付、啓発等）を実施しています。� 2021年11月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒261-0001 千葉市美浜区幸町1-1-3  ハローワーク千葉５階 043-204-2901

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒780-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301
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定価 503 円（本体 458 円＋税）

課題や方策の整理 センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します

訓練コースのコーディネート 相談内容をふまえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します

訓練受講 所定の期日までに受講料の支払い等の手続きを行い、訓練を受講してください

　人手不足の深刻化や技術革新が進展するなか、中小企業等が事業展開を図るためには、従業員を育成し、企業
の労働生産性を高めていくことに加えて、70歳までの就業機会の確保に向けて企業を支えるミドルシニア世代
の役割の変化へ対応できる能力や技能・ノウハウを継承する能力を育成することが重要です。
　生産性向上人材育成支援センターでは、生産性向上支援訓練のメニューの一つとして、中高年齢層の従業員の
“生涯キャリア形成”を支援するためのミドルシニアコースを実施しています。

生産性向上人材育成支援センターでは、

70歳までの就業機会の確保に向けた

従業員教育を支援しています！

役割の変化に対応したコース 技能・ノウハウ継承に向けたコース

詳しくは各都道府県の生産性向上人材育成支援センターまでお問い合わせください
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

～生産性向上支援訓練は当機構ホームページよりご確認ができます～
https://www.jeed.go.jp/js/jigyonushi/d-2.html

※予算にかぎりがありますので、ご希望に添えない場合があります
※相談内容によっては、他の企業に所属する従業員の方と合同で訓練を受講するコースのご利用を提案させていただく場合があります

生産性向上支援訓練
紹介ページへ

受講対象者：45歳以上の従業員の方（所属する企業から受講指示を受けた方にかぎります）
受　講　料：3,300円～ 6,600円（1人あたり・税込）
訓 練 会 場：受講対象者の所属する企業の会議室等を訓練会場とすることが可能です（講師を派遣します）
訓 練 日 数：概ね１～５日（６～30時間）

● 効果的なOJTを実施するための指導法
● 作業手順の作成によるノウハウの継承
● 職業能力の体系化と人材育成の進め方
● 後輩に気づきを与える安全衛生活動（点検編）

など

《ミドルシニアコースの概要》

《訓練受講までの流れ》

● 後輩指導力の向上と
中堅・ベテラン従業員の役割

● 中堅・ベテラン従業員のためのキャリア形成
● チーム力の強化と
中堅・ベテラン従業員の役割

● フォロワーシップによる組織力の向上
   など
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